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プロローグ









　世界中の負のエネルギーが渦巻き、大地は枯れ、生物が生きていくことは不可能な最果ての地……【世界の廃はい棄き場】。

　優ゆう夜やの存在が『邪じゃ』に知られてからしばらく経たった頃、再び青年の『邪』によって招集がかけられていた。

「……こうも頻繁に我々を呼び寄せるとは、珍しいこともありますね」

　一足先にたどり着いていた神経質そうな『邪』は、小さく呟つぶやく。

「ですが、他の方々はやって来るんですかねぇ？　以前の招集にも応じませんでしたし……」

「────ヤツらのことは気にしなくとも問題ない」

「！」

　新しい声に神経質そうな『邪』が振り向くと、そこには青年の『邪』がいた。

　ただ、神経質そうな『邪』は、青年の『邪』の様子が少しおかしいことに気付く。

　それは、以前消滅した少年の『邪』────クアロが死んだ直後に起こった変化と似ていた。

「これは……どういうことです？　少し見ない間にずいぶんと強くなったようですが……」

　神経質そうな『邪』は、青年の『邪』から漂う気配に圧倒されていた。

　それほどまでに青年の『邪』が身に纏まとう力の質は以前より向上していたのだ。

　そこで、神経質そうな『邪』はある考えに至った。

「まさか、他の方々も例の青年にやられたのですか？」

　何度かこの【世界の廃棄場】にて『邪』たちの集会が行われていたが、決まって集まるのは青年の『邪』と神経質そうな『邪』、そして、今はもう存在していないクアロの三人だけだった。

　とはいえ、世界に存在する負の結晶である『邪』がその三人だけであるはずもない。世界各地に『邪』たちは存在しており、それぞれが好き勝手に過ごしているのだ。

　だからこそ、神経質そうな『邪』の知らぬところで、その『邪』たちが討ち取られたと思ったのだ。

　だが……。




「ああ、アイツらなら────俺が殺した」




「な──」

　予想だにしていなかった青年の『邪』の言葉に、神経質そうな『邪』は言葉を失う。

「こ、殺したって……何を考えているのですか!?　ただでさえクアロが消滅し、我々の戦力は減ったのですよ!?　それなのに……！」

「俺は気付いたのだ」

「は？」

「今の我々がどれだけ個別に挑んでも、クアロのように負けるだけだ。だからこそ、集団としての力ではなく、個としての絶対的な力が必要なのだ」

　神経質そうな『邪』を特に気にかける様子もなく、青年の『邪』は淡々と告げる。

「そして、クアロが死んだことで、ヤツの力は俺のもとに集まった。だが、それだけでは足りない。クアロを殺した人間は、我々の想定外の存在だったのだ。だからこそ、ヤツを殺し、『聖』を含めて人間たちを蹂じゅう躙りんするにはもっと圧倒的な力がいる。弱者のように群れるのではなく、圧倒的な強者ただ一人による蹂躙だ。そこで、俺は考えた。この俺がそのただ一人の存在となり、すべてを蹂躙しようと」

「まさか……!?」

「ああ、お前の想像通り、他の『邪』はすべて殺し、俺の一部となった。残るはお前一人だ」

「クッ！」

　神経質そうな『邪』は一瞬にして青年の『邪』から距離をとると、黒い靄もやをかき集めて巨大な槍やりへと変え、そのまま青年の『邪』へ放った。

　恐ろしいほどの速度と威力を伴った黒い極大の槍に対し、青年の『邪』は避よける素振りすら見せない。

　そしてその槍が青年の『邪』に触れた瞬間……槍は黒い靄へと再び姿を変え、霧散した。

「ば、バカな!?」

「もはや『邪』としての力の質は圧倒的に俺の方が上だ。今さらお前の攻撃では傷一つ負わない」

　青年の『邪』の言葉を聞き、どう見ても分が悪いと考えた神経質そうな『邪』は、すぐに黒い靄をかき集めると、その場から逃げようとした。

　だが……。

「なっ!?」

　なんと、必死に神経質そうな『邪』がかき集めた黒い靄は、再び霧散し、逆に青年の『邪』の元へと集った。

「言ったはずだ。『邪』としての力の質は俺が上……つまり、この世のすべての負の力は俺のもとに降くだった。もう、お前が使える『邪』の力は一つもない」

「そ、そんな……」

　あまりにも理不尽なその力を前に、神経質そうな『邪』が言葉を失っていると、青年の『邪』は笑みを浮かべた。

「とはいえ、ここまで共に歩んできたお前をただ殺すのは俺も心苦しい。お前には……究極完全態の『邪』となった俺の真の力を見せてやろう」

「あ────」

　青年の『邪』の周りを漂っていた濃密な黒い靄は、突如蠢うごめくと、手の形に姿を変える。まるで青年の『邪』の背中から生えるような形で、複数の手が出現した。

　しかも、その黒い靄によって形作られた手には、多種多様な武器が握られている。

　そして、その武器の種類を見て、神経質そうな『邪』はあることに気付き、目を見開いた。

「そ、その武器は……『堕だ聖せい』たちの……!?」

「その通り。他の『邪』を殺すついでに『堕聖』たちも殺したわけだが……予想外の収穫でな。この通り、俺は『堕聖』のすべての技術すら身に付けたのだ」

　本来、『邪』とは個人個人がすでに圧倒的な力を持っている。それらに対抗するために、様々な分野において技を極めた者たちに『聖』の称号を授けることで、今までの人類は『邪』と渡り合ってきた。

　だが、青年の『邪』はその強力な力だけでなく、『聖』たちが身に付けていた技術まで手に入れ、より完璧な存在として完成されつつあったのだ。

「さあ、あとは俺に任せて、消えるといい」

「く、クソおおおおおおおお！」

　微かすかに残った『邪』としての力を滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに放出する神経質そうな『邪』。

　そんな神経質そうな『邪』を、青年の『邪』が放った漆黒の槍が易やす々やすと貫いた。

「ガハッ……」

　腹を貫かれ、もはやまともに動くことができない神経質そうな『邪』は、すさまじい殺気の籠った目で青年の『邪』を睨にらみつける。

「き、貴様……こんな、ことを、して……！」

「くどい。大人しく俺の糧かてになれ」

　その瞬間、神経質そうな『邪』の足元に、どす黒い靄が集まると、その靄はまるで何かの顎のような形になり、神経質そうな『邪』を────食らった。

「ぎゃあああああああああ！」

　神経質そうな『邪』の悲鳴と共に、肉が裂け、骨が砕け散り、咀そ嚼しゃくされていく音が広がる。

　やがてその音も消え、黒い靄も消えてなくなると、青年の『邪』は体の異変に気付いた。

「っ！　お、おおおお！」

【世界の廃棄場】に漂っていた負の力が、どんどん青年の『邪』へと集まっていったのだ。

　それどころか、世界中に未いまだに生み出され続ける負の感情から発生するエネルギーも、青年の『邪』へと集っていく。

　それらは漆黒の球体となり、青年の『邪』を完全に包み込んでしまった。

　やがて、漆黒の球体にひびが入ると、中から青年の『邪』が姿を現す。

　何もかも吸い込んでしまいそうな漆黒の長髪に、同じく底が見えない穴のような黒い瞳。

　彼の体からは極限まで濃縮された『邪』の力が、微かに漏れ出ていた。

　青年の『邪』は生まれ変わった自分の体を見下ろし、手を見つめる。

「……ああ、やはり俺の考えは間違っていなかった」

　青年の『邪』が右の掌てのひらに『邪』の力を集めると、ビー玉サイズの漆黒の球体が浮かび上がる。

　それを無造作に正面に放った瞬間、【世界の廃棄場】に轟ごう音おんが響き渡った。

「……ふん。まだ完全には力が体に馴な染じみ切っていないか……」

　青年の『邪』は遠くの空を睨みつけると、獰どう猛もうに笑った。

「待っているがいい、異分子よ。跡形もなく消してやる。その最初の足掛かりとして……まずはクアロが殺されたあの国に挨拶でもしに行くとするか────」

　究極完全態へと進化を遂げた『滅びの神』────アヴィスは、そのまま世界に溶けるように消えていったのだった。
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第一章　甘い修行









　────『邪じゃ』の一人であるクアロを倒してから数日。

　ウサギ師匠の言葉通り、俺の修行は今まで以上に厳しいものになっていた。

「────【万ばん槍そう穿せん】！」

《フン》

『邪』に降り、『堕聖』となった『槍そう聖せい』との戦闘の中で身に付けた『槍聖術』を放つ。

　あの戦いで新たに覚醒した力……【邪じゃ洞どう眼がん】のおかげで、俺は『槍聖術』を一部とはいえ使えるようになっていた。ただ、【邪洞眼】も『槍聖術』も俺のステータスには反映されていない。どうやら俺独自の技術として身に付いたようだ。

　そんな俺の新たな技によって、無数の槍による攻撃がウサギ師匠を襲う。

　しかし、ウサギ師匠は特に気負った様子もなく、そのすべての攻撃を足で受け流した。

「ま、マジですか!?」

《【魔ま装そう】を展開していないお前の攻撃が当たるとでも？　ほら、気を逸そらすな……！》

「うおう!?」

　ウサギ師匠は俺の攻撃を軽く受け流すと、そのまま一気に加速して俺の眼前に現れ、顔に容赦なく蹴りを放ってきた。

　俺は何とか上体を反らすことでそれを避ける。そして、そのままウサギ師匠を蹴り上げるようにカウンターを繰り出した。

《ほう？》

　その行動に少し感心したような声を上げたウサギ師匠だったが、そんな俺の蹴りを軽く足場にし、そのまま俺から距離をとった。

《以前は避けるので精いっぱいだったが、反撃してくるとは……一応は成長しているようだな》

「そ、そうですかね……」

　全然自信がないんですけど。

　なんせ、俺の攻撃は悉ことごとく受け流されるんだから、成長している気が全然しない。

【魔装】を使わないと攻撃が当たらないことは分かっているが、この修行には俺の地力を引き上げるという目的もあるので、あえて使わないようにしていた。

《まあいい。だが、槍や蹴りの攻撃だけでは今までと何も変わらんぞ？》

「……分かってますよ」

　俺は手にしていた【絶ぜつ槍そう】をしまい、【全ぜん剣けん】を取り出す。

　そして────。

「【一いっ刀とう閃せん】！」

《！》

　ウサギ師匠直伝の蹴りを踏み込みに応用することで、俺はすさまじい勢いでウサギ師匠に迫り、そのまま手にしていた【全剣】を横に薙ないだ。

　この技は、イリスさん直伝の『剣けん聖せい術』だ。

　その一撃には俺の渾こん身しんの力が込められており、今日の修行で初めてウサギ師匠は俺の攻撃を受け流すのではなく、回避行動をとった。

　だが、俺の攻撃はまだ終わらない。

「────【天てん旋せん】！」

《何!?》

『剣聖術』の技の一つである【天旋】は、剣を下から上に斬り上げる動作によって、斬撃の竜巻を引き起こす攻撃だった。

　この技をイリスさんから教えてもらった俺だが、まだイリスさんほど巨大な竜巻を生み出すことはできない。

　それでも、至近距離で放てば、ウサギ師匠でも避けることはできないはずだ。

《フッ……面白い……！》

「いっ!?」

　だが、ウサギ師匠はそんな俺の技を前に、ウサギらしからぬ獰猛な笑みを浮かべると、迫りくる斬撃の竜巻を足で消し飛ばした。

《残念だが、まだまだだな》

「でしょうね……！」

《むっ!?》

　ウサギ師匠は俺の攻撃が終わったと思ったようだが、俺の本命は次の技だ。

　これはイリスさんから教わった技の中でも特に威力が高い技だ。

　それは────。

「【天てん聖せい斬ざん】────！」

　ウサギ師匠が俺の放った斬撃の竜巻を相手にしている隙に、体勢を整えて【一刀閃】の時のように大きく踏み込む。

　攻撃の予備動作が大きいので、普通に放てばウサギ師匠には簡単に避よけられてしまうだろう。

　しかし今、ウサギ師匠は俺の別の技に対処している最中だ。避けることはできない。

「はあああああああっ！」

　全力の踏み込みと共に、魔力を【全剣】に流し込むことで、【全剣】が青白く輝き、巨大な光剣へと姿を変える。

　その光剣をウサギ師匠目掛けて、勢いよく振り下ろした。

《クハハハハ！　いいぞ、それでいい！　【破は蹴しゅう閃せん】！》

　だが、俺の放った斬撃の竜巻を対処し終えたウサギ師匠は、極限まで足を体に引き寄せたかと思うと、一気にそれを解き放ち、蹴りを放った。

　その威力はすさまじく、俺の放った極大な魔力による斬撃を、真正面から貫いたのだ！

　一点突破に全力を捧ささげたかのようなその技は、俺の修行の成果を軽々と凌りょう駕がしたのだった。

　一応、本来の【天聖斬】は『聖』の力を流し込んだ斬撃を放つ技だが、本当の『聖』ではない俺は、その代わりとして賢者さんから受け継いだ魔力を使用している。

　とはいえ、威力は本物の【天聖斬】に迫るものだったのだが……そんな俺の全力もウサギ師匠には結局届かない。

「本当に俺、成長してるんですかね……」

　思わずそんな弱音が口から出てしまうが、許してほしい。

　重いため息を吐ついていると、俺の【天聖斬】を打ち破り、そのまま距離をとったウサギ師匠は戦闘体勢を解いた。

《フン、今日はここまでにしておくか。……それにしても、俺の技だけでなく、『剣聖』の技も難なく吸収していくとは……ますますお前が何者か気になるところだな》

「あ、あははは……」

「────終わったみたいね」

　ウサギ師匠との修行を終えた俺のもとに、女性の声がかかる。

　声の方に視線を向けると、そこにはタオルを手にした『剣聖』イリスさんが立っていた。

「はい、タオル」

「あ……すみません、ありがとうございます」

「お水もね。それで、怪け我がとかしてない？　大丈夫？」

「え？　だ、大丈夫です！」

「本当？　噓うそついてない？　何かちょっとでも気になることがあったら、遠慮なくお姉さんに言うのよ？」

　イリスさんはこちらが恐縮してしまうほど甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれるが、今までウサギ師匠の修行でこんな風に気にかけてもらったことはないので逆に戸惑ってしまう。

　とはいえ、心配してくれているのはありがたいことなので、俺は素直に感謝する。

「あ、ありがとうございます。ここまでしてもらって……」

「いいのよ。……こうして少しでも一緒にいたいし」

「え？」

「何でもないわ」

「は、はあ……」

　この場にイリスさんがいることから何となく想像がつくかもしれないが、クアロの襲撃の後、ウサギ師匠との修行の強度が上がっただけでなく、イリスさんも俺に修行をつけてくれるようになったのだ。

　その結果、俺は先ほどウサギ師匠に放った【一刀閃】のように、『剣聖術』を使えるようになっていた。

　……まだまだ制御も甘いし、イリスさんほどの威力や速度もないので、しっかりと修行を続ける必要があるけど……。

　ただ、『槍聖術』と同じように『剣聖術』もなぜかステータスには反映されていない。

　再びため息を吐いていると、イリスさんは辺りを見渡した。

「それにしても……まさかユウヤ君が【大だい魔ま境きょう】に住んでいるとはねぇ……しかも、この家、私にも分からない魔法で守られているみたいだし……ウサギがユウヤ君から魔法を習っているというのも頷うなずけるわ。私も習おうかしら？」

　そう、イリスさんは俺に修行をつけるということで、ウサギ師匠と同じように【大魔境】にある俺の家に来ていたのだ。

「そんな……教えられるほど大したものではないのですが……」

「これが大したことない……？　どう見ても『魔ま聖せい』以上の魔法の腕だと思うんだけど……」

《同感だな。【魔装】による自己強化も強力だしな。戦闘術についてはまだまだ甘いが、魔法は学ぶべきことが多い》

　ウサギ師匠もイリスさんもそう褒めてくれるが、これは全部賢者さんから受け継いだというか、譲ってもらったものに過ぎないのだ。俺がすごいんじゃなくて、賢者さんがすごすぎる。

　……俺にできることと言えば、少しでも賢者さんから引き継いだ力に見合うような人間になるってことくらいだな。頑張らないと。

　そんなことを考えていると、家の方からユティがやって来た。

「提案。ユウヤ、ご飯」

「あ、もうそんな時間か……」

「肯定。オーマさんも私も、楽しみにしてる」

「はいはい」

　正直なユティの言葉に、俺は思わず苦笑いを浮かべた。まあオーマさんは地球では家の外に出かけられないし、食事くらいしか楽しみがないってのも分かるんだけどね。

　ウサギ師匠やイリスさんとの修行の内容がとても濃いので、つい時間を忘れてしまうが、もうお昼の時間だった。

　すると、イリスさんはユティをじっと見つめ、どこか不満そうに呟つぶやく。

「……やっぱり納得いかないわね」

「え？」

「どうして私以外の女性と一緒に暮らしてるのよ……！」

「…………はい？」

　イリスさんはまるで血の涙を流すかのような血相でそう叫んだ。

「若い美少女と同じ屋根の下で暮らしてるだなんて……！　どう考えても私に勝ち目はないじゃない！　っていうより、いくら何でも、は、破廉恥よ！」

「？　疑問。私、行き場がない。ユウヤが一緒に暮らそうと私を誘った。だからいる」

「さささ、誘ったですって……!?」

　ますます顔を赤くしてそう叫ぶイリスさん。ま、まあユティを放っておいたらずっと野宿生活とか続けそうだったしね……。

「さ、最近の若者は進みすぎじゃないかしら……？　それとも私が遅れてるだけ!?」

「あの、イリスさん？」

　イリスさんって修行の時はキリッとしていてカッコいいのに、時々おかしなことを言ったり、妙な行動をとったりするんだよな。それが親しみやすさに繫つながっているとも言えるんだけど。

「それよりも！　貴女あなた……『弓きゅう聖せい』の弟子って聞いたけど？」

「肯定。私は『弓聖』の弟子、ユティ」

「そう、ユティちゃんね。一つ訊ききたいんだけど、どうしてユウヤ君にご飯の準備を頼んでいるのかしら？　彼女の弟子なら、家事も含めてしっかり教え込まれてそうだけど……」

「？　否定。私が師匠から教わったのは、『弓聖』の技だけ。それ以外は全部師匠がやってくれた」

「え!?　あ、いや……彼女の世話焼きが裏目に出たのね……というより、過保護の域を超えてるんじゃないかしら……」

　イリスさんはユティの言葉に呆あきれていた。いや、俺も驚いたからね。服すら自分で脱げないって言うんだもん。今はそんなことないんだけどさ。そこら辺は佳か織おりが色々と教えてくれたから本当に助かった。

　すると、呆れていた様子のイリスさんが、何かに気付いた様子で顔を輝かせる。

「ハッ！　そうよ、ここで私の家庭力をアピールすれば、私にもチャンスが……!?　ユウヤ君！」

「は、はい」

「今日はお姉さんがご飯を作ってあげるわ」

「え？」

　まさかの言葉に、俺は目を見開いた。

「せっかくの機会だし、ユウヤ君と……その、親睦を深める意味も込めて、今日は私が料理をしようと思うんだけど……ど、どうかしら？」

「い、いえ、その……親睦を深めるというのはありがたいのですが、それでしたらなおさら俺が作った方が……」

「いいのよ！　ここはお姉さんに任せてちょうだい！　私、花嫁修業だけは続けてきたから、家事は得意なの……披露する相手はいなかったけど」

　最後に何かを小さく呟くと、どこか遠い目をするイリスさん。

「その……いいんですか？」

「もちろんよ。むしろ、任せてほしいわ」

「そ、そう仰おっしゃるのであれば……お願いします」

「期待。『剣けん聖せい』の腕前、見せてもらう」

「ユティはどうしてそんなに上から目線なの……？」

　ユティは家事できないじゃないか……そう続けて言いたかったが、ぐっと堪こらえた。

　すると、俺たちのやり取りを見ていたウサギ師匠は、俺たちに背を向ける。

《フン。今日の修行は終わったんだ。あとは好きにしろ》

「あ、ウサギ師匠は食べていかないんですか？」

《いい。それよりも、そこの女二人の争いに巻き込まれる方が面倒だ》

「え、争い？」

　ウサギ師匠の言葉に思わずイリスさんとユティに視線を向けると、二人は静かに見つめ合っているものの、その視線の間には火花が散っているように見えた。な、何だ？

《ま、せいぜい頑張ることだな》

　ウサギ師匠はそれだけ言うと、賢者さんの家の結界の外に出て、そこから宙に跳びあがり、そのまま空気を足場にしてどこかへと飛んで行ってしまった。

「ええ……？」

　何やら不穏なことを言って去って行ったウサギ師匠を見送っていると、イリスさんも同じ方向に視線を向けた。

「ウサギは相変わらずね……さて、それじゃあ早速料理をしたいから、調理場を借りてもいいかしら？」

「あ、ど、どうぞ！」

　こうして俺は、イリスさんとユティと一緒に、賢者さんの家へと入るのだった。




　　　　＊＊＊




　賢者さんの家に誰か人を招く機会は少ないので、イリスさんが賢者さんの家にいるのは何だか新鮮だった。

　この前までは、レクシアさんが何だかんだと理由をつけてやって来ていたが、最近その数は少なくなった。まあ、王女様がこんな危険な場所に何度も足を運ぶ方がおかしいんだけどね。

　でも、毎日のように一緒に修行をしているウサギ師匠は、実はこの賢者さんの家に入ったことがないのだ。いつも庭で俺と修行するだけだし。

　そういえば、一度だけレクシアさんが賢者さんの家の台所で料理をしようとしたことがあったが……いや、あれは料理、だったのか……？　すごく危なかった記憶しかないんだが……。

　思わずその時のことを思い出し、身震いしていると、イリスさんは台所を見渡していた。

「あら……よく手入れされてるわね。ユティちゃんの言う通り、普段からユウヤ君が料理をしているのね」

「ええ、まあ……」

「わふ？」

「ふご」

『おい、飯の時間だぞ。早くしろ』

　調理器具の場所などをイリスさんに説明していると、ナイトとアカツキ、オーマさんも台所にやって来た。

　そんなナイトたちの姿を見て、イリスさんは目を見開く。

「そ、そういえば……レガル国で会った時から気になっていたんだけど……」

「ああ、そういえば紹介していませんでしたね。俺の家族で、ナイトとアカツキ、そしてオーマさんです」

「わん」

「ふご」

『フン』

　ナイトはお利口さんに座ったまま一つ吠ほえ、アカツキはいつも通りマイペースな様子で右前足を上げて気安そうな様子で返事をした。

　そしてオーマさんは言うまでもなくイリスさんに対して全く興味を示さず、床にゆったりと寝ころんだ。

　そんな三者三様に俺がつい苦笑いを浮かべていると、イリスさんは固まっていた。

「？　イリスさん、どうしました？」

「ぶ、【ブラック・フェンリル】……？」

「ああ、ナイトですか？　そんな種族らしいですね。珍しくてとても強いみたいですけど……」

「珍しくてとても強いとか、そんな簡単な言葉で済むような存在じゃないわよ!?」

「え？」

「肯定。ユウヤ、認識が少しおかしい」

「そ、そんな……」

　ユティにも同じことを言われてしまったが、そんなにおかしなことを言っただろうか？

　確か、オーマさんが言うには、強さだけなら自分と並ぶ種族だって言ってたけど、それも何だか実感がわかないし。

　何より、普段のナイトを見ていても、オーマさんみたいな傍若無人な様子もなく、とてもお利口さんなので、そんなこと言われてもよく分からないのだ。

　まあなんであれ、ナイトはナイトだしな。

　そんなことを考えながらナイトを撫なでると、ナイトは気持ちよさそうに目を細め、手に体を擦り寄せてきた。うむ、やっぱりかわいい。

　すると、そんなナイトを見て羨ましく思ったのか、アカツキももう片方の空いている俺の手の下に体を潜らせ、ぐりぐりと頭を押し付けてきた。

「ブヒ。ふご〜」

「はいはい、お前も撫でてやるからな」

「……ちなみに、その赤い豚は？」

「アカツキですか？　アカツキは……【孟もう槐じゅ】って種族らしいですけど、よく分かってないんですよね。ウサギ師匠が言うには、イリスさんやウサギ師匠のような『聖』を冠する存在と似た役割を果たす、この星の自浄作用の一つだって言ってましたけど……」

「…………じゃ、じゃあ、その小さな竜は？」

「オーマさんは、【創そう世せい竜りゅう】って呼ばれる伝説の存在だそうです。詳しい話は俺もよく分からないですけど、とんでもなく強い……らしいです」

　まあ戦ってるところは見たことないからね。初めて会った時の威圧感を考えれば、弱いわけがない。ていうか、この星ができた頃から生きている存在が弱いって言われる方が信じられないし。

　それよりも、こうして改めてナイトたちを紹介すると、俺はまだまだこの三人のことを全然知らないんだなぁって思わされた。

　とはいえ、俺にとって大切な家族であることに変わりはないんだけどな。

　全員の紹介を終えて、改めてイリスさんに視線を向けると、イリスさんは呆ほうけた表情で絶句していた。

「あ、あの……イリスさん？」

「……ハッ!?　あまりの非常識っぷりに呆ぼう然ぜんとしてたわ……って、イヤイヤイヤ！　おかしいわよ!?」

「え？」

「なんでそんな平然としていられるのかしら!?　だって【ブラック・フェンリル】よ？　私たち『聖』全員と、何なら敵の『邪じゃ』が束になっても敵かなわないような種族なのよ!?　その上、生まれながらにして特別な力を持っている、『邪』に対抗できる聖獣。トドメに【創世竜】って……本当に信じられないわ……!?」

「肯定。この反応が正しい」

　イリスさんの絶叫に対して、ユティは静かに頷うなずいた。ま、まあオーマさんはとても信じられないような存在だけど、ナイトとアカツキはそんなに慌てるほどの存在なのだろうか。ただ可か愛わいくて頼もしい俺の家族なんだけどなぁ。

　すると、イリスさんの言葉を一応聞いていたらしいオーマさんが、寝そべった状態から片目を開け、鋭い視線をイリスさんに向けた。

『ほう？　小娘。この我が【創世竜】であると信じられぬと言うわけか？』

「ッ!?」

　俺には何の影響もないが、イリスさんの顔色が一瞬で真っ白になり、すごい汗を搔かき始めたことから、オーマさんがイリスさんを威圧していることが分かった。

　それを見て、俺は慌ててオーマさんに注意する。

「ちょっと、オーマさん！　そんな風にすぐ人を威圧するのはやめてください！」

『な、何だと？　ユウヤよ、そうは言うが……』

「オーマさんが【創世竜】だってことは分かる人が分かればいいじゃないですか。そうやって何かあるたびに反応していたら大変ですよ？」

『む、むぅ……そう言われるとその通りではあるが……』

「それに、今日のご飯はイリスさんが作ってくれるんです。オーマさんが威圧しちゃうと料理ができないじゃないですか」

『なぬ!?　そ、それはいかん！　我は腹が減っているのだ！　早く飯を作るがいい！』

　オーマさんは俺の言葉に慌てた様子でそう言うと、どうやらイリスさんへの威圧を止やめたようで、イリスさんは空気を求めて何度も喘あえいでいた。

「はぁ！　はぁ！　はぁ！」

「イリスさん！　大丈夫ですか？」

「はぁ……はぁ……え、ええ……あ、ありがとう……」

「とんでもない！　こちらこそすみません……」

「いいのよ。私も不用意な発言をしたわ……オーマ様、でいいのかしら？　無礼な発言をお許しください」

　イリスさんはそう言ってオーマさんに頭を下げた。

　すると、オーマさんは鼻を鳴らす。

『フン。分かればよい。それと、様付けなど不要だ。鬱陶しい』

「……はい。分かりました。ありがとうございます」

「唯一。オーマさんに強く発言できるのはユウヤだけ」

「そうみたいね……」

「ええ？」

　そんなことないと思うが……オーマさんはちゃんと説明すればだいたい理解してくれるし。

　そんなことを考えていると、イリスさんは改めて俺に視線を向けた。

「……やっぱり、貴方あなたの家族の戦力はどうかしているわ。『邪』の心配をしている私たちがおかしく感じちゃうくらいにね……」

「ま、まあいいじゃないですか。オーマさんは『邪』との戦闘には参加しないって言ってるので……」

「……そうでしょうね。【創世竜】ともなれば、私たちの争いなんて興味ないでしょうし……でも、その【ブラック・フェンリル】のナイトちゃんは参加するの？」

「ええ。ナイトは一緒に戦ってくれますよ。まあ、まだまだ子供なので、俺と一緒で成長途中ですけど」

「いえ、たとえ成長途中とはいえ、伝説の【ブラック・フェンリル】が仲間にいるってだけでとても心強いわ。ナイトちゃん、よろしくね？」

「ワン！」

　かがんでナイトを優しく撫でるイリスさん。

　そんなイリスさんに対して、ナイトは任せて！　というように元気よく吠えた。

「ぶひ、ぶひぶひ〜！」

「ああ、アカツキちゃんも手伝ってくれるのね？」

「ふご」

　ナイトだけを撫でたことに腹を立てたアカツキが自己主張をするように鳴くと、イリスさんはアカツキも撫でる。

　ひとしきり二人を撫でたイリスさんは、立ち上がると明るい表情で告げた。

「さて、そろそろお昼ご飯を作りましょうか。食材は……この家にあるものを使ってもいいのかしら？」

「ええ、どうぞ」

　賢者さんの庭で採れたとんでも野菜を始め、ウサギ師匠との修行や個人的な探索で【大だい魔ま境きょう】内の魔物と戦って手に入れた素材など、食材に関してはたくさんあるからな。

　食材を手にしたイリスさんが早速料理を始めようとしたところで、俺は一応イリスさんが料理をする様子を見ることにした。

　……いや、信用してないってワケじゃないけど、レクシアさんみたいな前例もあるからね。

　なんせ、包丁が飛んできたからなぁ……。

　そんなことを思っていると、イリスさんは俺が用意した食材のうち、【神速ジャガイモ】を手にすると、宙に軽く放り投げた。

　そして────。




　キィィイイン。




「うお!?」

　宙に投げられたジャガイモは、一瞬にして切り刻まれ、まな板の上に静かに落ちた。

　まさか、料理に『剣けん聖せい術』を使っちゃうんですか!?　いいの!?　その技術って『邪』を倒すための力ですよねぇ!?

「────【千せん々せん一いっ刀とう】！」

「千切りではなくて!?」

　次にイリスさんが取り出したのはキャベツだったが、それも先ほどのジャガイモと同じように宙に放り投げると、一瞬にして千切りにしてしまった。ただの千切りに『聖』の技を使うのってどうかと思うんですが！

「【螺ら旋せん斬ざん】！　【無む双そう乱らん舞ぶ】！　【薄はく明めい斬ざん】！」

　かつら剝むき、乱切り、薄切り……そんな何気ない包丁さばきが、すべて『剣聖』の技で行われていく。

　そして、それと同時に俺の【邪じゃ洞どう眼がん】の効果によって、それらの技の一つ一つを俺も修得していった。

　ただ、純粋に喜ぶことはできない。

　なんせ、修行の中で身に付けるんじゃなくて、調理の一端を見ただけで修得できちゃうんだから……！
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　予想外の調理法に目を丸くしていると、俺の中にいるクロが欠伸あくびをしながら目を覚ました。

『ふぁ〜あ。修行は終わったのかよ？　……って、ああ？　なんで【剣聖】がこの家で料理してんだ？』

「い、いや、その……修行が終わった後、ちょうどお昼時だってユティが教えてくれたんだ。そしたら、親睦を深めたいからって、イリスさんが料理をしてくれることになって……」

『へえ？　あの【剣聖】が料理をねぇ……』

　クロはどこか感心した様子で、俺と同じようにイリスさんの調理風景に意識を向けるが……。

『……なあ、ユウヤ。オレの眼めがおかしくなったのか？　【剣聖】のヤツ、料理に『聖』の技使ってね？』

「……見間違いじゃなくて、本当に使ってるんだよ」

『あの【聖】の中でも最強って言われる【剣聖】の技が、料理に……【邪】の立場からすると、複雑な気分だぜ……』

　だろうなぁ……。

　今でこそ俺の中で一緒に過ごすようになったクロだが、元々は『邪』の力の一部だったのだ。『剣聖』の技が料理に使われているのは、何とも言えない気持ちになるのだろう。

　俺とクロがそんな話をしている間にもイリスさんの調理は進んでいき、次々と食材を投げては一瞬にして切り刻んでいく。

　ただ、適当に切っているワケではない。ちゃんと一つ一つの食材のサイズが決まった状態で切られていた。

「仕込みはこんなもので……って言うか、どの食材も何だかとんでもない気配が漂っているし、調味料も最高品質のモノしかないじゃない!?　どうなってるのよ……」

　台所に置いてある調味料を見て、イリスさんは驚きょう愕がくしていた。ま、まあ、調味料に関してはどれも地球産のモノを置いてるからなぁ。一応、地球のことが分からないように、こっちの世界のガラス瓶に移し替えてはいるけどね。

　食材の下準備が終わった後は、台所にあったフライパンなどを使った調理が始まり、ついにお昼ご飯が完成した。

　イリスさんの料理の腕は、俺が心配するようなことは一切なく、初めに『剣聖術』を使ったことに驚きはしたものの、普段から料理し慣れているんだなと感じられた。

「さ、できたわ」

『フン。どれほどのものか、確かめてやろうではないか』

「首肯。お手並み拝見」

　なんでオーマさんとユティは上から目線なのか……。

　思わず二人の様子に呆あきれながら、イリスさんの料理をテーブルまで運ぶ手伝いをする。

「手伝いますよ」

「あ、ありがと────って、こ、ここ、これって、まるで新婚夫婦みたいじゃない……!?」

「え？」

「な、何でもないわ！　さあ、早く食べましょう！」

　急にテンションが上がったイリスさんに対して首を捻ひねりながらも、それぞれが席に着いた。

「それじゃあ……いただきます」

　早速イリスさんの料理を口に運ぶが、その味に驚く。

「ん！　とても美味おいしいです！」

「そ、そう？　人に振る舞うのは初めてだったけれど……よかったわ」

　なんと、イリスさんの手料理を食べたのは、俺たちが初めてだったようだ。

　イリスさんが俺の言葉に微かすかに頰を赤く染めていると、先ほどまで上から目線だったオーマさんはガツガツと料理に食らいついていた。

「オーマさんもイリスさんの料理は口に合ったみたいですね」

『うっ……ま、まあまあだな！』

　なんでそこで素直に美味しいと言えないんだろうか……。どこからどう見てもイリスさんの料理が気に入ったようにしか見えないのに。

　すると、同じく上から目線だったユティが、悔しそうに顔を歪ゆがめ、料理を口にしていた。

「敗北。『剣聖』の料理、美味……」

「いや、何の勝負をしていたんだよ……」

　オーマさんとユティの言動に思わず苦笑いを浮かべてしまう。

　ちなみにナイトとアカツキは、最初から特に文句を言うこともなく、美味しそうにイリスさんの料理を食べていた。この二人は素直で可か愛わいいなぁ。

　俺たちの様子をどこか嬉うれしそうに見つめていたイリスさんは、ふと口を開いた。

「そうだわ。これからもユウヤ君には、師匠のひとりとして色々なことを教えていくわけだし……私との修行の時は、毎回私がお昼ご飯を作ってあげるわ」

「え!?」

「何だったら、掃除や洗濯もしてあげるわよ？」

「いやいやいや！　そんなこと頼めませんよ！　ただでさえ、弟子としてお世話になっているんですし……」

「だからこそよ。私がユウヤ君の代わりに家事を済ませちゃえば、その時間もユウヤ君は修行に使えるでしょう？」

「い、いや、そうかもしれないですけど……！」

「大丈夫よ。お姉さんに任せなさい！　ユウヤ君は安心して修行だけに取り組めばいいんだから！」

　どうしよう、イリスさんの甘やかしっぷりがすさまじい……！

　イリスさんと一緒に修行するようになって分かったのだが、イリスさんは予想以上に俺のことを甘やかしてくれるのだ。

　もちろん、修行は厳しいが、ウサギ師匠みたいに滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにしごかれるわけじゃなく、何度も休憩を提案してくれたり、何かと身の回りの世話を焼こうとしてくれるのだ。

　それはとても助かるが、あまりにも甘やかされすぎるとダメ人間になってしまうぞ……。

　イリスさんの言葉に困惑していると、当のイリスさんはどこか陶酔した様子で呆ほうけていた。

「ああ……私の努力が報われているわ……！　このまま……け、けけ、結婚まで行けちゃうんじゃ……!?」

　時々どこか遠くの世界へと旅立つイリスさんを眺めながら、俺はどう説得するべきか頭を悩ませるのだった。
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「そんなわけで、ユウヤ君、マッサージさせてもらうわね」

「何がそんなわけなんですかね？」

　食事を終えた後、イリスさんはすごくいい笑顔でいきなりそう口にした。

　すると、イリスさんは不思議そうに首を傾かしげる。

「何かおかしいかしら？」

「えっと……どういう経緯でそんな発想に？」

「あら、簡単なことよ。私はユウヤ君の師匠なんだし、弟子の体をケアするのも師匠の立派な仕事の一つよ？　だから、私が疲れたユウヤ君の体をしっかりとほぐしてあげるの」

「ええ!?　で、でも、俺ってウサギ師匠にそんなことされたことないですよ？」

「まあウサギはしないでしょうねぇ。でも、よそはよそ、ウチはウチよ！　だから、私に任せてちょうだい！」

　そのまま流れるように押し切られた俺は、イリスさんのマッサージを受けることになった。

　ただ……。

「？　何してるの？　服、脱いでね」

「服を脱ぐ!?　何故なぜ!?」

「もちろん、これを使うからよ？」

　そう言ってイリスさんが見せてくれたのは、透明なビンに入った、オレンジ色のドロッとした液体だった。

「そ、それは？」

「これは私が独自に配合したオイルよ。これを使うと、効果的に筋肉を癒やすことができるの。そこに私の『聖』の力を流し込むことによって、さらに効率よく体をケアできるのよ。だからほら、脱いで！」

「う、うぅ……は、はい……」

　幸いにも、この間佳織たちと海に行ったおかげで水着を持っていた俺は、その水着に着替える。

　そして、準備が終わったイリスさんは、俺の方に振り返った。

「さあ、準備ができ、た……わ……」

「？　い、イリスさん？」

　何故か俺の姿を見て固まるイリスさん。

　すると、徐々にイリスさんの顔が赤くなり、俺の方から勢いよく顔をそむけた。

「ちょ、ちょっと待って！　よくよく考えてみれば、は、裸の男の人に触るなんて……は、初めてじゃない!?　どどどどどうしましょう!?」

「い、イリスさん？」

「はっ!?　ご、ごめんなさいね。そ、それじゃあ……そこに寝てもらえるかしら？」

　俺は促されるままにベッドの上にうつ伏せに寝転がる。

　すると、そんな俺の背中にオイルが垂らされた。うっ……ちょっと冷たい……。

　オイルの冷たさに一瞬体が驚くも、そこにイリスさんの手が加わった。

「っ！」

　最初はオイルの感触や、人に体を触られるということで、とてもくすぐったくて恥ずかしかったのだが……イリスさんのマッサージはとても気持ちよかった。

　何て言うか……イリスさんの言う通り、修行で酷使した筋肉を揉もみ解ほぐして、癒やしてくれているのが実感できるのだ。

　もちろん、体に傷はないが、イリスさんが『聖』の力を使ってマッサージしてくれることで、体にたまっていた疲労などが消え、体の芯から癒やされていくのを感じる。

　これは……病みつきになりそうだ……というより、何だか眠くなってきたぞ……。

　あまりの気持ちよさについウトウトし始めた俺の目の前に、突然メッセージが出現した。




『スキル【聖せい魂こん】を獲得しました』




　ええ……？　せ、聖魂？

　何故いきなりこんなスキルを獲得できたのか、そもそも効果は何なのか。

　いつもならその場ですぐに確認するのだが、今の俺はあまりにも眠くてそれどころではない。

　最初こそその眠気に抗あらがっていたものの、結局眠気には勝てず、手に入れたスキルを確認することなく、俺は眠りに落ちてしまったのだった。




　　　　＊＊＊




「……」

　マッサージによって優夜が寝てしまった時、イリスの脳内は大変なことになっていた。

「（待って待って待って待って待って！　わ、私、今……お、男の人の、は、肌に、触れちゃってる!?）」

　荒ぶる内心を必死に静めながら、マッサージを続けるイリス。

　イリスがこのマッサージを施術したのは、師匠である先代の『剣けん聖せい』だけだった。

　そのため、初めて男性にマッサージを行ったイリスは、混乱していた。

　というのも、今まで異性との交際経験もなく、身近な男性と言えば父親くらいだったイリスは、男性とここまで接近し、ましてや肌に触れるだなんて機会がまったくなかったのだ。

　だが、焦あせっているのはイリスだけではなかった。

『ぐあああああ！　や、止やめろ……！　お、おい、ユウヤ！　起きろ！　起きてこの女を止めてくれえええええええ！』

　イリスがマッサージを続ける中で、優夜の中にいたクロが絶叫していた。

　というのも、イリスが行っているマッサージには『聖』の力が使用されており、それを優夜の体に流し込むことで、オイルの効果と相まって優夜の体を癒やしていたのだ。

　だからこそ、元々『聖』の敵である『邪じゃ』のクロにとって、このマッサージは拷問でしかなかった。

『おい、【剣聖】！　今すぐその手を止めろ！　じゃねぇと……オレが消えちまうッ！』

「（う、うわぁ……や、やっぱり男の人って……と、とても逞たくましいのね……）」

『だ、ダメだ、完全に目がイッてやがる……！』

　クロの叫びはイリスには届かない。

　というより、もとよりクロの声は優夜にしか届かないので、無駄な抵抗であるとも言えた。

「（って言うより、ユウヤ君、寝てる……よね？　こうしてみると、本当に綺き麗れいな顔……）」

　いつも以上にじっくりと優夜の顔を眺めることができたイリスは、自然とその顔に引き寄せられていった。

「（よく考えると、この子はクアロの攻撃から私を助けてくれたのよね……男の人に助けてもらうだなんて、今までは考えられなかったわ……）」

　クアロが襲撃してきた際、優夜に抱き留められて助けてもらったことを思い出し、イリスは再び顔を赤くする。

　どう見てもマッサージに集中しているようには見えないイリスの表情だったが、その手は少しの迷いもなく的確に優夜の体をケアしていた。

『チクショウ！　この女、全然集中してるように見えねぇのに、しっかりと【聖】の力を流し込んできやがる……！　こんなところで【剣聖】としての実力を見せつけんじゃねぇよ！』

　クロの叫びはもっともであった。

　この光景やイリスが料理する姿をウサギが見ていたのなら、クロと同じように呆あきれていたことだろう。

　イリスは『剣聖』としての力を普段の生活の中で使いまくっているのだから。

　だが、どんな状況でも『剣聖』としての力を有効活用できるイリスだからこそ、『聖』の中で最強と呼ばれているのかもしれない。

　そんな中、不意にイリスの視界に優夜の唇が入った。

『……おい？　【剣聖】？　何を考えてやがる？　目がどんどん怖くなってるぞ……!?』

「（……はっ!?　だ、ダメよ、イリス！　ユウヤ君は一回り近くも年下なのよ!?　そんな相手に……しかも、無意識のうちにだなんて……！）」

　あれこれ考えるイリスだが、視線は優夜の唇に固定されたまま。そして自然と唾を飲み込んだ。

『あ、コイツ、まさか……！　ユウヤにキスするつもりか!?』

「（……ほ、ほんの少し……ほんの少しだけなら……）」

　クロはここに来てようやくイリスが優夜に何をしようとしているのか理解した。

　慌てるクロをよそに、イリスは顔を真っ赤にしながら、徐々に優夜に顔を近づける。

『お、おい！　ユウヤ！　早く起きやがれ！　じゃねぇと……この女にキスされんぞ！』

　クロは何度も優夜に声をかけるが、優夜は中々目を覚まそうとしない。

　そして────。

「ん……？」

「〜〜〜〜!?」

　まさにイリスの唇が優夜の唇に触れる寸前、優夜はようやく目を覚ました。

　その気配を瞬時に察知したイリスは、『剣聖』としての身体能力を十全に発揮し、目にも止まらぬ速さで優夜の顔から距離をとった。

　何が起きていたのか全く知らない優夜は、寝ぼけ眼をこする。

「あ……す、すみません……つい、気持ちよくて寝ちゃってました……」

　申し訳なさそうな表情でそう告げる優夜に対して、イリスは全力で首を振った。

「い、いいのよ！　き、気にしないで！　修行で疲れてたんだもの！　仕方ないわ！」

「あ、ありがとうございます。……えっと、何かありました？」

「へあ!?」

　優夜の問いかけについ変な声を上げてしまうイリス。

　だが、イリスは必死に取り繕いながら、優夜に答えた。

「な、何もなかったわ！　ええ、何も！」

「そ、そうですか？　それならいいんですけど……」

　どこか不思議そうな表情で首を捻ひねる優夜に対し、クロはようやく『聖』の力が優夜の体に流し込まれないことに安あん堵どしながらも、悪態を吐ついた。

『何が何もなかっただ！　散々オレを苦しめた挙句、ユウヤにも変なちょっかいかけようとしやがって！』

「え？　変なちょっかい？」

「ギクゥ！」

　何故かクロが不機嫌そうな様子であることに疑問を抱きながらも、優夜はついクロの言葉を復唱してしまう。すると、それを耳にしたイリスが固まった。

「なななな何を言ってるのかしら!?　私はちゃんとユウヤ君の体の調子を整えていただけよ!?　それ以上のことは……何も……何もして、ないわ……！」

　優夜はイリスの様子に若干の違和感を覚えながらも、処置が終わっていることに気付き、ぐっと伸びをする。

「んー……！　っはあ！　すごいですね！　体がとても軽くなりました！」

「そ、そう？　それならよかったわ」

「はい！　ありがとうございます！」

「うっ……！」

　何も知らない優夜の無邪気な笑顔を前に、イリスはつい顔をそむけた。

　しかし、イリスはここで終わるつもりはなかった。

「そ、それで、これからの修行なんだけど……」

「はい」

「修行が終わるたびに、毎回私がマッサージをしてあげるから、そのつもりでいてね？」

『げえっ!?』

「え!?　こ、今回だけじゃないんですか!?」

　イリスの言葉につい驚きの声を上げる優夜と、心の底から嫌そうな声を上げるクロ。

　しかし、クロの声は当然イリスには届かないので、イリスは気にする様子もなく続けた。

「当たり前でしょう？　修行を終えるたびに体のケアをしないと意味がないのよ。べ、別に嫌だったわけじゃないんでしょう？」

「そ、それはまあ……」

『おい、ユウヤ！　オレは嫌だぞ！　お前が寝てる間、オレは死にかけたんだからな!?』

「ええ？　なんで？」

『【聖】の力をお前に流し込まれたからに決まってんだろうが！　オレは【邪】だぞ!?　【聖】の力は俺にとって猛毒なんだ！』

「あ、そういえばそうだった……」

『そういえば!?』

　あまりにもアッサリとした優夜の回答に、クロは言葉を失った。

「でも、俺としては体の調子がいいのも事実だしなぁ……」

『ぐ……た、確かに、マッサージを受けている間は苦痛でしかなかったが……今は前よりも居心地がいいな……』

「そうなの？」

　優夜には分からなかったが、優夜の中で暮らしていると言っても過言ではないクロにとって、優夜の体の調子はそのまま住み心地にも直結していた。

　なので、優夜が健康であればあるほど、クロにとっても非常に過ごしやすい環境になるのだ。

　それが分かっているからこそ、クロは優夜の言葉に強く反論できなかった。

　短い時間だけ苦痛に耐えることで、優夜の中で快適に過ごせると考えたクロは、それ以上何も言わなかった。

　ついクロと話し込んでしまった優夜に対して、イリスが首を傾かしげる。

「どうかした？」

「あ、何でもないです！」

「そう？　まあとにかく！　これからもマッサージは続けていく予定だから、そのつもりでよろしくね？」

「は、はい。それじゃあ……よろしくお願いします」

　イリスは優夜とのマッサージの約束を取り付け、内心ガッツポーズを決めた。

　合法的に優夜の体に触れる機会を手に入れたわけだが……これは、この歳としまで異性との運に恵まれず、婚期を逃したイリスの執念の結果だった。

　────こうして、優夜の厳しくも甘々な修行生活は続いていくのだった。











第二章　夏祭り









　────とある高級レストラン。

　そこは著名人や様々な企業の社長、そして政治家が訪れるような、普通の人では中々入ることのできない名店で、そんな場所で美み羽うはどこか居心地悪そうに食事をしていた。

「────美羽。今日の話の内容は分かっているな？」

「……はい」

　モデルとして活動している美羽の向かいには、どこか美羽の面影を感じさせる非常に顔立ちの整った中年男性が、厳格な表情で食事をしていた。

　美羽の目の前にいるこの男性こそが美羽の父親であり、美羽が緊張している原因でもあった。

「ならば話は早い。お前に縁談がきている。相手は海外で大型カジノを始めとした多くの娯楽施設を経営している青年だ。最近はその経営で得た資金を元に、新たな事業を始めようとしているそうだ。詳しく話を聞いてみたところ、非常に将来性が感じられる。我が家に相応ふさわしい青年だろう」

「……」

　我が家ではなく、貴方あなたにとって相応しいのだろう。

　美羽は口に出さないものの、父親の言葉にそう感じていた。

　美羽の父親は日本有数の大企業の社長であり、実は美羽は社長令嬢だったのだ。

　だが、父親の考えについていけなかった美羽は、父の会社に入るのではなく、芸能界へと飛び込み、今では超有名モデルとして活躍するまでになったのだ。

　だから……。

「……ごめんなさい。私はまだモデルを────」

「まさか、くだらない芸能活動のために、この話を断ると言うんじゃないだろうな？」

「っ！」

　父親の鋭い眼光に射抜かれ、美羽は体を強こわ張ばらせる。

　本当は今すぐにでもモデルの仕事をくだらないと言ったことを謝らせたかった。

　しかし、長年染しみついた反射的な体の反応は抑えることができず、美羽はただ黙ることしかできない。

　そんな美羽に対し、美羽の父親は出来の悪い娘に言い聞かせるように語った。

「美羽。私がお前の芸能活動を認めたのは、我が社のイメージアップに繫つながると考えているからだ。だが、それとは別に、我が社がより大きくなるための機会があれば、お前はそれに協力するとも約束したはずだ」

「それはッ！」

「まさか、忘れたとは言わないだろうな？」

　再び鋭い目で見られた美羽は、また口を噤つぐんでしまう。

「いいか、これはお前のためでもある。モデルだか何だか知らないが、芸能界なんていう不安定で先の見えない業界ではなく、私の下で働けばお前の将来は安泰なんだ。何故なぜそれが分からん」

「……お父さんこそ、私がどんな気持ちでモデルをやってるかなんて知らないでしょう」

「知らない。それに、興味もない」

「ッ！」

「お前がなんと言おうと、今回の縁談は話を進めるつもりだ」

「……」

　美羽は父親の言葉を受け、悔しそうに顔を俯うつむかせた。

　その様子に、父親は呆あきれた様子でため息を吐く。

「まったく……何が不満だと言うのか……私の紹介する相手と結婚すれば、お前の将来は安泰だと言うのに……」

「……私は、そんなものを求めていません……」

「────美羽。あまり私を失望させないでくれ」

「ッ！」

　どこまでも冷たい父の声音に、美羽は体を強張らせる。

「お前には御み堂どう家の人間としての自覚が足りない。我々御堂家の発展のため、そしてお前の将来のためにも、この縁談は非常に重要なのだ」

「……たとえそうだとしても、私は……」

　絞り出すように微かすかな声でそう告げる美羽だったが、そこで一つの妙案を思いつく。

「な、なら……私がお父さんをもっと安心させられるような男性を連れてくれば、その縁談を取り止めてくれるんですね？」

「お前が？」

「は、はい！」

　美羽は真剣な表情で父親を見つめる。

　だが、父親の表情はどこまでも冷たく、それが無理だと分かっているかのようだった。

「何度も言うが、この縁談はお前の将来のためのものであり、御堂家の発展に大きく影響するものだ。だが、逆に言えばお前が同じだけの……いや、それ以上の相手を連れてくることができるのであれば、私も文句はない」

「それじゃあ……！」

「まあ、無理だろうがな。お前の交友関係はある程度把握している。その中で、個人的に親しくなった男性は今までで一人もいないだろう？　いきなりそんな条件を満たせる相手を連れてこられるとは全く思っていない」

　父親はそれだけ言うと、食事を再開した。

　それはまるで、これ以上言うことはないと言わんばかりの態度であり、美羽もまた、それ以上何かを言葉にすることができなかった。
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　イリスさんとの修行にも慣れてきた頃、ここのところずっと修行ずくめだったこともあり、ウサギ師匠とイリスさんから、今日の修行は休みだと告げられていた。

　とはいえ、今日も修行する気満々だったので、急な休日に戸惑ってしまう。

　どうしよう……夏休みの宿題とかは佳か織おりたちと遊ぶために早めに終わらせてるし、修行が休みなんだから、体を休めるために自主的な修行もやめた方がいいだろう。

　しばらく唸うなっていた俺だが、ふと思いついた。

「そうだ！　せっかく休みになったんだし、久しぶりに地球で散歩でもするか！」

「わふ」

「ふご〜」

　俺の言葉にナイトとアカツキは元気よく鳴く。

　すると、部屋で寝そべっていたオーマさんが片目を開いた。

『出かけるのか？』

「うん」

『そうか。まあ、大惨事が起こるとは思わないが、気をつけろ』

「え？」

『以前、このチキュウとやらでも【邪じゃ】の気配を感じたからな。こうしてあの扉を通して世界が繫がっているのだ。何が起きても不思議ではない』

　俺が佳織の別荘に遊びに行った際、肝試しをした先で【邪じゃ獣じゅう】に出会ったのだが、オーマさんはその気配をこの家にいながら感じ取っていたらしい。相変わらずすごいなぁ……。

「ユティはどうする？」

「待機。家にいる。まだ宿題が終わってない」

「そ、そうか」

　テーブルの上に広げられた夏休みの宿題を前に、頭を捻ひねっているユティを見て、俺は苦笑いを浮かべた。

　ユティは中学校の勉強だけでなく、小学校の勉強もしないと授業についていけないので、人より多く勉強する必要があるのだ。大変だろうけど、ユティが困ってたり勉強で分からないことがあればいつでも教えていたりする。

　ユティとオーマさんに留守を任せ、俺たちは散歩に出かけた。

「こうして散歩するのも久しぶりだよなぁ」

「わふ」

「フゴ」

　ナイトには首輪とリードが付けられているが、実はアカツキには首輪もリードも付いていない。

　何故かといえば、アカツキが嫌がったからだ。まあアカツキはマイペースで危ないことはしないし、言うこともちゃんと聞くので、今のところそのままにしている。

「ん？」

　散歩コースをのんびり歩いていると、町内掲示板が目に入った。

　そこには、明日の夜に開催される夏祭りの広告が貼り出されている。

「夏祭りかぁ……佳織たちの別荘から帰る時、皆みんなと行く話はしたけど、どうするんだろう？」

　残念ながら、俺はスマホを持っていないので、皆と連絡を取る手段がない。

　……いい加減、家の家電やら何やらを買い替えたりするべきだよなぁ。スマホは……親がいないと契約できなかったりするんだろうか？　だとすると、遠慮したいんだけど……。

　せっかくの休みだというのに、つい嫌なことを思い出して気落ちしていると、不意にナイトが吠ほえた。

「わん！」

「ん？　どうした？」

　ナイトがある方向を見つめているのに気付いた俺が、同じ方に視線を向けると、散歩コースの川原の土手で、物もの憂うげに川を見つめて座っている美羽さんがいた。

　何だか思い詰めてるようにも見えるけど……何かあったんだろうか？

　幸い周囲に人の姿はあまりなく、美羽さんのことに気付いている人もいなさそうなので、俺は声をかけてみた。

「美羽さん？」

「え……？　あ、優ゆう夜やさん!?」

　美羽さんは俺の姿を認識すると、驚いた様子で声を上げた。

「お久しぶりですね」

「はい！　あ……以前は私の事務所の社長が無理を言ってしまい、すみませんでした……」

「い、いえ！　気にしないでください。うちの学校の良い宣伝にもなったと思うので……」

　そう、美羽さんの所属している事務所の社長さんからのお願いで、先日、王おう星せい学園の球技大会の取材が行われたのだ。

「どうしたんですか？　何だか思い詰めてるみたいでしたけど……」

「あ、あはは……すみません、お恥ずかしいところを見せました」

「そんな！　何かあったんですか？」

「いえ、大したことは……」

　そこまで言いかけた美羽さんだったが、一度首を振ると改めて川を見つめる。

「……そう、ですね。優夜さんの言う通り、困ってました……」

「あ……そ、その、今さらですけど、話したくなければ無理に話さなくても大丈夫ですよ？」

「フフフ。確かに今さらですね。でも、大丈夫です。少し、聴いてもらえますか？」

「は、はい」

　俺はゆっくりと美羽さんの隣に腰を下ろすと、美羽さんは川を見つめたままぽつりぽつりと話し始めた。

「実は……モデルの仕事、続けられなくなりそうなんです」

「え!?」

　まさかの言葉に、俺は目を見開いた。

　なんせ、美羽さんは超人気モデル。数多くの雑誌の表紙を飾り、さらには街中の広告などでも美羽さんの姿を見ない日はないほどなのだ。

　何より、こう言ってはあれだが、美羽さんの所属している事務所の社長さんが、大人気モデルである美羽さんをそう簡単に手放すとは思えない。

　何か仕事でトラブルでもあったんだろうか？

　そんな俺の疑問に答えるように、美羽さんは続ける。

「もちろん、私が望んでいるわけじゃないんです。ただ、実家の意向で、続けられそうにないってことで……」

「実家……」

　美羽さんの言葉に、再び俺の両親の顔が脳裏を過よぎったが、すぐに頭を振ってその考えを消す。

「私は、モデルの仕事が好きです。辞めたくありません。でも、親との軋あつ轢れきがあったまま、続けられるような世界でもないんです」

　あまり芸能界に詳しくないから何とも言えないが、美羽さんが抱えている問題はかなりデリケートなものなんだろう。

　それに、美羽さんのご両親には会ったこともないから何とも言えないし、よその家庭事情に首を突っ込むことなんてできない。

　思い悩んでいる美羽さんに何も言葉をかけることができず、歯痒がゆく思っていると、美羽さんは少しスッキリした様子で笑った。

「……すみません、無関係な優夜さんにこんなことを話してしまって……」

「そんな！　俺は別に……」

「いいえ。私は、自分の仕事が好きだ、誇れるものだってことを、誰かに聞いてほしくて……父には……否定されてしまいましたから」

　そう言って悲しそうに笑う美羽さんに、俺は言葉が詰まった。

　ふと美羽さんは立ち上がると、思いっきり背伸びをする。

「ん〜！　久しぶりに散歩をしましたけど、こうして優夜さんとも会えましたし、何より話を聞いてもらえましたから。やっぱりお散歩はいいですね。最近ちょっと落ち込んじゃってて……」

　さっきまでの雰囲気を隠すように明るく振る舞う美羽さんを見て、俺は自然と口が動いていた。

「美羽さん」

「はい？」

「明日、お時間ありますか？」

「え？　あ、明日ですか？　明日は特に仕事もないので、時間はありますけど……」

「でしたら、明日、この近くで夏祭りがあるみたいなんですけど、一緒に行きませんか？　少しは気が紛れるかもしれませんし……」

「へ!?　そ、そそそ、それって……で、で、デート、だったり……」

　後半言葉が小さくなって聞き取れなかったが、俺は続けた。

「もちろん、俺なんかと一緒で問題なければ、ですけど……」

「そ、そんな！　大丈夫です！　問題なんてありません！」

　予想以上に興奮した様子でそう詰め寄る美羽さんに、俺は一瞬気け圧おされるも、ひとまず安あん堵どのため息を吐ついた。

「よかった……なら、明日の18時、ここで待ち合わせしましょう」

「は、はい！」

　こうして俺は、明日の夏祭りに美羽さんと一緒に行くことになったのだった。
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「……いや、迂う闊かつすぎじゃないか？　俺……」

　翌日。

　美羽さんとの約束に遅れないように早めに準備を始めた俺だったが、改めて美羽さんを誘ったことに対して迂闊だったなと感じていた。

　今から行くお祭りは、街全体で行われるような大規模なものではないが、それでもそこそこの規模であることに変わりはなく、そんな場所に超有名人である美羽さんが現れれば、どうなるのかなんて考えるまでもない。

　何より一番の問題は、俺が美羽さんとあまりに釣り合ってないことだろう。むしろ釣り合ってなさ過ぎて笑えてしまう。大丈夫か？　俺……。

「うわああああ……何だか急に不安になってきた……」

「わふぅ……」

　頭を抱える俺に対し、ナイトが心配そうに鳴きながら、片足を俺の足に乗せ、慰めてくれた。ありがとう、ナイト。

　でも、俺は少しでも美羽さんに元気になってほしかったのだ。

　そう思ったら、俺の口は自然に動いていたわけで……。

　でも、いざ冷静になって考えると、元気づけるって言っても、俺なんかとお祭りに行って元気が出るかもなんておこがましいにもほどがある。何故なぜあの時そのことに気付かなかったかなぁ、俺。

「って、もう時間だ！」

　あれこれ考えていると、もう約束の時間が迫っており、俺は慌てて家を出た。

　今日はナイトとアカツキもお留守番だ。オーマさんは言わずもがなだが、ユティもまだ宿題が終わっていないということで、そちらに専念するそうだ。宿題も大事だけど、友達と遊びに行ってもいいと思うんだけどなぁ。

　夏祭りなので、道行く人の多くが浴衣ゆかたを着ているが、俺は普通の格好だった。

　さすがに浴衣とかは持っていないので仕方ないが、美羽さんの隣を歩くのに恥ずかしくないように、なるべくちゃんとした服を選んで着ている……つもりだ。

　約束の場所に近づくと、段々と人通りが多くなってくる。

　そして、何だか周囲の人が少しざわついているのを感じた。

　そう、美羽さんが待ち合わせ場所で静かに立っていたのだ。

　────浴衣姿で。

　思わず俺も呆ほうけていると、美羽さんは俺の姿に気付き、笑みを浮かべた。

「あ、優夜さん！」

「え、あ、はい！」

　ついつい体を強こわ張ばらせながらそう返事をすると、美羽さんは不思議そうな表情を浮かべながらこちらに歩いてきた。

「？　どうかしましたか？」

「い、いえ！　その……まさか浴衣姿だとは思わなくて……」

「ああ……そ、その、変じゃ……ない、ですか？」

「変!?　そんなわけないじゃないですか！　すごく似合ってますよ！」

「そ、そうですか！　ただ、その……少し、近い、です……」

「へ？　あ、ああああ！　す、すみません！」

　美羽さんが自身の浴衣姿が変じゃないかなんておかしなことを訊きいてくるもんだから、つい必要以上に近づいてしまった……。本当に迂闊にもほどがある。

「い、いえ、嫌と言うわけじゃなくて……ただ、少し恥ずかしかったので……」

「……」

　モデルの仕事の時は密着した状態での撮影も難なくこなしていたのに、今の美羽さんは頰を赤く染めていて、俺は何ともむず痒がゆい気持ちになった。は、恥ずかしいぞ、これ……！

　お互いに気まずい空気になっていると、周囲のざわつきが大きくなってきたことに気付いた。

「お、おい、あれ……」

「あ、ああ。モデルの美羽ちゃん……だよな？」

「浴衣姿だし、仕事じゃなくてプライベートで誰かを待ってるんだとは思っていたけど……」

「とんでもねぇイケメンが出てきたな……」
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「美羽ちゃんって、別にアイドルってワケじゃないし、恋愛禁止の事務所に所属しているわけでもないんだよな？　ならいいんじゃね？」

「頭では分かってても、感情が追い付かないぜ……。ただ、あの初うい々ういしさ……お互いにまだ手すら繫つないだことないんじゃねぇか？」

「「「中学生かよ!?」」」

　いかん、予想以上に目立ってしまっている！

「美羽さん！　ひとまず、ここから移動しましょう！」

「そ、そうですね！」

　俺たちは居心地の悪さを感じながらも、早速お祭りの会場まで移動した。

「うわぁ！　すごいですね！」

　お祭りの会場に着くと、美羽さんは目を輝かせる。

　今日のお祭りは、川沿いに多くの屋台が出ており、19時頃には花火が始まる予定らしい。

　すると、ふと美羽さんは少し寂しそうに笑った。

「……私、モデルの仕事を始める前から、こんな風にお祭りに来る機会なんてなかったんです。だから、こうしてお祭りを楽しめるなんて……何だか不思議な気分です」

「……俺も、実はお祭りに来たの、初めてなんですよね」

「そうなんですか？　優夜さんであれば、彼女さんとかと一緒に来たりとか……」

「いやいやいや、彼女なんていませんよ」

　美羽さんの言葉に俺はつい苦笑いを浮かべる。俺に彼女なんて……あり得なさすぎる。

　それに、俺は親ともお祭りに来た記憶がないのだ。じいちゃんも世界中を飛び回ってたし、よくよく考えればじいちゃんとも、こうして普通の行事に参加したことなかったなぁ。もうどうすることもできないけど、じいちゃんが生きているときにもっと一緒に出掛ければよかったな……。

　つい寂しい気持ちになっていると、美羽さんは何か考えている様子で俯うつむいていた。

「そっか……優夜さん、彼女さんいないんですね……」

「え？」

「あ、いえ！　何でもないです！」

　美羽さんがそう言うのなら、何でもないのだろう。

　お互いに初めてのお祭りにワクワクしていると、再び周囲がざわついていることに気付く。

「ね、ねえ、あれ……！」

「ウソ、美羽ちゃん!?」

「それよりも、あの一緒にいる人って……前に話題になってた男性モデルの人だよね!?」

「……何だかまた注目されちゃってますね？」

「そ、そうですね。とりあえず、気にせずに俺たちは楽しみましょうか？」

「はい！」

　周囲の視線は気になるが、気にしすぎても何もできないので、俺たちはそのままお祭りを楽しむことにした。

「うわぁ……本当に色々な屋台があるんですね！」

「そうですね。あ、何か食べます？　ちょうどかき氷屋がありますけど……」

「食べましょう！」

　早速目に入ったかき氷屋さんに並び、注文する。

「かき氷なんて久しぶりに食べました」

「こういう機会でもないと食べられないですもんね」

　そして、俺たちは少し屋台から離れた場所で、買ったかき氷を食べながら、少し休憩していた。

「優夜さんはブルーハワイ味でしたっけ？」

「はい。美羽さんは、イチゴ味ですよね」

「はい！　……そういえば、かき氷のシロップって実は味は同じらしいですよ？」

「え、それ本当ですか!?」

「どうやらベースになっている味は同じらしいんですけど、香りや色が変わるだけで違う味に感じちゃうんですって」

「えー？」

　それが本当なら、脳（？）の錯覚というやつなのだろうか。人間って不思議だ。

　思わず手にしているかき氷をまじまじと見つめていると、美羽さんはクスッと笑った。

「せっかく二つの味があるんですし、試してみませんか？」

「え？」

「はい、あーん」

「!?」

　俺は唐突な美羽さんの行動に体を強張らせた。

「み、みみ、美羽さん!?」

「ほら、早く食べないと溶けちゃいますよ？」

「え、あ、はい！」

　溶けると言われ、俺はほぼ反射的に美羽さんの差し出したスプーン型のストローに口をつけてしまった。

　すると、美羽さんは楽しそうに訊いてくる。

「どうです？　同じ味に感じます？」

「…………全然味が分かりません」

「ええー？」

　俺の答えに美羽さんは不満そうに口を尖とがらせた。

　いや、緊張しすぎて味を確かめる余裕なんてないんですって！　俺だけ!?　俺が気にしすぎなのか!?

「私も試してみていいですか？」

「え？」

　悶もん々もんとする俺をよそに、美羽さんは俺が掬すくっていたかき氷をそのまま口に入れた。

「み、美羽さん!?」

「ん〜……」

　そして、しばらく味わうように口を動かしていた美羽さんだったが、小さく舌を出す。

「……すみません、私もよく分かりませんでした」

　そう言う美羽さんの頰は、小さく出された舌のように赤く染まっているのだった。
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　休憩も終わり、再びお祭りを巡り始めた俺たち。かき氷の食べさせあいは俺だけでなく、やはり美羽さんも恥ずかしかったようで、少しの間ぎこちない雰囲気が続いた。

　だが、その緊張も次第になくなっていき……。

「あ、射的！」

　美羽さんが屋台の射的を見つけ、駆け寄った。

　そこには駄菓子を始め、エアガンや人形といった、様々な景品が置かれている。

「あ、あのぬいぐるみ可か愛わいいですね！」

　美羽さんの指し示した場所には、超巨大な猫のぬいぐるみがどーんと置かれていた。

　すると、屋台の店主らしき男性が近づいてくる。

「お、別べっ嬪ぴんな姉ちゃん。あれを狙うなんて中々チャレンジャーだねぇ」

「あれも景品なんですか？」

「もちろん。ここに置いてあるのは全部、落とせばもらえる景品さ。どうだい？　やってみるかい？」

「はい！」

　美羽さんは楽しそうに返事をすると、お金を払い、射的をすることに。

　だが……。

「あ、あれ？」

　美羽さんが欲しいと言ったぬいぐるみは、さすがに的が大きいので外れることこそないが、どれだけ弾が当たってもびくともしない。

　まあそれはそうだろう。大きいということはそれだけ重さもあるわけで、射的用の玩具の銃とコルクの弾ではとても落とすことは難しい。

　結局美羽さんは全弾をぬいぐるみをゲットするために使ったものの、ぬいぐるみは全く動くことなく終わってしまった。

「ああ……」

「残念だったね〜。ま、また気が向いたらやってくれよ」

「やっぱり難しいですね」

　苦笑いしながら俺のもとに戻ってくる美羽さん。

　……今日は、美羽さんに楽しんでもらうために誘ったんだ。

　だから……。

「美羽さん、少し待っててください」

「え？」

「おじさん、俺にも一回やらせてください」

「お、今度は彼氏君が挑戦かい？」

「い、いや、彼氏ってわけでは……」

　おじさんのからかいに、俺も美羽さんもついつい先ほどのかき氷のことを思い出して顔を赤くしてしまったが、気を取り直した俺は、お金を払って弾を受け取ると、狙いのぬいぐるみに一番近い台に向かう。

「お、兄ちゃんもあのぬいぐるみに挑戦か？　まあ彼女さんにいいところ見せたいってのは分かるが────」

　射的屋のおじさんが何かを言っているのは分かったが、俺はそれ以上に集中してぬいぐるみを見つめていた。

　そして、スキル【弱点看破】をぬいぐるみに向かって発動させた。

　すると、ぬいぐるみのいくつかの個か所しょが光って見えた。この光っている個所こそ、ぬいぐるみの弱点なのだろう。

　ただ問題は、コルクの威力で落とせるのかってことだけど……。

　俺は改めてぬいぐるみを落とすことを意識しながら、他の景品にも目を向けた。

　すると、【弱点看破】のスキルが、ぬいぐるみを落とすための道しるべを示してくれているかのように、他の景品にも光る個所が現れる。

　これなら……。

　俺はぬいぐるみの隣にある小さな駄菓子の箱に狙いを定める。

「へ？　に、兄ちゃん。そっちにぬいぐるみは────」

　店主のおじさんが言いかけているのを耳にしながらも、俺は躊躇ためらいなくその方向に銃を撃った。

　俺の撃った弾は、寸分たがわず俺の狙った個所へ飛んでいく。

　弾の当たった小さい駄菓子の箱は、すごい勢いで回転しながら飛び、近くの別の景品に当たる。

　その景品は先ほどよりも少し大きいサイズの箱型の景品。小さい箱が当たった勢いで棚から落ちそうになるが、その最中に別の景品に当たる。

　その景品は絶妙なバランスで置かれていた大きなエアガンだった。そのエアガンが落ちると、その衝撃で景品が置かれている台全体が揺れ、俺が狙っていたぬいぐるみもズレ落ちた。

「へっ!?」

「す、すごい！」

「ふぅ……おじさん、これって取れたこと……で、いいんですよね？」

　驚きで固まっているおじさんにそう訊きくと、おじさんは何度も首を縦に振った。よかった。

　改めておじさんから景品としてぬいぐるみをもらった俺は、まだ弾は残っていたがここで切り上げ、美羽さんにぬいぐるみを渡した。

「はい、これ、どうぞ」

「え!?　で、でも、これを取ったのは優夜さんで……」

「俺は美羽さんのために取ったんですよ。だから、受け取ってください」

「優夜さん……はい、ありがとうございます！」

　美羽さんはそう言ってぬいぐるみを受け取ると、笑みを浮かべた。うん、これだけで取ったかいはあったな。

　すると、俺たちの様子を見ていた射的屋のおじさんが冷やかしてくる。

「ひゅ〜！　姉ちゃん、よかったな！　彼氏からのプレゼントじゃないか！」

「だ、だから、彼氏じゃないですよ！」

　そんな誤解が広がっちゃうと、美羽さんの仕事に影響が出てしまうかもしれない。

「彼氏……」

　必死に誤解を解く俺をよそに、美羽さんが何やら考え込んでいることに、その時の俺は気付けなかった。

　すると、大きなぬいぐるみを取ったことで、周囲の人の注目を集めてしまい、またしても人が集まってきた。

　このままだと身動きが取れなくなると感じた俺は、すぐに美羽さんに提案した。

「そ、そうだ！　美羽さん、そろそろ花火を見に行きましょう！」

「そ、そうですね！」

　美羽さんの了承も得られたところで、すぐに人混みから離れるように俺たちは花火がよく見える場所まで移動した。

　とはいえ、この時間になるとどこもかしこも人がいっぱいで、俺たちが向かった場所にも人が大勢いた。

　だが、花火は空に打ち上げられるので、花火が見えないということはない。

　そして────。

「うわぁ！」

「……すごいなぁ」

　打ち上げられる花火を前に、俺たちは感嘆の声を上げていた。

　色とりどりの花火は、夜空に大きく映え、打ち上げられる大きな音と振動もあって、目に、胸に、よく響いた。

　……こうして花火を見る機会なんて、今までなかった。

　もちろん、花火大会やお祭りが行われていることは知っていたが、それを楽しむ余裕なんて、これまではなかったのだ。

　花火を見つめながら、俺は隣にいる美羽さんに話し掛ける。

「美羽さん。美羽さんが悩んでいることに、俺がどれだけ力になれるのかは分かりません。ですが、美羽さんが少しでも辛つらいことを抱えているなら、俺はいつでもこうして気が紛れるように遊びに誘いますね」

「優夜さん……」

　しばらくの間、打ち上げられる花火を見つめていると、不意に服の裾が引っ張られた。

　そちらに視線を向けると、美羽さんが何かを決意した様子で俺の方を見ていることに気付く。

「美羽さん？　どうしました？」

「……あの、優夜さん……」

「はい」

「私の…………私に……私と…………付き合ってくれませんか!?」

「………………へ!?」

　打ち上げられた花火の音が、遠く感じた。




　　　　＊＊＊




『まったく……ユウヤのヤツは、もっと我に気を使うべきなのだ』

　優夜が美羽と祭りを楽しんでいるころ、地球で外を出歩くことができないオーマはどこか拗すねた様子で、家の中で寝転がっていた。

　そんなオーマの様子に、同じリビングで宿題をしていたユティが顔を上げる。

「妥協。オーマさん、このチキュウじゃあり得ない存在。だから、迂う闊かつに外には出られない」

『そんなこと我も分かっておるわ！　ええい、我の体がこうも不便に感じるとは……面倒だ』

「わふぅ」

「ふご〜」

　不ふ貞て腐くされるオーマにナイトは困惑した声を上げる。アカツキは興味なさそうに腹を出して転がっていた。

『ええい、暇だ暇だ！　暇すぎるぞ！』

　まるで駄々をこねるように転がるオーマだったが、不意に何かを思い出したように立ち上がる。

『……そうだ。この家には、まだ我が暇にならぬ場所があったではないか！』

「疑問。どこ？」

『あの倉庫だ！』

　オーマの言葉に、ユティはどこのことを指しているのかすぐに理解する。

　あの倉庫とは【異世界への扉】など、優夜の祖父が収集した品々が保管されている部屋のことだった。

「納得。でも、勝手に入っていいの？」

『フン。我がこの家でどう過ごそうが勝手だろう。チキュウとやらの外に出歩かないだけでも感謝してほしいくらいだな』

「困惑。それは、まあ……」

『それに、我もユウヤの家族の一員なのだ。ならば、我がこの家で好きに過ごすのは何の問題もないだろう？』

「……放置。ユウヤに怒られないようにね」

　オーマに何を言っても無駄だと悟ったユティは、再び宿題に戻る。

　そんなユティに対し、オーマは鼻を鳴らした。

『フン。言われずとも、そこは考えておるわ』

「わふ……」

　だが、ナイトはさすがに優夜がいない間に何かあったらマズいと思い、困惑したままオーマに顔を向ける。するとオーマは一つため息を吐ついた。

『はぁ……そう心配せずとも、この家を吹き飛ばすとか、そんな無茶苦茶はしない。ただ、暇つぶしにあの倉庫を少し物色するだけよ』

「わふ！」

　当たり前だ！　と言わんばかりにナイトが吠ほえる。

『……フフフ。我ですらたじろいでしまうほど、あの部屋は不気味な気配で満ちているからな』

　あの倉庫には【創そう世せい竜りゅう】であるオーマですら気け圧おされるほど、濃密であり得ない力の奔流が渦巻いていたのだ。

　意を決したオーマはあの倉庫まで移動する。

『この部屋を見て、何も感じないユウヤはやはり大物なのか、ただ鈍いだけなのか……』

　早速周囲を見渡し、そこに置かれているものを物色し始める。

『やはり、ここは面白い。我ですら正体の分からぬモノばかり……否いな。分からぬモノしか置いておらん！』

　オーマの言う通り、倉庫に置かれているモノのすべてが、オーマにとって未知のものだった。

『これは……棺ひつぎか？　人の形を模してはいるが……やけに豪華な棺だ』

　まず触ったのは、まるでエジプトのファラオが納められているかのような、金色に輝く棺だった。

『むぅ……妙だ。全く開く気配がない。魔力的な仕掛けで鍵がかかっているのは確かだが、この我ですら知らぬ魔法体系で構築されている……力ずくで開けるとしても難しいだろう。もちろん、我が本気を出せばワケないが、そうするとこの家も吹き飛んでしまう可能性があるな……』

　オーマは大人しく棺を開けることを諦めた。

『仕方がない……それでは、この面は？』

　次にオーマが興味を抱いたのは、不気味な笑みを浮かべる、黒色のお面だった。

　全体的に禍まが々まがしく、まるで悪魔のような形相で、身に付けただけでも呪われそうだった。

『……この面、とんでもないな。恐ろしいほどの呪力が込められている』

　呪われていたらしい。

『いや、待て、おかしいだろう。なんでこんなものが普通に放置されている？』

　どう考えてもオーマの目の前にあるお面は、放置していいものではない。

　何故なぜなら……。

『……この面の呪力を受ければ、我でも軽く死んでしまうだろうな』

　なんと、オーマですら呪い殺すことが可能なようだった。

　他にも古ぼけたコインや、使用箇所不明の鍵、日本の古い絵巻などなど、様々なモノでこの倉庫は溢あふれかえっていた。

　オーマは呆あきれた様子で呟つぶやく。

『……ここにあるものだけで【邪じゃ】など簡単に倒せるのではないか？　少なくとも、あの面の呪力を使えば一発だな。まあ、まず触れることすらできぬから、持ち運べぬだろうが……』

　事実、この倉庫に置いてあるいくつかのものは『呪いの仮面』よりも遥はるかに危険な力を宿しているのだが、詳細が分からないオーマや優夜にはそれらを使うという選択肢がなかった。

『まあ他のモノからもだいたい似たような何かしらの力を感じるが……』

　そこまで言いかけたオーマは、とある物に視線を向けた。

『……これからは何の力も感じん。何だ？　これは……』

　オーマの視線の先にあるのは、台座の上に浮かぶ立方体の物体だった。

　立方体の物体には青白いラインがいくつも走っており、どこか機械的な見た目をしている。

　その立方体の物体が浮いている台座も、中心が青く光っていた。

『これは何なのだ？　魔力も呪力も、何も感じぬ……』

　オーマはその物体に近づき、恐る恐る触れてみる。

『ううむ……やはり我の知らぬ材質だ……それに、この台座も妙なものだ。風の力で浮いていると言われればまだ納得できたが、驚くほど何も感じられん』

　オーマは台座と立方体の物体の間に手を通し、何もないことを確認した。

『ならば……これはどうだ？』

　オーマは跳びあがると、そのまま宙に浮いている立方体の物体にしがみついた。

『お、おお！　我の重さにも耐えられるか！　ふむ……であれば、これはどうだ？』

　オーマは立方体の物体にしがみついたまま、立方体の物体に自分の魔力を流し込んだ。

　立方体の物体が何かしらの魔力に反応するかどうかを確認しようとしたのだ。

　オーマは魔力を流し込み続けるが、全く手ごたえがない。結果的に、一つの銀河が消し飛ぶほどの強烈な魔力量が立方体の物体に込められていた。

　しばらくの間しがみついた状態で魔力を流し込んでいたオーマだったが、やがてため息を吐く。

『はぁ……これだけやっても反応は────』

　オーマがそこまで言いかけた瞬間、台座の中心で光っていた青い光が、突然消えた。

　そして、光が消えた瞬間、宙に浮いていた立方体の物体が、床に落ちた。

『おわっ!?』

　どう見てもオーマのせいで床に落ちた立方体の物体に、オーマは慌てる。

『お、おお、おおおい！　何故急に落ちた!?　さっきまでうんともすんとも言わなかっただろう!?』

　慌てふためくオーマは、立方体の物体の前をうろうろしながら、そのままペシペシと手で叩たたく。
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『ええい、浮かべ！　もう一度浮かぶのだ！　でないと……ユウヤに我が叱られるだろう!?』

　優夜に叱られることを気にする【創世竜】。

　何だかんだ言いながらも、オーマは優夜の前では形無しだった。

　必死に立方体の物体を台座のところに持って行っては手で叩くオーマ。

　だが、無情にも立方体の物体が浮かぶことはなかった。

　ただ────。

『ぬ!?』

　突如、立方体の物体の表面に走る青いラインの光が強く輝くと、立方体の物体から半透明な何かが浮かび上がった。

『な、何だ？　これは……』

　立方体の物体から浮かび上がったそれは、いわゆるホログラムであり、それは何かの設計図らしきものだった。

　専門的な知識のある者や、この物体の正式な所有者ならば、その内容を理解できたかもしれないが、オーマには何が何だか分からなかった。

『ううむ？　何だ？　このよく分からん図形は……』

　設計図を前に首を捻ひねるオーマだったが、その設計図はしばらくすると消えてしまった。

『……よし！　我は何も見なかった！　それでよいか！』

　オーマの下した最終的な決断は、何も見なかったことにする、だった。

　オーマは満足げに頷うなずくと、台座の上に立方体の物体を乗せ、リビングへと戻っていくのだった。











第三章　完全なる『邪じゃ』









「……また行かなきゃダメなんですかね？」

「行かなきゃダメよ！　ユウヤ様はレガル国を救った救世主なんだから！」

　俺は今、馬車でレクシアさんたちと一緒にレガル国へと移動していた。

　というのも、先日レガル国に『邪』が攻めてきた際に、それをウサギ師匠たちと協力して倒したことから、ぜひともそのお礼がしたいとのことらしい。

　もちろんそのお礼というのは、言葉だけでなく、恩賞もあるみたいだ。

　ただ、事件の直後は『邪じゃ獣じゅう』による被害などの復興作業を進める必要があったから、俺たちを招待するのが遅れたらしい。

「俺としては、お礼なんて恐れ多いんですけど……」

「まあユウヤの言いたいことも分かるが、こればかりは諦めろ。ちなみに『蹴しゅう聖せい』と『剣けん聖せい』はすでにレガル国に向かっているそうだぞ」

「師匠たちも呼ばれてたんですね……」

　ウサギ師匠ってこういう格式ばったところとか苦手そうだけど、よく行くって言ったなぁ……いや、イリスさんに無理矢理連れて行かれたとかあるのかな？

　色々と気になることはあるが、レクシアさんたちがこうして馬車まで用意してくれていたので、今さら断ることもできない。

　幸い夏休み中だからこそ何とかなっていることだが、学校が始まってからだと時間を作るのが大変だっただろう。

「……あっちでもやらなきゃいけないことがあるんだもんなぁ……」

「え？　何か言いました？」

「いや、何でもありません」

　俺が言ったのは、美み羽うさんの件についてだった。

　あの日、唐突に告げられた美羽さんの言葉に、俺はただただ驚くだけだったが、よくよく話を聞けば、美羽さんは望んでいないお見合いをさせられるそうで、中止させるには彼氏を父親に紹介する必要があったらしい。

　つまり、俺は仮の彼氏になることを求められたのだ。

　いやあ、告白されたのかと思って、あの時は心臓が止まるかと思ったよ……。

　それよりも、俺なんかでいいのかとか、そもそも俺が首を突っ込んでもいい話なのかとか、色々思ったが、美羽さんが俺に助けを求めてきたのだ。できる限り助けてあげたい。

　美羽さんが言うには、彼氏を連れて来ればいいって話らしいし、俺のやることなんてそんなにないだろう。ただ、ジャケット？　スーツ？　なんでもいいが、正装を用意してほしいと言われたので、これはどうにかしないとな。

　正装って言っても、どこでどう準備すればいいのか分からないし……一番は佳か織おりのお父さんである司つかささんに訊きくことだろうけど、学園の理事長に何のアポイントメントもなく会えるとは思えないし、司さんも忙しいに違いない。

　電話番号でも分かれば連絡が取れたのだが、生あい憎にく俺はスマホを持ってない。

　……直接学校に行って、知り合いの誰かしらと会えることを祈るか。ここはステータスの運に期待だな。

　あれこれ考えていると、ついにレガル国に到着した。

「疲弊。長かった」

「まあ……確かに座りっぱなしだったもんな」

　一緒に来ているユティが少しくたびれた様子でそう言うのに対し、俺は思わず苦笑いを浮かべる。

　地球の新幹線のように椅子を倒して寝る、なんてことはできないわけで、慣れないと辛つらいものがあった。ユティも今までは馬車での移動って言うより、一人で歩いて旅をしてきただろうし。

　それでもまだ疲労度合いが少ないのは、王族であるレクシアさんも乗る馬車ということで、内装が豪華だったからだろう。そうじゃなかったら、こっそり転移魔法で移動しようって考えてたくらいだ。

　街の人は俺たちの馬車を見つけると、明るい笑顔で手を振ってくれたり、感謝の言葉を投げかけてくれたりする。

　その様子に驚いていると、レクシアさんが胸を張った。

「ユウヤ様！　もっと堂々としていいのよ？　ユウヤ様のおかげでこの国は救われたんですもの！」

「い、いや、俺にはあんまりその実感はないけど……でも、こうして皆みんなが幸せでいられるなら、よかった」

　レクシアさんやルナに促され、馬車の窓から顔を見せて、俺は軽く手を振ったりした。

　それだけで歓声が大きくなり、ますます恐縮するのだが……ユティは気にした様子もなく、むしろ堂々と手を振っている。すごい。そのメンタルが羨ましい。

　ナイトたちも今回の功労者であるが、ナイトとアカツキは特に外の風景には興味がないようで、馬車の中で大人しくしていた。オーマさんは……まあ戦ってないし、元々あまり興味を示さないからな。

　そんなこんなで無事王城に到着すると、そのままこの国の国王────オルギス様のいる場所まで案内される。

　……今回も正装じゃないが、許してもらえるだろうか。唐突だったからな。

　こんなに偉い人と会う機会が何度も訪れるとは考えたくないが、美羽さんの一件もあるし、ちゃんとした正装を一着用意しとかないとなぁ。

　思わずそんな風に思っていると、俺たちはついに謁見の間という場所に着いた。

　そこはアルセリア王国の国王であるアーノルド様と謁見した際の場所と似ており、奥の方に置かれた玉座にオルギス様が座っていた。

　よく見ると、ウサギ師匠とイリスさんもこの場にいる。

　ただ、何故なぜか分からないが、二人の表情はどこか険しかった。何かあったんだろうか？

「よく来てくださった、ユウヤ殿。それに、ユウヤ殿のお連れ様方も皆、遠路はるばるお越しいただき、感謝する」

　オルギス様はそう言いながら立ち上がり、頭を下げた。

「この度は、我がレガル国を救ってくださり、誠にありがとうございました」

「ええっ!?　あ、頭をあげてください！」

　こう言ってはあれだが、偉い人に頭を下げられると、ストレスでお腹なかが痛くなりそうだ。俺はそんな大層な人間じゃないのに……！

　そんな俺の思いが通じたわけではないだろうが、オルギス様はようやく頭をあげてくれる。

「かたじけない。この度の恩として、ユウヤ殿には我が国の爵位を授けようと思う」

「しゃ、爵位ですか!?」

　それ、レクシアさんの国でもいただいて、すでに持て余してるんですが……！

　これ以上爵位が増えたところで俺にはどうすることもできないが、断るのも難しいのはアルセリア王国で爵位をいただいたときに分かっている。

　すると、オルギス様は不意にレクシアさんの方へと視線を向けた。

「そういえば、アルセリア王国の方で騎士爵をもらったらしいが……どうだろう。我が国はユウヤ殿にアルセリア王国以上の爵位を授けようと考えているのだ」

「え!?」

「ちょ、ちょっと！　それは聞き捨てならないわよ!?」

　オルギス様の言葉につい驚く俺だったが、レクシアさんは素の態度でそう言い返した。い、いいんですか？　レクシアさん……相手は一国の王様ですけど……いや、レクシアさんも一国の王女様だけどさ……。

　思わず後ろで控えているルナに視線を向けると、ルナは頭痛を抑えるように額に手を当てていた。ルナから見ても悩みの種なのね……。

　つい同情的な視線をルナに送っていると、ヒートアップした様子のレクシアさんが言い放つ。

「なら、私はこの国以上の爵位をユウヤ様に授けるわ！」

「ほう？　おかしなことを言いますな？　爵位を授けることができるのは国王であるレクシア王女の父君のみ。レクシア王女にそのような権利があるとは思えぬのだが？」

「そこは気合よ！」

「……ダメだ、コイツ……」

　ますます疲れた様子のルナに、俺は労ねぎらいの言葉を掛けたくなった。本当に苦労してるんだな……。

　でも、レクシアさん。国の政治やルールなんかが分からない俺でも、さすがに気合で爵位を与えることができないのは分かりますよ……。

　しばらくの間レクシアさんとオルギス様の間で睨にらみ合いが続いたものの、オルギス様は不意に表情を緩めた。

「フッ……まあいい。この件は、本題の後にお話しさせていただくことにしよう」

　オルギス様の言葉に俺は頷うなずくしかなかった。

　特に求めているモノなんてないし、俺としてはのんびり楽しく暮らせるだけで十分だった。無理なのは分かってるけど。

　ただ……レクシアさんからは、レガル国が改めてお礼を、ということしか聞いていなかったが、まだ何かありそうだ。

　オルギス様が俺たちへの感謝の言葉を言い終わったのを確認すると、同じくこの場に来ていたイリスさんが、険しい表情のまま口を開いた。

「さて、先ほどの話を続けても？」

「ああ」

　先ほどの話？

　どうやら俺たちが来るまでの間に何か話し合いが行われていたらしく、そのことについてウサギ師匠もイリスさんも表情を険しくしているようだ。

　しかし、次にイリスさんの口から放たれた言葉は、俺には予想外のモノだった。

「じゃあもう一度訊くわ。異世界から聖女を召しょう喚かんしたって本当？」

「ッ!?」

　異世界!?　聖女!?

　すると、オルギス様はそんなイリスさんたちの視線を受け止めつつ、口を開いた。

「ああ。本当だ」

「……問題なのは、他の世界から人を連れて来たということよ。分かっているのかしら？　これはいわゆる拉致と同じよ？」

「……」

　イリスさんの鋭い指摘に、オルギス様は何も言わない。

「ま、まさか……レガル国がそんなことをしていただなんて……」

　そんな中、レクシアさんが呆ぼう然ぜんとしていることに気付いた俺は、レクシアさんに小さい声で訊たずねた。

「レクシアさん……やっぱり、異世界からの召喚っていうのは問題が？」

「……問題しかないわ。その人をこちらの世界に召喚するということは、元の世界からその人が消えてしまうということ。それも、何の前触れもなしに。召喚された本人からすれば、日常を送っていたところを急に見知らぬ土地へと無理矢理連れてこられたようなものよ。これは立派な拉致、誘拐だわ」

「そう……かもしれないですね」

「私も詳しい話は知らないけれど、召喚される人も『聖女』としての特別な力を持っているケースが多いらしいわ。つまり異世界においても、その人が特殊な立場にいる可能性が高いわけ。そんな人物がいきなり消えて、ましてや他の世界に拉致、誘拐されたとなれば……下手をすれば、この世界とその世界での全面戦争すらあり得るわ。でも……そんなことをするまでに、この国は切羽詰まっていたのね」

「……仕方がなかったのだ」

「……」

　俺には政治的なことなど詳しくは分からないが、レクシアさんの言っていることの意味は理解できた。

　まあそうだよな。俺みたいに元の世界と自由に行き来できるわけじゃなければ、承諾を得て異世界に召喚されたわけでもない。召喚された人はひどく困惑するだろう。

　思わず顔を歪ゆがめると、レクシアさんがさらに驚くことを口にした。

「それにしても……まさかレガル国が、賢者の魔法を再現できているとは思わなかったわ」

「え、賢者!?」

「ええ。ユウヤ様も知ってるでしょう？　なんせ、あのオーマ様を倒した張本人なのですから」

　そりゃあもう、色々と知ってます。

　俺の魔力回路も賢者さんから受け継いだものだし、【大だい魔ま境きょう】の家も武器もアイテムも、すべて賢者さんから貰もらったものだ。

「賢者の魔法の研究資料は世界中に散らばっていて、昔はそれをめぐる戦争もあったみたいだけど、今はそれぞれの国が保有している賢者の遺した資料を基に、各国で研究を進めている形よ。もちろん、アルセリア王国にも賢者の資料はあるわ。そして、このレガル国が抱えていた賢者の研究資料が……おそらく異世界への転移に関するものだったのでしょうね。それをアレンジすることで、オルギス陛下がおっしゃられたような、今回の聖女召喚に至ったと……」

　賢者さん、異世界の研究なんてしてたのか……。

　まあそれはいいが、今一番の問題はその召喚されたという人物についてだろう。

　ウサギ師匠とイリスさんの鋭い視線を受けてもなお、怯ひるむことなくオルギス様は告げる。

「もちろん、罪の重さは理解している。そして、この罪は永遠に我が負っていくものだともな」

「……どうしてそんなことを？」

「簡単な話だ。我は『聖』だけで『邪じゃ』を倒せるとは考えておらん」

「「「!?」」」

　まさかの発言に、俺たちは全員絶句した。

　これはさすがのイリスさんもウサギ師匠も予想外だったようで、目を見開いていた。

「もちろん、『聖』である貴殿らに助けられたのは事実だ。本当に感謝している。だが、ふたを開けてみれば、敵に寝返ったという『聖』は何人もいると言うではないか」

「それは……」

「『邪』一人を相手するのに『聖』が数人がかりで挑む必要があることは我も知っている。そんな中で、その頼みの綱でもある多くの『聖』が裏切った。もはや『聖』が『邪』に勝てる可能性は限りなく低い……そうは思わんかね？」

「それは……！」

　イリスさんは何かを言いかけたが、悔しそうに黙る。

　オルギス様の言うことも理解できる。人類が生き延びるためには『邪』に勝たないといけない。

　ふとユティに視線を向けると、ユティは複雑そうな表情を浮かべていた。

　……ユティの師匠である『弓きゅう聖せい』も結局、守ってきた人間たちの手で殺されたみたいだしな。

　すると、オルギス様は俺の方に視線を向けた。

「ただ、一つ誤算があったとすれば……この世界に『邪』を倒せる存在が『聖』以外にも存在したという点だがな……」

　まあこれに関して言えば、俺というより、じいちゃんが収集していたアイテムのおかげなんだけどな。それと、クロを取り込んだことで手に入れた【邪じゃ洞どう眼がん】の力も大きい。

　するとユティが口を開いた。

「疑問。『聖』の力が足りないのは事実。でも、だからって、いきなりこの世界の人間でもない者に『邪』の討伐を任せられる？」

「もう一度言うが、我としても今まで人類を守護してきた『聖』には感謝している。しかし『堕だ聖せい』のような存在が現れたのもまた事実だ。我はこの国のため、この世界のため、最善の選択をしただけだ」

　しばらくの間、ユティとオルギス様の間で視線がぶつかるも、オルギス様は小さなため息を吐ついた。

「……まあいい。我はこの世界を守るため、異世界から新たな力を……『邪』を討ち滅ぼせる力を持った者を召喚したのだ。我はその責任として、その者が望むモノを何でも与える。それが、今の我にできる唯一の罪滅ぼしだ」

　オルギス様とイリスさんたちの間に無言の時間が続く。

　大変だな……お互いに信条があって、どちらが明確に悪いとは言えない。悪いのは『邪』なんだもんな……。

　俺も何か言いたいが、言葉が浮かんでこない。この世界にいきなり召喚された人は、訳も分からないまま『邪』との戦いに参加させられるのだろうか。それはかなり厳しい気もする。だが、一国を背負う立場となれば……こういう判断も仕方ないのかもしれない。

「……つい話が長くなってしまったな。では、今日のところはここまでにしよう。『剣けん聖せい』殿たちには、ぜひとも我が国が召喚した聖女とも顔合わせをしていただきたい。同じ人類を守る者として────」




　オルギス様がそこまで言いかけた瞬間だった。




「ッ!?　な、何だ!?」

　突然、城全体が……否いな、国全体が揺れているような地響きが発生した。

　全員突然の事態に驚いていると、相変わらず興味なさそうに寝ていたオーマさんが、片目を開ける。

『ほう？　そうきたか』

「え？」

　オーマさんの言葉の意味を訊きこうとした瞬間、今度は俺の中で寝ていたはずのクロが、焦あせった様子で語りかけてきた。

『おい、ユウヤ！　今すぐその場から逃げろ！』

「は!?　な、何が……」

『説明をしてる時間はねぇんだよ！　──ああ、クソッ、ヤベェ……！　もう来やがった……！』




「────ハハ」




　ゾッとするほど冷たい笑い声。

　まるでこの世の悪意すべてが込められたような声に、俺の体が一瞬にして凍り付いた。

　すると、世界が悲鳴を上げるような耳みみ障ざわりな響きと共に、空間に亀裂が入る。

　そして、その亀裂から、一切の生気を感じられない、どす黒い靄もやがあふれ出した。

　止まらない汗を気にする余裕もなく、声の方に視線を向ければ、『邪』の一人であったクアロの気配が可か愛わいらしく思えるほど……ただただ黒い悪意の塊が、そこにいた。

　とても整った顔立ちの青年。すべてを吸い込むかのような漆黒の長髪と、燦さん々さんと輝く赤い目が、俺たちを射抜いていた。

「ハハハハハハハ！」

　ただ笑っただけで、この謁見の間に黒い波動が響き渡り、壁や床にひびが入る。

　すると、俺と同じように体中から汗を流しているウサギ師匠が、声を絞り出した。

《なん、だ……なん、なんだ、お前、は……！》

「────ハ」

　不意に止やむ笑い声。

　そして、恐ろしいほどどす黒い気配を纏まとったその青年は、恭うやうやしく頭を下げた。

「これはこれは……失礼した。俺はアヴィス。この世の悪意、そのすべてである」

「この世の悪意……その、すべて、ですって……!?」

　イリスさんが何とか口を開くと、目の前の青年────アヴィスは、微ほほ笑えむ。

「フッ……理解できないか？　ならば簡単に教えてやろう。そうだな……もし、お前たちがこの場で俺を倒せば、もうこの世界に『邪』はいなくなる」

《な、に？》

「俺は、俺たちは────一つになったのだ」

「まさか……」

　アヴィスの言葉に何か思い当たることがあったのか、イリスさんは目を見開いた。

「『剣聖』は気付いたようだが……俺は俺以外の『邪』たちの力をすべて吸収した、完全なる『邪』だ。つまり、この世に満ちる悪意のすべてが、この俺自身と言っても過言ではない」

　アヴィスの言葉が本当なら、クアロのように他にいた『邪』たちを吸収して、一人になったってことか……。

　そして、それは同時に『邪』としての力が極限まで進化したということだ。

　俺は何とか気を保てているが、レクシアさんたちにこの状況は危険だ！

　レクシアさんたちに視線を向けると、そこには苦しそうな表情を浮かべながら『聖せい域いき』スキルを発動させ、レクシアさんたちを守っているアカツキの姿があった。

「アカツキ！」

「ぶ、ひぃ……」

　いつものようなマイペースな様子はなく、アカツキは必死にアヴィスからの気配を防いでくれていた。

　そんなアカツキを見て、アヴィスはつまらなさそうに鼻を鳴らす。

「『聖』とは違った、この星の自浄作用か……だが、思ったほど力はないようだな」

「グルルルル……ウォン！」

「ナイト!?」

　すると、必死にレクシアさんたちを守るアカツキを馬鹿にされ、それに怒ったナイトがアヴィス目掛けて飛び出した！

　だが……。

「ハッ！　ブラック・フェンリルの子供か。これが成体だったのなら、俺も覚悟せねばならなかっただろうが……フン」

「キャン!?」

「ナイトッ！」

　無造作にアヴィスが手を振るうと、それに沿ってどす黒い靄が、ナイトに襲い掛かった。

　飛び掛かっていた最中のナイトは、空中でその黒い靄を受けることになるが、何とか防御体勢を取ることに成功する。

　とはいえ、アヴィスのその一撃の威力はすさまじく、ナイトは思いっきり吹き飛ばされた。

　俺はほぼ反射的に【魔ま装そう】を展開すると、一瞬でナイトのもとにたどり着き、何とか受け止めることに成功した。

「大丈夫か、ナイト！」

「わふぅ……」

　申し訳なさそうに鳴くナイトを撫なでつつ、俺はアヴィスに視線を向けた。

　すると、何故なぜかアヴィスも俺の方を見ている。

「そうか、お前が……」

「え？」

「……ハ。気にする必要もなかったようだ。今の俺は……誰にも止められん」

　一体何の話をしているんだろうか？　間違いなく、俺とアヴィスは初対面のはずだ。

　警戒しながらアヴィスを見つめていると、アヴィスの視線はオルギス様に移った。

　オルギス様は、アカツキの『聖域』の効果外の位置にいたため、もろにアヴィスの威圧を受けてしまい、顔を真っ青にして震わせている。

　護衛の兵士さんたちも控えていたが、アヴィスの威圧に指一つ動かせず、ただただ固まるばかりだった。

「レガル国王よ。今日はまだ、力が馴な染じみきっていないので挨拶だけのつもりだったが……せっかくだ。挨拶がてら、我が同胞のやり残したことの続きをしておくのも悪くはないなぁ？」

「はっ……はっ……はっ……」

　路傍の石でも見るかのように、何の感情も伴っていない『邪じゃ』の視線で射抜かれ、オルギス様は必死に空気を求めて喘あえぐ。

「さあ、俺からの贈り物だ────滅べ」

《────イリスッ！》

「────ウサギッ！」

　アヴィスがオルギス様へ向けて掌てのひらを向けると、その掌にはどんどんどす黒い靄が集まっていき、やがて一筋の黒い光となって解き放たれた。

　だが、その攻撃が放たれる寸前に、イリスさんとウサギ師匠は互いの名前を叫びながら弾はじかれたように飛び出し、オルギス様と黒い光の間に割って入る。

《うおおおおおおお！》

「はあああああああ！」

　二人は今出せる全力の一撃を黒い光に目掛けて放つ。

　だが────。

《がっ!?》

「かはっ！」

　二人の一撃は黒い光を一瞬も押しとどめることはできず、二人はそのまますさまじい勢いで吹き飛ばされ、壁に叩たたきつけられた。

　二人は気を失ってしまったのか、ぐったりして動かない。

　しかし、黒い光がオルギス様に到達する直前、ユティがオルギス様を抱きかかえ、避よけることに成功する。

「くっ!?」

　ただ、直撃は避けられたとはいえ、その黒い光が通過しただけの余波で、ユティは吹き飛ばされそうになっていた。

「大丈夫か!?」

　そんな俺たちの様子を見て、アヴィスはつまらなさそうに口を開いた。

「フン……口ほどにもないな。こんなものを我らは警戒していたのか……」

「何!?」

「……それに……異分子も……この程度か……」

　最後に小さくアヴィスは何かを呟つぶやくと、改めてユティに抱きかかえられたオルギス様へと視線を向ける。

「まあいい。一つ目の贈り物は『聖』どもに邪魔されたが……その『聖』どもは先の一撃で気を失ったようだな。少なくとも数時間は目を覚まさないだろう。……だが、それでいい。俺が直接手を下すまでもない。貴様らにはもう一つ、贈り物を受け取ってもらうからなぁ？」

「もう一つ？　……なっ!?」

　アヴィスの言葉に首を捻ひねっていると、大量の雄お叫たけびがこの城にまで響き渡った。

「この街に、大量の邪じゃ獣じゅうの群れを向かわせた。数時間もすれば、この国から人間は消え去るだろう」

「そんな!?」

　アヴィスの言葉に俺たちは絶句する。

「さて、貴様らの頼みの綱である『聖』の二人は戦闘不能だ。さあ、どうする？　レガル国王。我らに対抗するべく足搔あがいていたようだが……この状況でも同じことができるかな？」

「あ、ああ、あ、あ……」

　オルギス様は、この世界の人類を『邪』から守るために、『聖』以外の存在として、異世界から聖女を召しょう喚かんした。

　だが……だからと言ってその聖女の力だけで『邪』を倒せるなどとは考えていないだろう。

　そして、何と言っても今一番の問題は、目の前にいるアヴィスの対処だろう。

　本当ならアカツキの【聖域】スキルでイリスさんたちを回復させたいが、アカツキはレクシアさんたちを護まもるので精いっぱいだし、俺が【完治草のジュース】を飲ませるために移動しようにも、アヴィスに邪魔されるだろう。

　絶体絶命の状況で、どうすればこの危機を切り抜けられるか必死に考えていると、アヴィスは不意に笑う。

「まあそう警戒するな。もちろん、このまま貴様らを殺すことなど造作もないが……せっかくだ、真の意味で究極完全態となった俺に殺されたいだろう？」

「……」

　アヴィスの言葉が本当なら、今の状態はまだ本調子じゃないことになる。

　とはいえ、本調子でもないアヴィスにすら勝てる未来が見えないのだ。

　もちろん、アヴィスが完全態になったのなら、もはや絶望的だろうが……どのみち俺たちにアヴィスを止める術すべはない。

「だから先ほど、今日は挨拶に来ただけだと言ったのだ。そう、貴様にな」

「俺に、挨拶……？」

　まさかの言葉に驚いていると、アヴィスは笑みを深める。

「『聖』でもない存在が、クアロを……『邪』を倒したのだ。これはとても看過できる事ではない……」

「……」

「改めて貴様は、究極完全態へと進化を遂げたこの俺が全力で殺しに行ってやる。今日はその挨拶というわけだ」

　アヴィスはそう言うと、俺たちを見渡して、恭うやうやしく頭を下げた。

「では……今日のところは、俺の用意した贈り物を精々楽しんでくれ──」

「お、おい！」

　それだけ告げると、アヴィスは黒い靄もやに包まれ、一瞬にしてその場から消え去ってしまった。

　だが、今それを気にしている時間はない。

「ユティ、ナイト！　二人はここを頼む！」

「肯定」

「ウォン！」

「あと、アカツキ！　イリスさんとウサギ師匠の治療を頼むぞ……！」

「ブヒッ！」

　三人の返事に笑みを浮かべると、俺は急いで大量の邪獣の群れが迫り来る街へと駆け出すのだった。




　　　　＊＊＊




「きゃあああああっ！」

「クソッ！　城の兵は何をやっている!?」

「だ、誰かっ！　助けてくれぇ！」

　俺が急いでいつもの鎧に着替えて城を出ると、もうすでに街は邪獣の攻撃を受け始めていた。

　今は何とか、街を巡回していた兵士さんや守衛さんが戦っているものの、『邪』の一部である邪獣を倒すには至っていない。

　すると、そんな光景を前に、俺の中にいるクロが声を上げる。

『ヒュ〜！　アイツ、やることがえげつねぇなぁ。邪獣に対抗できる【聖】どもを封じた状態で、邪獣の群れを放つなんてよぉ』

「感心してる場合かよッ！」

　クロの言葉につい声を荒らげてしまうが、クロは気にした様子もなく急に真面目な口調で続けた。

『おい、ユウヤ。さっきのアヴィスってヤツと対たい峙じして分かっただろ？　ありゃあもう、【邪】として完成しちまった。そしてあの強さには【聖】もお前も手が出せねぇ。もしかすると……あの【創そう世せい竜りゅう】ですら厳しいんじゃねぇか？』

　クロはオーマさんでも勝てないと言いたいみたいだが、たぶんそれはないと思う。

　なんせ、アヴィスが出現した時でさえ、オーマさんは相変わらず興味なさそうに寝ていたからだ。

　オーマさんだって、賢者さんに負けた経験から、自分より強い存在がこの世にいる可能性は理解しているはずだ。そして、もちろんそれを見抜くだけの実力もある。

　そんなオーマさんがアヴィスに反応しなかったってことは、少なくともオーマさんにとっては興味を向けるに値しなかったというわけだ。ついでに言うと、そんなオーマさんより強いと言われる賢者さんも当然アヴィスより強いということになる。

　だからってアヴィスが弱いなんてことはないのだが……。

『とにかく、お前は大人しく逃げて、あの扉の向こうのチキュウに隠れていればいい。さすがにアイツにも、世界を渡る力はねぇはずだ。いいか、お前はアイツに絶対勝てないんだぞ。分かってるか？』

　クロの言いたいことは分かる。

　今の俺の力じゃ、アヴィスには勝つことはできないだろう。

　そして、地球に逃げれば追ってこられないというのも、間違ってないと思う。

　でも……。

　急いで街を移動していると、子どもを抱きかかえて邪獣から守ろうとする女性の姿が目に入った。

「はああっ！」

「グギャアアア!?」

【アイテムボックス】から一瞬で【全ぜん剣けん】を取り出すと、俺は邪獣を斬り伏せる。

「大丈夫ですか？」

「え？　あ、は、はい！　あ、ありがとうございます！」

　呆ぼう然ぜんと俺たちのことを見つめる女性を助け起こすと、ひとまずお城の方へ逃げるように伝えた。お城なら国民を受け入れてくれるだろう。

　そんな女性を見送りつつ、俺はクロに答えた。

「……確かに逃げた方がいいのは分かってるし、俺だってこんなことに関わりたくないよ。できることなら、楽しく、平穏に過ごしたい。でも、目の前で皆みんなが苦しんでるのに、それを見過ごすこともできないよ」

　俺の本心を聞いたクロは、呆あきれた様子でため息を吐つく。

『はぁ……お前、本当にバカだなぁ。好きにしろよ。オレはお前が求めた時、力を貸すだけだ』

「うん、ありがとう、クロ」

『ケッ』

　俺の言葉に、クロは照れ臭そうにすると、そこからは黙ってしまった。

「さて、クロからの激励ももらったし、早速────」




「────なんでアンタがここにいるのよ!?」




「へ？」

　どこかで聞いたことのある声が、耳に届いた。

　その声につい反応して顔を向けると……。

「か、神楽かぐら坂ざかさん!?」

　なんと、以前佳織たちと旅行に行った際に、肝試しをした神社で出会った、巫み女この神楽坂舞まいさんがそこにいたのだ。

「ど、どうしてここに!?」

「それは私のセリフよ！　アンタこそ、なんでこの世界にいるのよ!?」

　お互いに同じ疑問を口にしたが、邪獣たちが攻撃の手を止めるはずもなく、近くにいた邪獣が俺たちに襲い掛かってきた。

「グギャアアアア！」

「邪魔……よ！」

「グギャ!?　ギャ、ギャアアアアアアア！」

　すると神楽坂さんは、あの不思議なお札を取り出して邪獣へと投げる。

　札に触れた邪獣の体からは、どんどん黒い靄が抜け出ていき、邪獣は苦しみながら消えていった。
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　俺も手にしている【全剣】で近くの邪獣を斬り倒していく。すると神楽坂さんは表情を歪ゆがめた。

「クッ！　そういえば、この化け物、アンタたちが肝試しに来た時にも現れたわね……！　あの時も、アンタの仕業だったってこと!?」

「い、いや、それは違います！　俺もなんであの時こいつが現れたのか、全然分からないんですよ！」

「じゃあなんでアンタはここにいるの!?　関係なかったらこの場所にはいないでしょ!?　……あ、それとも、私と同じように召喚されたとか？」

「召喚？」

　ここに来る前、オルギス様とイリスさんたちが会話していた内容をふと思い出した。

　オルギス様の話では、『邪じゃ』に対抗するために聖女を召喚したって言ってたが……!?

「まさか、召喚された聖女って、神楽坂さんなんですか!?」

「そうよ！　いきなり訳の分からない場所に呼び出されて、話を聞けば、世界の危機だから助けてほしいとかなんとか……全然意味が分からないけど、無視するわけにはいかないでしょ!?」

　神楽坂さんは今までの鬱憤をぶつけるかの如ごとく、次々と札を投げては邪じゃ獣じゅうたちを殲せん滅めつしていく。

　邪獣は、ほんの少しでも神楽坂さんの札に触れただけで、煙となって消えていく。あの時もそうだったが、神楽坂さんが『邪』に対して特別な力を持っているのは間違いなくて、この世界に来たことと、もしかしたら神楽坂さんを召しょう喚かんした術式に、その力を強化する何かが施されていたのかもしれない。

　ただ、『邪』に対して大きな力を持っているとはいえ、違う世界で暮らしていた神楽坂さんをいきなり召喚して『邪』と戦わせるというのは……。

　思わず言葉に詰まっていると、神楽坂さんの口調はどんどん激しくなっていく。

「しかも、聞いた話だと、もう地球に帰れないんですって？　いきなり呼び出して、この世界のために戦えって！　なんでそんな理不尽に私が巻き込まれなきゃいけないのよ！」

「……」




「────でも、こんな風に困ってる人がいたら、放っておくこともできないじゃない！」




「！」

　きっと神楽坂さんは、いきなり召喚された現実に対して、困惑し、動揺し、葛藤し、色々なことを考えて、悩み抜いたんだと思う。

　それでも、神楽坂さんは、目の前に助けを求めている人がいて、自分にはそれを助ける力があると知った時、こうして戦う道を選んだのだろう。

　邪獣を相手にしながら、彼女は目に涙をためる。

「本当……なんで私なのよ……怖いし、意味が分からないし……でも、助けないワケにはいかないじゃない……！」

　そこで神楽坂さんはまた俺に視線を向け、柔らかい笑みを浮かべた。

「……でも、知り合いが一人だけでもいて、よかったわ。恐らくアンタも私と同じで、この世界に呼び出されたんでしょ？　あの時もすごかったもんね。今もそんな剣を振り回してどんどんバケモノを倒してるし……」

「い、いえ、俺は……」

「ひとまず、協力して一人でも多くの人を助けましょう！」

「あ、神楽坂さん！」

　神楽坂さんはそう言うと、どんどん俺から離れていく。

　恐らく、手分けして対処することで、一人でも多くの人を助けられるようにと考えたのだろう。

　とはいえ、危険なことに変わりはない。

「クソっ！　数が多い……！」

　どんどん街になだれ込んでくる邪獣を、一体一体対処するが、手が追い付かない。

　魔法で一掃したいが、そうするとまだ逃げていない人にまで被害が及ぶかもしれない。

「一体どうすれば……！」

　必死に考えながらも、目の前の邪獣を倒し終えた瞬間だった。




『称号【聖王】を獲得しました』




「へ!?」

　目の前に半透明なボードが出現したのだ。

　最近はあまりレベルアップもしなくなり、スキルの獲得機会も減っていたが、このタイミングで新しい称号を獲得するとは思わなかった。

　しかも、何だかとんでもなさそうな名前だし……。

　俺はすぐさま称号の効果を確認する。




【聖王】……『聖』の魂を身に宿し、『聖』の技術を三つ以上修得した状態で、『邪』に連なるモノを１００体以上討伐した者に与えられる唯一の称号。『聖せい王おう威い』の解放。




「俺って『聖』ですらないんですけど!?」

　何なんですか、この称号！　見るからに『聖』の頂点っぽいヤツじゃないですか！

　それに、何なんだ？　この『聖王威』ってのは……。

　俺が『聖王威』という名前に意識を向けると、今度はその効果が表示される。

「こ、これは……！」

　俺は目を見開くと、邪獣を倒しながら、この街の中心まで移動した。

　そして────。

「よく分からないけど……やるしかない！」

　俺は手にしていた【全ぜん剣けん】を構えながら、力を溜ためる。

　すると、俺の体から黄金の光が迸ほとばしり始めた。

　そして、その黄金のエネルギーを【全剣】に集中させると、そのまま円を描くように思いっきり振り抜く。

「『聖王威』────！」

　その瞬間、【全剣】から、まるで龍のような黄金の斬撃の波動が放たれた。

　その波動は神こう々ごうしく、勢いを増してどんどん街に波及していく。

　もし普通に俺が斬撃を放っただけなら、周囲の建造物をも破壊し、人々にも影響を及ぼしていただろう。

　だが……。

「ギャ────」

「グ、グゲエ────」

　黄金の光の波動は、周囲の地形や建造物、そして人々に害を及ぼすことなく、邪獣のみを次々と消し飛ばしていった。

　さらに……。

「こ、この光……」

「あ、暖かい……」

「！　お、おい、見てみろ！　傷が……！」

「て、手が！　俺の手が元に戻った！」

　なんと、『聖王威』の光を浴びた人たちの傷が、どんどん癒えていったのだ。

　これこそが称号【聖王】を獲得した者にのみ扱える『聖王威』の効果だった。

　俺の望むモノにのみ、望んだ効果を発揮する力。

　ただし、何のリスクもなく発動できるわけではなかった。

「っ！　はぁ……はぁ……はぁ……き、キツイな……」

　俺は【全剣】で体を支えるように、思わず膝をついた。

　そう、『聖王威』は発動する際に、使用者の生命力をかなり消費してしまうらしい。

　一度だけの発動なら、こうして滅め茶ちゃ苦く茶ちゃキツイってだけで済むみたいだが……一日に二度発動することがあれば、間違いなく俺の寿命を縮めてしまうだろう。

　もう一歩も動けないという状態で休んでいると、神楽坂さんが慌てた様子で戻ってきた。

「な、何か神々しい光が駆け抜けて、あの化け物たちが消えていったんだけど……って、あれ、アンタの仕業!?」

「ま……まあ……ね……」

「ちょっ……すごい汗じゃない!?　大丈夫!?」

「お、俺の……ことは……いいから……それ、より……じゃ、じゅう、は……？」

「じゃじゅう？　あの化け物のことね？　あの化け物なら、あの光を受けて、全部消えたわ。ここに来るまでに軽く見て回ったし、騒ぎの音もしないから、間違いないはずよ……」

「そ……そっか……なら、よかった……」

　神楽坂さんの言葉に思わず気が抜けると、俺はその場に尻もちをついてしまう。

「ちょ、ちょっと……!?」

「あ、あはは……安心したら、力が抜けちゃって……」

「もう、心配させないでちょうだい！　せっかく同じ世界の人間に会えたのに……この世界で一人ぼっちになるなんて、嫌だからね」

　どこか怯おびえた様子の神楽坂さんに、俺は先ほど伝えることができなかったことを口にした。

「その、さっき言いそびれたんですけど……俺、召喚されたわけじゃないんです」

「え？」

「俺の家に……日本の自宅に、不思議な扉があって……それで、この世界と地球を行き来してるんです……」

「ウソでしょ!?」

　神楽坂さんは俺の発言に目を見開いた。まあ、普通なら信じられないだろうが、神楽坂さんはこうして異世界にいるのだ。

「なので、神楽坂さんが帰りたいのなら……いつでも地球に帰れますよ？」

「そんな……」

　俺の言葉に呆ぼう然ぜんとする神楽坂さん。

　やがて、頭の整理がついたのか、大きなため息を吐ついた。

「はぁぁぁぁ……なるほど、ね。アンタはこの世界と地球を行き来できたから、あの時あんな力が発揮できたと……」

「そういうことに、なりますね」

　何とか体力が戻ってきたので、立ち上がりながら答えると、神楽坂さんはジトっとした目を向けてきた。

「……だとしても、あの力はおかしいけどね。この世界に呼び出されて、色々教えられたし、その中で魔法やらスキル・ステータスなんて概念も学んだけど……どう考えてもアンタの力って、普通の人から大きく逸脱してるでしょ？」

「そ、そんな自覚はないけど……」

「……まあいいわ。私としては、この世界で一生過ごさなくてもいいって分かっただけでも、本当にほっとしたわ」

　安あん堵どした様子の神楽坂さんだったが、表情を真剣なものに変えると、邪じゃ獣じゅうたちの襲撃が終わった街を見つめる。

「色々と不満なことも、納得できないこともあるけど、こうしてこの世界の人たちが『邪じゃ』とかいうヤツのせいで危険な目に遭っているなら、私は皆みんなの力になりたい。皆のために戦いたい。アンタの力でいつでも地球に帰れるって分かったからこそ、余裕を持った心で、そう思えるわ」

「神楽坂さん……」

「だから、私はもう少しこっちの世界に残るわ。またアイツらが襲ってくるかもしれないし。アンタも私と同じで高校生でしょ？」

「え？　あ、はい」

「なら分かると思うけど、今はちょうど夏休み中だし、少なくとも夏休みの間は、ここであのバケモノたちを警戒してるわ」

　この人、本当にいい人だなぁ。

「分かりました。じゃあ、夏休みが終わる頃に、また迎えに来ますね」

　────思いがけないところで神楽坂さんと再会することになったが、無事に今回の襲撃を乗り越えることができてよかった。いずれ襲ってくるであろうアヴィスの言葉を思い出しながら、俺は一度深呼吸をしたのだった。




　　　　＊＊＊




「……いや、本当に、色々なことがありすぎだ……」

「肯定。お疲れ」

　あの襲撃の後、無事帰宅することができた俺たち。

　結局復興作業やら何やらで、俺たちに構うだけの余裕がレガル国にはなくなってしまったので、俺はお役御免ということで一足先に帰らせてもらったのだ。

　まさか神楽坂さんとあんな形で再会するとはなぁ……って、そういえば、俺が地球からこの異世界に来てることは、この世界の人たちには秘密にしてもらうように頼むのを忘れてた！

　……まあでも、わざわざ俺のことを神楽坂さんに訊きくような人もいないだろうし、大丈夫……なのかな？

　レクシアさんたちは復興の手伝いやら外交やらがあるとのことでレガル国に残り、神楽坂さんもまだ地球には帰らないとのことだったので、帰りはいつものメンバーと気ままな状態で戻ってくることができた。

　帰る際は人のいない場所を確認して、転移魔法で直接家まで帰ってきている。馬車を使って移動すると時間がかかるからね。

　というわけで、色々あって疲れているわけだが……。

「……なんか、外が騒がしくないか？」

「肯定。何かが争ってる音がする」

　なんと、帰ってきて早々に、賢者さんの家の庭の外が、妙に騒がしいことに気付いた。

　疲れているので本当なら無視したいが、予想以上に激しく争っているらしく、家の中にまで振動が伝わってくる。

　このままだと落ち着けないので、俺たちは仕方なく外を確認しに出た。

「ガアアアアアア！」

「グガアアアアアア！」

　すると、そこには激しく戦っている、初めて見る魔物の姿が。

　見た感じ、オーガとゴブリンっぽいが……。

「な、何だ？」

「不明。ただ、すごい必死」

　ユティの言う通り、オーガもゴブリンもお互いに一歩も引く様子はなく、ただひたすらに目の前の敵を殺すことだけに集中していた。

　ひとまず、初見の魔物であるので、二体とも【鑑かん別べつ】してみる。





【カイザー・オーガ】

レベル：２、魔力：５０００、攻撃力：５００００、防御力：１００００、俊敏力：３０００、知力：１０００、運：１０００







【エンペラー・ゴブリン】

レベル：２、魔力：３０００、攻撃力：４５０００、防御力：５０００、俊敏力：１００００、知力：１０００、運：１０００






　いやいやいや、強いな!?　というより、なんでこんな魔物がここに？

　少なくとも、この賢者さんの家の周辺では見たことがない。

「一体何が……ん？」

「質問。どうしたの？」

「あ、いや……あの二体の間に、妙な石が落ちてるなぁと……」

「石？」

　そう、激しく争っている魔物の間に、綺き麗れいな青色の、卵のような形をした石が落ちているのだ。

　今までこんな石は見たことがなかったので、つい不思議に思っていると、何故なぜか今まで争っていたカイザー・オーガとエンペラー・ゴブリンが、そんな俺の視線に気付いたようで、戦うのを中断して、急に賢者さんの家に向かって襲い掛かってきた。

「「ガアアアアアアアアアア！」」

「な、何なんだよ！」

「……推測。あの二体、あそこの石を巡って争ってる」

「ええ!?　な、何で!?」

「不明。でも、ユウヤがあの石を欲しそうに見つめたことで、ユウヤも敵だと思われたみたい」

「理不尽過ぎない!?」

　別にあの石が欲しいなんて思ってないよ!?　そもそも何なのかすら分からないし！

「てか、何で急にこんな魔物が？　ゴブリン・ジェネラルやブラッディ・オーガより強いみたいだし……」

「王者。あいつら、オーガとゴブリンの王たる種。つまり、頂点」

「ええ!?　つまり、ゴブリンやオーガ系の種族で最強ってこと!?」

「肯定」

　本当になんでそんな魔物が、俺の家の前で争ってるんですかねぇ！

　だが、このまま家の前で争われるのも困るし、何よりこうして俺は敵と見定められてしまったようだ。

「それなら……！」

　俺は【絶ぜつ槍そう】を取り出すと、【魔ま装そう】で体を強化し、さらに『邪』の力も解放しつつ、全力でカイザー・オーガ目掛けて【絶槍】を投とう擲てきした。

　過剰な攻撃かもしれないが、確実に仕留めるために、俺は全力を出す。

　その結果、俺の投げた【絶槍】はとんでもない速度で飛んでいき、そのままカイザー・オーガの上半身を消し飛ばした。

「ガア!?」

　隣にいたエンペラー・ゴブリンには、いきなりカイザー・オーガの上半身が消えたように見えたらしく、驚いてその方向に顔を向ける。

　だが、その隙を俺は逃さず、すぐさま【無む弓きゅう】を取り出すと、エンペラー・ゴブリン目掛けて矢を放った。

「ガアア？　グガアアア!?」

　何かが向かってきていることに気付いたエンペラー・ゴブリンは、すぐに手にしていた剣で見えない矢を防ぐ。

「ガアアアアアアアアア！」

　そして、怒り狂った様子で俺に叫び声をあげるが、エンペラー・ゴブリンが矢を防いでいた間に、手元に帰って来ていた【絶槍】を、再び全力で投擲した。

　すると、先ほどのカイザー・オーガと同じように、エンペラー・ゴブリンも【絶槍】には対応できず、そのまま上半身が消し飛ぶと、光の粒子となって消えていった。

　ただ、残念ながらドロップアイテムは落とさなかったようだ。




『レベルが上がりました』




「へ？」

　すると、何だか久しぶりに見たそんなメッセージに、思わず気の抜けた声を上げる。

　急いでステータスを確認すると、確かにレベルが一つだけ上がっていた。





【天てん上じょう優ゆう夜や】

種族：人間（超越種）、職業：なし、レベル：２、魔力：１２０００、攻撃力：１８０００、防御力：１８０００、俊敏力：１８０００、知力：１１５００、運：１８０００、ＢＰ：１００






「あれ？」

　俺はレベルが上がったタイミングで、今までと違うあることに気付いた。

　進化して【人間（超越種）】とやらになる前は、一つレベルが上がるごとに10ずつステータスが上昇していたのだが、今は１０００も上昇している。これも進化したことによる恩恵なんだろうか？

　とりあえず、レベルが一つ上がることで獲得できるＢＰには変化がないようだ。今の１００をどのステータスに振り分けるかを考えよう。

　……さっきもドロップアイテムを落とさなかったし、何より最近は大変なことに巻き込まれすぎだからなぁ。少しでも運を上げておくか。

　微々たるものかもしれないが、俺はＢＰのすべてを運へと割り振った。

　その結果がこれだ。





【天上優夜】

種族：人間（超越種）、職業：なし、レベル：２、魔力：１２０００、攻撃力：１８０００、防御力：１８０００、俊敏力：１８０００、知力：１１５００、運：１８１００、ＢＰ：０






　たかが１００。されど１００だ。この運の数値に少しでも効果があることを祈るしかないな。

　二体の魔物を倒し、ステータスも割り振ったことで一息ついていると、ユティが一つ頷うなずいた。

「感心。ユウヤ、強くなってる。今はもう、私じゃ勝てない」

「そ、そうか？」

　ウサギ師匠との修行に加え、イリスさんとも修行をするようになり、今までよりも力はついたと思うが……。

　ひとまず俺は、先ほどの魔物たちの争いの元らしい、地面に落ちている石を見に行く。

　ここに置いておくと、また魔物が家の前で争うかもしれないので、回収した。

「それで……これ、何だと思う？」

「不明。さあ？」

「わふぅ」

「ふご」

　回収した石らしきものを家の中で改めてじっくりと観察する。

　ただ、ユティやナイト、アカツキにもよく分からないらしい。

　となると、もう訊きける相手はオーマさんだけになるのだが……。

『ほぉ！　これはまたとんでもなく珍しいモノを拾ったな？』

「え、オーマさんはこの石が何なのか知ってるの？」

『ああ。ちなみにだが、石ではなく卵だな』

「あ、卵なんだ……え、卵!?」

　さすが創そう世せい竜りゅうというか、この綺麗な青色をしたこの石──否いな、卵の正体を知っているらしい。卵型だなとは思ってたけど、まさか本当に卵だとは……。

　となると、気になるのはこの卵が一体何の生き物なのかということになるが……。

　得意気な表情で頷いたオーマさんだったが、その表情はすぐに曇った。

『……まあ、確証はないがな』

「ええ!?」

『仕方がなかろう。もし我の想像通りの生き物の卵だとすれば、とんでもなく珍しいモノだ』

「そ、そこまでですか？」

『確かめるためにも、早く孵かえしてみるのだ』

「孵してみるのだって……いや、そんなすぐには孵らないでしょう？　それに、今さらですけど俺が勝手に育てていいんですか？」

『本当に今さらだな……安心しろ。もし我の予想が当たっていれば、そやつはアカツキと似たタイプで、親を持たない種族のはずだ』

「で、でも、もし違ったら……」

『ええい、まどろっこしい！　いいから早く孵すのだ！』

　オーマさんは俺の足をペシペシと叩たたく。

「わ、分かりましたよ。それで、どうすれば孵せるんですか？」

『うむ。その卵に、ユウヤの魔力を流すのだ』

「ふむふむ……それから？」

『それだけだ』

「それだけ!?」

　ウソ、それだけで孵るの!?　卵なんだから、温めたりとかしないといけないんじゃないのか？

　俺の疑問が顔に出ていたようで、オーマさんは呆あきれた様子で続ける。

『あのなぁ……その卵は鶏の卵などとは違うのだぞ？』

「そ、それもそうですね。なら早速……」

「期待。ワクワク」

　ユティもどこか楽しそうに卵を見つめていた。

　それはナイトたちも同じで、興味深そうに俺の手の中の卵を見つめている。

　そんな視線を受けながら、俺が魔力を卵に流し込むと、徐々に卵が温かくなってきた。

「あっ」

　卵にヒビが入り、徐々にそのヒビが広がっていく。

　そして、ついに卵の中からその生き物が顔を見せた。




「────ぴ。ぴぃ。ぴぃ」




[image: ]

「うわぁ……」

　中から出てきたのは、透き通るような青い羽をもつ、小さい鳥だった。

　その鳥は、最初こそ生まれたばかりで目が慣れていないのか、目を瞑つぶったままただ鳴いているだけだったが、やがて目を開くと、俺をまっすぐに見つめる。

「ぴ。ぴぃ！　ぴぃ！」

「か、可か愛わいい……」

「わん！」

「ふご〜」

　ナイトとアカツキも俺の言葉に頷き、俺の手の中で元気よく鳴く鳥を見ていた。

「綺き麗れい。まるで青空そのもの」

　ユティも俺の手の中の鳥を前に、表情をほころばせる。

　ただ、オーマさんだけは別の意味で興奮していた。

『おお！　やはり我の予想通りであったか！』

「え？」

『その鳥は、【鸞らん】という聖鳥だ。先ほども言ったが、種族のタイプとしてはアカツキに近い』

「ふご？」

　オーマさんの言葉に出されたアカツキは、よく分かっていないようで首を傾かしげていた。

　そんなアカツキの様子に、オーマさんは苦笑いしながらも続ける。

『……まあ、アカツキと違う点と言えば、【邪じゃ】に対抗するための聖なる力は持っているが、その本質が別にあるところだな』

「別に？　それって何なんです？」

『その鳥は、この世界に真の王に相応ふさわしき者が生まれた際に、その者を導くために現れると言われているのだ』

「へ、へぇ……」

　何だかよく分からないが、話がすごく壮大だ。何なんだ？　真の王って……。

「……ん？　ってことは……やっぱり俺が孵しちゃまずかったんじゃないか!?」

『む？　何故なぜだ？』

「何故って……その真の王様？　に相応しい人のところに行かなきゃいけないんでしょ？」

『ああ。だから、ここにいるのだろう？』

「……………………は？」

　俺はオーマさんの言ってることの意味が分からず、つい間抜けな声を出した。

　しかし、オーマさんは呆ほうけている俺に対し、もう一度ハッキリと口にした。

『だから、ユウヤ。お主が真の王に相応しい人物だからこそ、ここに現れたのだろう』

「……」

　呆れた様子でそう言うオーマさん。

　それに対し、俺は────。

「えええええええええええええええ!?」

　ただただ絶叫した。

　いや、おかしいでしょう!?　何!?　真の王って！　そんなものになった覚えは────。

　そこまで考えて、俺は今日手に入れたばかりの称号────【聖王】の存在を思い出した。

「あの称号かあああああああ！」

「驚きょう愕がく。ユウヤ、王様？」

「わふ」

「ふご」

　ナイトたちも俺のことを驚きの目で見てくるが、一番驚いているのは俺だ。

　何なんだ、真の王って！　そんなものになった覚えはありません！

　すると、俺の手の中にいる青い鳥は、可愛く首を傾げた。

「ぴ？」

「……いやもう、可愛いから何でもいい気がしてきた」

『本当に妙なところで大物だな!?』

　別に大物だなんて言われる器じゃないけど、この可愛さの前では何だっていいよね。それに、真の王とか言われて驚いたけど、正直なところ、実感なんて全然湧かない。

　ある程度納得した俺は、ふと気になることをオーマさんに訊く。

「そういえば、この鳥はオーマさんから見ても珍しいってことでしたけど、どれくらい珍しいんです？」

『そうだな……この星の創世から生きる我が、その姿を見たのはこれまでに一回だけ、と言えば分かるか？』

「マジですか!?」

「驚愕。それはとんでもない」

　何度も言うが、オーマさんはこの世界ができた時から生きているのだ。

　そんなオーマさんが、たった一回しか見たことないというレベルなのだから、その珍しさはかなりヤバいだろう。

『だからというか、我もその鳥の詳しい生態は知らん。どのような能力を持っているのかもな』

「な、なるほど……」

「ぴー？」

　俺は手の中で大人しくしている青い鳥に、【鑑かん別べつ】のスキルを発動させてみた。





【鸞】

レベル：１、魔力：──、攻撃力：──、防御力：──、俊敏力：──、知力：──、運：──

スキル：【黄泉よみ返りの進撃】、【蘇そ生せい】、【王者の導き手】、【青炎】






「な、何だこれ……」

『……とんでもないな、これは』

　俺と同じようにステータスを見ることができるオーマさんは、俺と同じく絶句していた。

　まず、ステータスがどれも表示されておらず、スキルの名前しか分からないのだ。

　そして、そのスキル名もヤバそうな雰囲気を感じるものばかりだ。

　何？　この【蘇生】って。死なないの？

　それに、【黄泉返りの進撃】って……ヤバそうな言葉しか並んでない。

　あとはこの鳥の見た目通りの【青炎】って言うのと、オーマさんの言っていた【王者の導き手】っていうスキルだが……どれもピンとこない。効果は何なんだ？　【青炎】は言葉通り青い炎を操るとかって感じだろうけどさ。

「オーマさん……」

『先に言っておくが、我はこやつのスキルを一つも知らんからな』

「うっ」

　訊きこうと思っていたが、先に言われてしまった。

　でも、オーマさんですら知らないスキルって……謎すぎる。

　見た目だけは超可愛い鳥なのになぁ。

　思わず手の中の青い鳥を見つめると、青い鳥は恥ずかしそうに顔を羽で隠し、体をくねらせた。

「ぴ、ぴぃ」

「可愛い」

『さっきからそれしか言っておらぬな』

　だって可愛いんだもん。

　思わず頰を緩めていると、ユティが言った。

「疑問。この子の名前、どうするの？」

「え？」

「確認。この子も、家族になるんでしょ？」

「ぴ？　ぴぃ！」

　ユティの言葉に同調するように、青い鳥は何度も頷うなずき、俺を期待の眼まな差ざしで見つめてきた。ま、眩まぶしい……！

「お、俺にはたいしてネーミングセンスはないんだけど……」

　ただ、ナイトたちに名前を付けた時と同じで、この子を一目見た時、澄み切った青空を想起したことを思い出した。

　だから……。

「お前は……シエル。シエルって名前は、どうだ？」

　確かフランス語で『空』って意味だったはずだけど……。

「ぴぃ！　ぴぃ！」

　俺の言葉に青い鳥……改め、シエルは嬉うれしそうに手の中を飛び回った。

「よかった。それじゃあ、よろしくね、シエル」

「ぴぃ！」

　こうして、ひょんなことから俺の家に、新しい家族がまた一人増えたのだった。











第四章　彼氏（仮）無双









「ぴぃ！　ぴー！」

「はは、散歩、楽しいか？」

「ぴ！」

　俺は今、生まれたばかりのシエルを連れて、地球を散歩していた。

　というのも、シエルにも地球のことを知ってほしいからな。

　本当ならナイトとアカツキも一緒に散歩したいところだったが、オーマさんが相変わらずお留守番になってしまうということで、ナイトたちはオーマさんのために家にいることにしたのだ。

　うーん……何とかしてオーマさんに地球を案内してあげたいが、そうするためにはまず竜であることがバレないようにしないといけないからなぁ。

　何かの拍子にバレてしまえば、大変なことになる。

　だからこそ、今のところ残念ながらオーマさんには家にいてもらうしかないのだ。

「ぴ、ぴ、ぴ〜♪」

「楽しそうだな」

「ぴぃ！」

　シエルは俺の右肩に止まっており、楽しそうに歌を唄いながら、俺の頰に体を擦り寄せてきた。

「お、何だ？」

「ぴぴ。ぴー！」

「可か愛わいいなぁ」

　シエルはまるで『大好きー！』と言わんばかりに、俺に懐なついてくれている。

　もしかしたら、卵から孵かえした俺のことを親だと認識しているのかもしれないな。

　鳥であるシエルが地球に居てもおかしくはないが、やはりとても綺き麗れいな青い羽と、何よりリードもなく俺の肩に大人しく止まっている姿は珍しいようで、道行く人から好奇の目で見られた。まあこればかりは仕方ないなぁ。アカツキも珍しいっちゃ珍しいので、よく視線を向けられるし。

　そんなことを思いながら歩いていると、王おう星せい学園の近くまで来ていた。

　すると、不意に後ろから声をかけられる。

「あら？　優ゆう夜やさん？」

「ん？　あ、佳か織おり！」

　声の方に振り向くと、そこには佳織の姿が。

　夏休み中であるにもかかわらず佳織が制服を着ているってことは、恐らく学校に用事があるのだろう。

「奇遇ですね！　お散歩ですか？　って……その子は？」

「ああ、この子は俺の新しい家族で、シエルって言うんだ」

「ぴ！」

　俺の紹介を受けて、シエルは小さい羽を上げ、挨拶をする。可愛い。

　その様子に、佳織も俺と同じ感想を抱いたようで、目を輝かせた。

「シエルちゃんですか！　あの、もしかしてシエルちゃんもナイトさんたちと同じで？」

「うん、向こうの世界の生き物だよ」

　佳織は俺の家の扉の存在を知っており、向こうの世界にも行ったことがあるため、シエルが地球の生き物じゃないことにすぐ気付いたようだ。

　そんなやり取りをしていると、俺は美み羽うさんとの約束を思い出し、せっかくなので佳織に相談してみることにした。

　というのも、今度美羽さんの彼氏役として、美羽さんのお父さんと会うことになっているため、スーツなどの正装を準備する必要がある。だが、どこでスーツなどを購入すればよいかなど、俺にはまるで分からなかったのだ。

　ただ、美羽さんの家庭事情も絡からむ問題なので、詳しいことを佳織に話すわけにもいかず、かなりふわっとした説明で佳織に相談すると……。

「うーん……ひとまず、優夜さんは正装が必要で、それをどこで用意したらいいのか分からないってことですよね？」

「うん、そうなんだ」

「でしたら、父に訊いてみましょう！」

「え、司つかささんに？」

　急にその名前が出てきたので、少し驚いていると、佳織は頷いた。

「はい！　実は私も父に用事があったので、こうして制服姿で学校に向かっていたんです。今日、父は学校で仕事をしているので……」

「なるほど……あ、でも俺、今、制服着てないけど大丈夫かな？」

「大丈夫ですよ！　それじゃあ行きましょう！」

　佳織のおかげで学校の理事長である司さんと会えることになった俺は、一旦シエルを転移魔法で家に届けた後、そのままあっさりと王星学園の理事長室にたどり着いた。

　すると、司さんは仕事の方がちょうどひと段落ついたところらしく、俺たちに話しかけてくれる。

「すまない、待たせたね」

「い、いえ！　俺の方こそ、いきなり押しかけてしまってすみません……」

「いや、構わないよ。最近は君と会う機会も少なかったし、近況も聞いておきたかったからね」

　そう朗らかに笑う司さんを見て、本当にいい人だなぁとつくづく感じさせられた。

　……本当なら、こういうことって両親に相談したりするんだろうけど、俺は事情が特殊だからね。

　それにしても、こうして今回の相談相手として最高の司さんと出会えたことを考えると、運のステータスを上げておいてよかったなと思う。

「そういえば、佳織や他の友人たちと一緒に、うちの別荘に遊びに行ったそうだね。どうだった？」

「あ、はい！　とても楽しく過ごせました。改めて、誘っていただき、ありがとうございました」

「はははは。そう畏かしこまらないでくれ」

「そうですよ！　私も皆さんと一緒に過ごせて、本当に楽しかったんですから」

　朗らかに笑う司さんと佳織に、俺は頭が上がらない。この人たち、本当にいい人だよな。尊敬できるし、俺も大人になったなら司さんみたいな人になりたいものだ。

　すると、司さんはどこか嬉しそうに優しく微ほほ笑えむ。

「佳織は、私のせいもあって、これまで中々対等な関係の友人ができなかったようでね。中学時代も肩身の狭い思いをさせてしまった。でも、君が来てからは、他にも友人ができて、いつも楽しそうに学校のことを話してくれるよ。本当にありがとう」

「お父様……」

　そう言うと、司さんは頭を下げたので、俺は思わず慌ててしまった。

「そそっ、そんな！　俺の方こそ！　佳織さんには何度も助けてもらってます！　……それどころか、俺も今回の夏休みのように、友達と遊べるなんて思ってもいませんでした。だからこそ、この学園に編入することができて本当に良かったと思っています」

　俺の方からも頭を下げると、司さんは苦笑いを浮かべる。

「はは。このままだと、お互いに頭を下げ合うだけで日が暮れてしまうね」

「そ、そうですね」

「それで、私に用事があったみたいだけど、どうしたのかな？」

「あ、はい。実は……」

　俺は早速、司さんに相談したかったことをまとめて、美羽さんの話をぼかしながら伝えた。

　やっぱり美羽さんの家庭事情も絡む問題だから、あまり詳しい話はできない。

　何とか要点だけをまとめて説明すると、司さんは興味深そうに俺を見る。

「ふむ……君には佳織のことで色々と助けられているからね。正装としてスーツが欲しいというのなら、私が用意しようか？」

「い、いえ！　大丈夫です！　自分で買いますから！」

「そうかい？　まあ、人に買ってもらうより、自分で用意したほうが色々と都合がいいか。ひとまず、どんな公の場でも恥ずかしくない服が欲しい、ということでいいのかな？」

「は、はい。恥ずかしながら、そう言ったものはどこで用意するべきなのかとか、どれくらいの費用がかかるのかとか、どの程度のものを用意すればいいのかとか、よく分からなくて……」

「そうだな……なら私のよく行く店に今から行こうか」

「へ!?」

　あまりにも唐突な展開に驚きの声を上げてしまう俺だったが、あれよあれよとそのまま司さんに連れられて、スーツショップへと向かうのだった。
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「ううむ……こうしてみると、非常に悩ましいな……」

「そうですね……」

　司さんに連れられ、そのまま、高級そうなスーツショップへと到着した俺だったが、お店についてすぐに様々なスーツを着せられていた。

　ちなみに、佳織もそのまま俺たちについてきたので、俺にスーツを決めるためのアドバイスをしてくれている。女性の意見と男性の意見はまた違うものになるだろうしな。

　そんなことを考えていると、司さんがため息を吐ついた。

「これは困ったね……」

「え？　そ、そんなに似合わないですか？」

　似合わなさ過ぎて、どれを選んでも酷ひどいというのなら、完全にお手上げなんだが……。

　そう思っていたが、どうやら違うらしく、司さんは首を振った。

「いや、逆だよ」

「逆？」




「優夜さんはどのスーツも似合い過ぎるんです」




「ええ!?」

　佳織の言葉についつい驚いてしまったが……本当だろうか？

「スーツと言っても、様々なパターンがあるからね。生地の違いからボタンの数、襟の作りなど……それらを上手うまく組み合わせて決めるわけだけど、どうも優夜君はどれを着ても似合ってしまうからな……贅ぜい沢たくな悩みだよ」

　司さんに笑顔でそう言われた俺は、思わず照れてしまった。

　スーツの良しあしはよく分からないが、そんな風に言われるとね……。

　とはいえ、なかなか決まらないのに変わりはなく、司さんたちも思わず唸うなっていると、新しいお客さんが店に入って来た。

「────あら？　貴方あなたは……優夜君？」

「え？　あ、光ひかるさん!?」

　なんと、お店に入ってきたのは、以前美羽さんと一緒に雑誌のモデル撮影をした際に、カメラマンを務めていた光さんだった。

「奇遇ね〜。しかも、こんなところで会うなんて……」

「そうですね。そういえば、光さんもスーツを買いに？」

「ええ。今度の撮影でスーツを使おうと思っててね……って、あら？　そちらの方は……」

　司さんたちに気付いた光さんだったが、どうやら司さんは光さんのことを知っていたようで互いに挨拶をしていた。

　そんな中、司さんは名案を思い付いたといった様子で、俺のことを光さんに相談する。

　すると、司さんの話を聞いた光さんは、目を輝かせた。

「なるほど、優夜君のためにスーツを買いに来たものの、なかなか決められないと……」

「そうなんです」

「なら、私に任せなさい！」

「え？」

「ここで会ったのも何かの縁よ。この道のプロである私が、優夜君にバッチリ合ったスーツを決めてあげるわ！」

　光さんのその一言で、俺のスーツ選びが再び始まったわけだが……さすがプロ。司さんたちがあれだけ悩んでいた俺のスーツを、すぐに決めてしまった。

「確かに優夜君はどれを着ても似合うけど、話を聞いた限り、なるべく真面目に見られた方がよさそうだし、ここはイギリスタイプのスーツがいいと思うの。イタリア系もセクシーで優夜君にはピッタリなんだけど、ここはカチッと決めたところを見せたいしね。あとはスリーピースの方が似合ってて────」

　次々と飛び出すスーツ関連のワードだが、残念ながらどれも俺には理解できなかった。

　とはいえ、光さんが協力してくれたおかげで、なんとか俺の買うスーツが決定した。

「どうかしら？」

「うん、いいんじゃないか？」

「とてもお似合いです！」

　光さんだけでなく、司さんたちからも好評だったこともあり、光さんコーディネートのスーツ一式を購入する。

　スーツを購入し終えた俺は、改めて光さんに感謝の言葉を告げた。

「光さん、ありがとうございました！」

「いいのよ、気にしないでちょうだい！　私としても選びがいがあったし、何より楽しかったから」
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「そ、そうですか？」

「そうよ！　優夜君はもっと自分に自信を持ちなさい。詳しい話は分からないけど、優夜君自身がしっかりしないと、その服に負けちゃうわよ？」

「……はい！」

　光さんの言う通りだな。

　せっかく選んでもらったんだ。この服に恥ずかしくないよう、せめてこのスーツを着ている間だけでも堂々としていよう。

　そんなことを考えながら、俺は人生初のスーツを手に入れたのだった。
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「────さすがにあの程度の邪じゃ獣じゅうの群れならば、簡単に駆逐してのけるか……」

　優夜が神楽かぐら坂ざか舞まいと協力して邪獣たちを倒し終えてから数日後、【世界の廃はい棄き場】に戻っていたアヴィスは少し感心した様子で呟つぶやいた。

　そんなアヴィスは自身の手を見つめ、何度か動かすと、そのまま掌てのひらを【世界の廃棄場】へとかざす。

　そんな掌から、一筋の極細の黒い光が飛び出した。

　その光は【世界の廃棄場】を駆け抜けると、静かに消えていく。

　────そして、黒い光が走った空間は、黒い閃光によって切り裂かれ……弾はじけた。

　すさまじい破砕音と共に、空間が爆はぜ、【世界の廃棄場】のすべてを黒い爆炎が包み込む。

　元々何も存在しなかった【世界の廃棄場】だったが、アヴィスのその一撃で、完全にすべてが消滅してしまった。

　まるで世界の一部がくり抜かれ、何もなくなったそこには、不毛な大地が広がるわけでもなく、何もない真っ黒な『無』の空間が広がっている。

「────ハハ。素晴らしい。素晴らしいぞ……！」

　その光景を前に、狂ったように笑うアヴィスは、再び自身の手を見つめた。

「これが……これこそが『邪じゃ』の真の力か……！　見ろ！　これぞ『無』を与える一撃！　文字通り、すべてが消し飛んだのだ！　ハハハハハ！」

　アヴィスの言う通り、その一撃は異世界の表面上を更地にするような力ではなく、文字通り攻撃対象の存在そのものを『無』に帰す恐ろしい力だった。

「ふう……ようやく完全な力がこの体に馴な染じんだのは良かったが……なるほど、どうりで、あの異分子を今まで見つけられなかったわけだ」

　自身の力を確認したアヴィスは、虚こ空くうを見つめながらそう呟く。

　その視線の先には、優夜の姿がハッキリと映っていた。

「────【大だい魔ま境きょう】。まさか、あんなところに人間が住んでいるとはな……」

　狂気に満ちた瞳を輝かせ、アヴィスは獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「力も馴染んだ……ついにお前を殺す時が来たぞ、異分子よ……！」

　アヴィスは大きく笑うと、そのままどす黒い靄を纏まとい、溶けるようにして消えていくのだった。
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　スーツを買ってから数日。

　光さんに選んでもらったスーツは、サイズ感もバッチリだし、生地などもとても上等なモノだった。

　しかも今は、【ロイヤルシルクのシャツ】や【龍神の革靴】といった、賢者さんから貰もらったものも身に付けている。これらは地球で買うよりも圧倒的に上質だろうしね。

「緊張するなぁ……」

　美羽さんとの待ち合わせ場所に早めに来ていた俺だったが、その場所も高級な店が立ち並ぶようなところであり、普段は来ることがまずない。

「って言うか……美羽さんのお父さんって何者なんだろう？」

　話を聞いていた感じだと、とてもお金持ちっぽいけど……。

　美羽さんの父親がどんな人なのか気になるが、それ以上に今は自分のことで精いっぱいだった。

「へ、変じゃないかな……大丈夫かな……」

　しかも今回は、美羽さんの彼氏役として恥ずかしくないように、ちゃんと髪もセットしてきたのだ。

　今までは散髪屋さんで軽く切り揃そろえてもらうだけだったから、髪をセットしてもらうのは新鮮だった。

　そんな俺の姿だが、いつも以上に道行く人から見られている気がして、やはり落ち着かない。

　わざわざ立ち止まって、俺の方をじっと見てくる人までいるのだ。まあ……よそ見しながら歩くよりは危なくないだろうけど……。

　あまりソワソワしてるとみっともなく見えてしまうので、スキル【心身統一】や【精神強化】を駆使して、自然体で待ち続けた。

　そして────。

「優夜さん！　遅くなり……ました……」

「美羽さん？」

　綺き麗れいなドレスを着た美羽さんが、俺を見つけて手を振ってくれたが、その言葉がどんどん小さくなっていく。

　よく見ると、美羽さんの後ろに父親らしき人物も見える。

　俺は急いで美羽さんたちのもとに向かった。

「すみません。大丈夫ですか？」

「はっ!?　だ、大丈夫です！　ただ、その……」

　俺の方をチラチラと見ては、顔を赤くする美羽さん。あ、あれ？　この格好っておかしいのかな!?　実は壮絶に恥ずかしい格好をしちゃってたりするのか!?

　慌てて自分の格好を見直したいが、美羽さんのお父さんらしき人のいる前で変な行動はできない。

　慌てる気持ちをぐっと抑え、美羽さんに訊きいた。

「あの、美羽さん。そちらの方が……？」

「あ！　す、すみません。この人が、私の父の────」

「────御み堂どう秀ひで幸ゆきだ。娘が世話になっているようだね？」

　鋭い視線を向けてくる美羽さんのお父さん……秀幸さん。

「とんでもありません。……天てん上じょう優夜と申します。私の方こそ、美羽さんには大変お世話になっております」

「ほう？」

　俺が何の緊張もなく自然に返したことで、秀幸さんは微かすかに目を見開いた。

　普通ならここで滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ緊張するんだろうが……予想以上に俺は落ち着いた状態で挨拶することができた。

　それはおそらく、最近アルセリア王国やレガル国の国王といった、とてつもなく偉い人たちと実際に出会っていたからだろう。おかげでついさっきまではすごく緊張していたのだが、今は落ち着いている。

　そんな俺に対し、秀幸さんは案内するように背を向けた。

「今日のために食事を予約してある。ついてきなさい」

　秀幸さんの後をついていきながら、俺はコッソリとため息を吐ついた。

　ひとまず、第一関門は突破できたみたいだ。門前払いされたらどうしようかと思ってたからな。

　そのまま案内されたのは、もう見るからに高級そうなレストランだった。あ、ヤバい。俺、テーブルマナーとか全然分からないんですが!?

　必死に焦あせる気持ちを抑えつつ、俺たちは四人掛けの席へと案内された。

　それを見て、美羽さんが不思議そうに秀幸さんに尋ねる。

「お父さん。今日は三人だけなんじゃ……？」

「──いいや。ここにはもう一人、美羽に来ている縁談の見合い相手にも同席してもらうことになっている」

「え!?」

「……」

　美羽さんは秀幸さんの言葉に驚いている。俺ももちろん驚いているが、美羽さんも聞かされてなかったみたいだな……。

　そんな美羽さんの驚きをよそに、秀幸さんは淡々と続けた。

「せっかくだからな。美羽の連れてきた彼氏と、私が紹介する見合い相手を会わせてみようと思ってな」

「そ、そんなこと、一言も……！」

「何だ？　私の行動に文句があるのか？」

「っ！」

　秀幸さんの鋭い視線を前に、美羽さんは黙ってしまった。

　うわぁ……秀幸さん、完全に美羽さんの言葉を聞く気がないよなぁ……。

　俺としても、まさか美羽さんのお見合い相手が来るとは思っていなかった。ただ、こうなったからには、美羽さんの彼氏役として恥ずかしくない振る舞いをするしかない。

　それよりも……テーブルマナー、マジでどうしよう……。

　まずは秀幸さんと何か話さないといけないなと思っていたところ、席についてすぐ、そのお見合いの相手らしき人物がやって来た。

「すみません、秀幸さん。つい仕事が長引いてしまって……」

　現れたのは、質のいいスーツをお洒しゃ落れに着こなした、二十代半ばくらいの男性だった。

　短めの茶髪に整った顔立ちで、デキる若社長って感じがする。

　ヤバい、すでに負けてない？　俺。

　見てよ？　俺の格好。どうみてもスーツに着られてるって感じ。それに対して、目の前の男性は完璧にスーツを着こなしてるんだよ？

　年上としての余裕も感じられるし……ど、どうしたらいいんだ？

　すると、現れた男性を見た秀幸さんは、今日初めての笑みを浮かべて立ち上がった。

「いや、問題ないよ。わざわざすまなかったね」

「そんな！　秀幸さんのお誘いですし、何より僕も、美羽さんとお話がしたかったので！」

「ははは。そう言ってもらえると嬉うれしい限りだ」

　コミュニケーション能力もすごい。いじめられっ子だった俺じゃあどう考えても太刀打ちできないよね？

　……俺から見ると、何だかすごそうな人だし、美羽さんの相手にとっても相応ふさわしいと思うが、当の本人である美羽さんがこのお見合いが嫌だって話だしな……。

　す、すでに完敗してるけど、最後まで足搔あがくぞ……！

　そんな決意をしている俺に、男性はふと視線を向けてくる。

「それで、こちらが……っ!?」

「？」

　男性は俺を見ると、驚いた様子で目を見開いた。ど、どうしたんだろう？

　というより、今は俺が一番立場として下なんだよな……。

　俺は立ち上がると、男性に頭を下げた。

「美羽さんとお付き合いさせていただいてます、天上優夜と申します」

「美羽さんと、お付き合い、ねぇ……？」

　俺の言葉に不穏な気配を纏う男性。そ、そりゃそうだよねぇ！　見合い相手に彼氏がいるなんて思わないもんなぁ！

　で、でも、めげるな、俺！　美羽さんのためだ！

「俺は山やま野の悠ゆう馬ま。まあよろしくね」

　あ、どう見ても敵視されてしまいましたね。どうしよう、お腹なか痛くなってきた。

　いきなり不穏な気配が漂う中、ついに会食がスタートしてしまった。

　テーブルマナーなんて俺には全然分からないが、もうここまで来たんだ、雰囲気だけで乗り切ってやる……！

　俺は、いかにも余裕がありますよ？　といった態度を意識しつつ、優雅に見えるように気を配りながら食事をしていく。

　果たしてそれがよかったのかは分からないが、特に誰かに指摘されるようなことはなかった。い、いけてますか、俺！　このまま頑張ります！　ただ、気を張りすぎて味が分からないのが申し訳ないです！

　だが、そんな俺の頑張りも、いざ会話が始まってしまうと意味がなくなった。

　というのも、基本的に秀幸さんと悠馬さんがにこやかに会話をしているだけで、俺も、何なら美羽さんですら蚊か帳やの外になってしまったのだ。

　ここまでくるといっそ清すが々すがしく、黙々と食事を続けていると、美羽さんがコッソリと話しかけてきた。

「……優夜さん、すみません。こんなことに巻き込んだ上に、こんな対応で……」

「いえ、大丈夫ですよ。俺はただ、美羽さんの彼氏役として恥ずかしくないようにってことだけを考えてるので。まあ、あの二人の会話に入っていけないのは、美羽さんの彼氏役としては減点かもしれませんが……」

「優夜さん……」

　俺の本心からの言葉に、美羽さんは頰を染めた。

　すると、そんな俺たちの様子が目に入ったようで、悠馬さんが俺に話を振ってきた。

「ずいぶんと仲がいいみたいだね？」

「ええ、まあ。お付き合いさせてもらっているので」

「……聞いてなかったけど、君と美羽さんは一体どこで知り合ったのかな？」

「とあるファッション雑誌の写真撮影の際に、一緒にモデルをしたのが切っ掛けですね」

　俺がそう言った瞬間、秀幸さんと悠馬さんの目に、どこか侮蔑の色が見えた。

「なるほど、君もモデルってワケか」

「そうなりますね」

　本当は違うけど。

　でも、今この場で俺がただの学生だって言ってしまうより、まだ彼氏としての箔はくが付くだろう。一緒に撮影してもらったのは、ウソじゃないしね。

　だが、秀幸さんはそんな俺を、容赦なく切り捨てた。

「そんな将来性のない仕事をしている君に、美羽は任せられないな」

「え？」

「芸能界はちょっとしたことで先が見えなくなる業界だ。そんな場所に身を置く君に、私の娘を任せることはできないと言っているんだ」

「お父さん！」

「美羽は黙ってなさい」

　なるほど。まあ親として、将来に不安のない相手がいいというのは分かる。

　でも、美羽さんの気持ちをどれほど考えているのだろうか。そもそも美羽さんはお見合いが嫌だって言うくらいだし、今は結婚なんて考えていないはずだ。

「困るんだよ、君のような将来性もない若造が、我々御堂家の人間に近づいてもらっては……」

　うーむ、驚くほど嫌われてしまったなぁ。初対面なんだけどね。

　でも、人に嫌われるのは慣れてるからな。悲しくはあるけど、今さらそれでへこたれるようなことはない。

　俺がまっすぐ秀幸さんの目を見つめていると、ここで悠馬さんが割って入った。

「まあまあ、秀幸さん、落ち着いてください。彼も若いですから。若さゆえの無鉄砲さというのも頷うなずけます」

「いやいや、君だって若いじゃないか」

「ははは、それはそうですね……そうだ！　では、こんなのはどうでしょう？」

　ふと名案を思い付いたといった様子で、悠馬さんは提案する。

「以前から秀幸さんたちにはお伝えしていましたが、そこの優夜君も、僕の系列店に招待させていただくのはどうでしょうか。そうすれば、自分と僕との格の違いが分かるでしょうし」

「悠馬さんの店？」

　よく分からないので首を捻ひねっていると、どこか馬鹿にした様子で秀幸さんが教えてくれた。

「悠馬君は、海外で大型カジノを始めとした多くの娯楽施設を経営していてね。我々はその系列店の一つに招待されているんだよ」

「はい。そして、君にもぜひ、僕の店に遊びにきてほしくてね」

「はあ……」

　たくさんのお店を経営してる人だったのか。ということは、やっぱりお金持ちなのかね？　よく分からないけど。

「皆さんには僕の系列店の中でも一番大きなアミューズメント施設で、コインゲームを楽しんでいただこうと思っているんだけど、君もどうかな？」

　突然の展開に混乱する俺を気にした様子もなく、悠馬さんと秀幸さんは会話を続けた。

「なるほどな。君の店に行けば、自分がどれだけ身の程知らずか分かるだろう。いいんじゃないか？」

「まあまあ。でも、美羽さんが僕と結婚すれば将来安泰であることの証明にはなりますかね？」

　うっ……滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ敵視されてる……悠馬さんから見れば俺は邪魔者なわけだから、仕方ないんだけどね……。

　俺が何も言えないでいると、美羽さんは耐えられないと言わんばかりに立ち上がった。

「お父さん！　どうしてそこまで優夜さんのことを悪く言うんですか……！」

「私は黙っているように言ったはずだが？」

「っ！」

「……はぁ。これだから、出来の悪い娘を持つと苦労するのだ」

「そんな！　美羽さんは素晴らしい方ではないですか」

「おお、そう言ってくれるかね？」

「もちろんですよ！　……それで、優夜君？　どうする？」

「優夜さん……断っても大丈夫ですよ？」

　美羽さんから、心配そうな、それでいて申し訳なさそうな視線が俺に注がれる。

「分かりました。悠馬さんのお店にお邪魔させていただこうと思います」

「え!?」

「……」

　まさか俺が行くと口にするとは思わなかったようで、美羽さんだけでなく、悠馬さんたちも目を見開いていた。

　悠馬さんは一瞬不機嫌そうな表情を浮かべるが、すぐに取り繕う。

「そうかい。なら、後日、指定した場所まで来てくれ。分かっているとは思うけど、海外に向かうことになるからね？」

「はい」

　悠馬さんの言葉に素直に頷く。

　あ、パスポート、作らなきゃな。また佳織に相談できたらいいけど……。

　そんなことを考えていると、結局今日の会食はここまでとなり、無事にお開きとなったのだった。
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　優夜たちとの会食からの帰り道、美羽は父親である秀幸と一緒に車に乗っていた。

「どうだ、悠馬君は素晴らしい若者だっただろう？　お前の連れてきた若者とは比べ物にならんほどな」

「そんなことないです！　優夜さんの方がずっと素敵な男性です！」

「ハッ。お前がなんと言おうが、彼が経営している施設の規模の大きさを目の当たりにすれば、男としての格の違いを見せつけられて、お前のことも諦めるだろうさ」

「……」

　美羽は悔し気に顔を俯うつむかせる。この後、美羽は最後まで秀幸と視線も言葉も交わすことがなかった。
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「さあ、こちらです」

　悠馬さんの案内の下、俺たちは海外へと向かう飛行機に案内されていた。

　あの会食の後、再び佳織と司さんたちの協力もあって、無事にパスポートの発行を済ませた俺は、悠馬さんから指定されていた空港に来ていた。

　今日はまだラフな格好をしているが、悠馬さんの系列店が立派な施設だと言うので、どういう服装が正解なのかも分からないため、一応この間の会食に着ていったスリーピーススーツも持ってきている。

　海外どころか、遠出する経験自体がそもそも圧倒的に少ない俺は、ついキョロキョロと周囲を見渡さないように我慢する。ゆ、優雅に、余裕のある態度で……！

　そんな俺の様子をあざ笑うかのように、悠馬さんはある飛行機の前まで俺たちを案内した。

「さて、こちらが僕の所有している自家用ジェットです」

「おお」

「……」

　悠馬さんの言葉に秀幸さんは感心した様子だったが、美羽さんはどこまでも興味がなさそうだ。

　というのも、美羽さんは本当なら今日はモデルの仕事が入っていたそうだが、それを秀幸さんの権力で無理矢理キャンセルされ、こうして同行することになったらしい。

　正直、秀幸さんがどれだけすごい人なのか全然分からなかったので、司さんにパスポートの件を相談した際に、御堂秀幸さんという人を知ってるか聞いたところ、国内有数の大企業、御堂グループの社長だということを初めて知った。

　確かに言われてみれば、御堂って名前は電化製品を始め、色々な場面で目にするけど、まさかそんな大きな会社の偉い人だとは思わなかったのだ。

　そして、美羽さんがそんな会社の社長令嬢だということにも驚いたものだ。まあ俺からすれば、皆みんなすごい人なので接し方が特に変わるというわけでもないが……。

　ともかく、それだけ大きな企業のトップであれば、美羽さんの仕事を取り消したりするのも簡単なのだろう。

　とはいえ、美羽さんはモデルの仕事に誇りを持ってるから、秀幸さんのやり方が気に入らないってのは分かる。

　それよりも……自家用ジェットなんて本当に存在したんだなぁ。物語の中にしか存在しないモノかと思ってたよ。

　ボケーっとそんなことを思いながら飛行機に乗り込むと、悠馬さんが何やら含みのある笑みを浮かべながら近づいてきた。

「そうそう、優夜君には言ってなかったんだけど……僕が海外中心の仕事をしている関係で、添乗員は全員外国人なんだ。普段僕も日本語なんて使わないから、もし何かを頼むときは英語でね。まあ、英語が話せないなら、大人しくしておくことをお勧めするよ」

「はい、分かりました」

　英語でやり取りなんて、エリート感がすごい。いや、実際にエリートなんだろうけど。

　すると、何がダメだったのか、俺の言葉を聞いて、悠馬さんは舌打ちをした。

「チッ……その余裕がいつまで続くかな？」

「え？」

　舌打ちまでは聞こえたけど、そのあとに続く言葉が聞こえなかった。なんて言ったんだろう？　多分、あまりいいことじゃないと思うけど……。

　すると、やがて飛行機が動き出した。

　ちなみに俺の隣には美羽さんが座っており、通路を挟んで秀幸さんと悠馬さんが座っている。

「美羽さん、大丈夫ですか？」

　どこか落ち込んでいる様子の美羽さんに声をかけると、美羽さんは申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「あ……すみません。私は大丈夫です。それより優夜さんこそ、大丈夫ですか？　いきなりこんなことに巻き込んでしまって……」

「俺は大丈夫ですよ。海外に行くのは初めてなので、ちょっと楽しみです」

　何気に飛行機に乗ること自体初めてなのだが、あまり緊張しないし、恐怖感もない。

　それよりも、空を飛べることにワクワクしていた。

　本当なら、この場にナイトたちも全員連れてきてあげたかったが、今回は美羽さんの彼氏役なので、全員お留守番だ。

　シエルなんて生まれたてだし、まだ近くにいてあげたいけど、ここは我慢だ。向こうのホテルで落ち着いたら、一度転移魔法で家に帰るつもりだけどね。

　飛行機が離陸してしばらくすると、悠馬さんは添乗員の人を呼び、英語で話しかけた。

『コーヒーを』

『かしこまりました』

「そうだ、優夜君たちも何か頼むかい？」

「へ？　ああ、そうですね……」

　急に日本語で話しかけられたので一瞬驚きながら、俺は添乗員さんに尋ねた。

『何かメニューみたいなものはありますか？』

『ございますよ。お持ちしましょうか？』

『お願いします』

「「「!?」」」

　俺がスキル【言語理解】を使って添乗員さんと英語で会話をしていると、美羽さんだけでなく、悠馬さんたちも驚きの目で見てきた。な、何だ？

　すると、添乗員さんがメニューを持ってきてくれたので、お礼を言う。

『すみません、ありがとうございます』

『いいえ』

「あ、美羽さんもどうです？」

「え!?　あ、そ、それじゃあ……これをお願いできますか？」

「大丈夫ですよ」

　美羽さんの選んだものを確認しつつ、俺も欲しいものを決めると、そのまま添乗員さんに伝えた。

『すみません。これと、これをお願いします』

『かしこまりました。……お客様、英語がとてもお上手ですね』

『え？』

『いえ、日本人らしい訛なまりもなく、とても滑らかにしゃべられるので……海外に滞在されていたことが？』

『いえ、今回が初めてですが……ははは、英語圏の方に英語を褒められるのは嬉うれしいですね』

『ふふふ……ああ、すみません。あ、ついお話ししてしまいましたが、すぐにご用意しますね』

『お願いします』

　俺の言葉に添乗員さんはにっこりと微ほほ笑えみ、下がっていった。

　それを見送っていると、どこか興奮した様子で美羽さんが話しかけてくる。

「ゆ、優夜さんって英語も話せるんですか!?」

「は、はい。一応……」

　全部【言語理解】のスキルのおかげなので、ズルではあるのだが、今回は許してほしい。美羽さんの彼氏役として恥ずかしいところは見せられないからな。

　その後、頼んでいた飲み物が届き、美羽さんと談笑したり、仮眠を取ったりしているうちに、俺たちは目的地に到着するのだった。

「チッ……何なんだ、アイツは……調子に乗りやがって……！」
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　飛行機が空港に到着すると、そこには既に悠馬さんの会社の車が来ていた。それに乗ってホテルまで移動すると、ホテルで正装に着替えた俺は、早速悠馬さんが経営しているアミューズメント施設にやって来た。

「うわぁ……」

　そこには、超巨大な空間が広がっていた。煌きらびやかなネオンの看板や、巨大な噴水など、とにかく派手で豪華な雰囲気だ。

　思わずそんな光景に呆ぼう然ぜんとしていると、同じくドレスに着替えた美羽さんたちもやって来た。

「さあ、早速中をご案内しましょう。本日は、貸し切りにしておりますので……」

「そうか。それはすまないね」

　悠馬さんの言葉に秀幸さんが軽く頷うなずいていたが……こんな巨大施設を一日貸し切り!?

　普段なら、たくさんのお客さんもいるだろうし……。俺たちのためだけに貸し切っちゃうなんて、本当にとんでもないなぁ。やっぱりスケールが違うね。

　施設の中には、映画や漫画でしか見たことがないような、カジノゲームの空間が広がっていた。まあ、コインゲームらしいけど。

　俺もちゃんとスーツを着てきてはいるが、どうしても場違い感がすごいな。

　というより、スーツを持って来てよかったあ……念のためにと用意しておいたかいがあった。

　思わずそんなことを考えていると、悠馬さんが俺に声をかける。

「そうだ、優夜君」

「はい？」

「まずは君に遊んでもらおうと思うんだけど……お金は持って来ているかい？」

「それは、まあ……」

「それはよかった。ここにあるのはコインを使って遊ぶゲームだから、最初はお金をコインに換える必要があるからね」

　なるほど、確かにそうだな。でも、コインってどのくらいの枚数持っておけばいいのだろうか？

「えっと、百万円あれば足りますかね？」

「…………へ？」

　俺はポケットからそれを取り出しているかのように、アイテムボックスから札束を取り出した。

「そ、そのお金は……」

「すみません、現金で……」

　それより、お金を使えるならちょうどいい。

　異世界で魔物を倒すなどして、想像以上に手に入れてしまった大量のお金は、できることなら地球にちゃんと還元したほうがいいだろうしな。

　今までは大きなお金を使う機会なんてそうそうなかったので、この機会に使えればいい。

　そんなことを考えていると、全員が俺のことを見つめていることに気付く。

「あ、あれ？　足りません？　それなら……」

　悠馬さんたちの反応が芳かんばしくないので、取りあえず札束を二つ、三つ、四つ、五つと置いていくと……。

「ちょ、ちょっと待った！」

「へ？」

「最初の百万円で十分足りるよ！」

　どうやら最初の百万円だけで大丈夫だったようで、追加で出したお金は回収した。

「それじゃあ、どのゲームで遊ぶ？」

「えっと……それじゃあ、あそこにあるスロット？　でお願いします」

　俺は良く知らないけど、スロットなら日本のゲームセンターにもよくあるイメージだ。だからきっと、俺でもできるだろう。

　そんなことを思っていると、悠馬さんはにやりと笑う。

「スロットね。いいじゃないか。……こっちで操作がしやすくて助かるぜ」

「え？」

「何でもないさ。やり方は簡単だ。コインを入れて、ただボタンを押すだけ。まずはお金とコインを交換しないとね」

　そう言いながら、俺は悠馬さんの持ってきたコインと俺の百万円を交換する。

　俺は促されるままに席に座り、美羽さんや秀幸さんが見守る中、コインを投入するが……。

「……あの、どこを押せばいいんでしょうか？」

「ぷっ……本当に何も知らないんだな……」

　すると、悠馬さんに笑われてしまう。いや、初心者なんてそんなもんですよ……。

　ひとまず教えてもらったボタンを押すと、機械が回転し始める。

　どうすれば当たりなのかもよく分からないので、適当なタイミングで３つ並んだボタンを押すと、スロットが止まった。

　その瞬間、何やら派手な音と演出で『ジャックポット』と表示される。

「ジャック、ポット？」

「なあっ!?」

「ウソ!?」

「ほぅ……」

　俺には何が何だか分からないが、どうやら当たったらしい。

「あ、あり得ない！　ちゃんと操作の指示を出したはずだぞ!?　何で……！」

　悠馬さんがどこか取り乱した様子で何かを呟つぶやいていたので、ジャックポットって言うのがどういうものなのか聞くに聞けない。

　ただ、機械からたくさんのコインが出てきたので恐らく当たったのだろう。

　そのまま続けてプレイすると、またも『ジャックポット』の文字が。

　再びたくさん払い出されるコイン。

　何度も何度もボタンを押すが、そのすべての結果が『ジャックポット』にしかならなかった。

「優夜さん、すごいです！」

「案外、運を持っている男なのかもしれんな……」

　美羽さんたちは俺の後ろで感心している。

「あの、この機械、壊れてたりします？　さっきから同じ表示しかされないんですが……」

　当たっているのらしいで、俺としてはありがたいのだが、さすがにここまで当たり続けるとお店側の機械の調子が悪いんじゃないかと心配になってくる。

「そ、そうかも、しれない、な……」

　悠馬さんはどこか顔を引き攣つらせた様子でそう言った。

　本当に機械の調子が悪かったのかは分からないが……ま、まあもし違ってても、ステータスの運がよく働いてくれたってことなんだろう。

「クソっ！　どうなってやがる!?　ちゃんと操作はしたんだろうな!?」

「も、もちろんです！」

「じゃあなんで当たりが出るんだよッ！」

　……本当に大丈夫なんだよね？

　悠馬さんが何やら店員さんと言い争ってる様子を見つつ、ついそう感じてしまった。

「……」

　店員さんと悠馬さんが会話をしている様子を、何だか怪け訝げんそうな顔で美羽さんが見つめている。どうしたんだろうか？

　すると、店員さんと何やら話をしていた悠馬さんは、俺に次のゲームを勧めてきた。

「な、なら、次はルーレットなんてどうだい？」

「ルーレット、ですか？」

「そう！　これも伝統的なゲームでね。さすがの僕も、たった一回遊んだだけでこの手のゲームを知った気になられるのは癪しゃくだからさ。普段は中々体験できないゲームもここだったらコインで遊べるしね」

「それは……」

　俺としてはもう十分に遊べたと思うのだが、仕方ない。

「分かりました。じゃあ、一通りゲームを体験してみたいと思うので、その都度ルールを教えてくれますか」

　というわけで、ひとまずルーレットのルールを教えてもらったのだが、そんな俺に悠馬さんがある提案をしてきた。

「そうだ！　せっかくの体験なんだ。普段じゃ中々できないことをしてみないかい？」

「普段じゃできないことですか？」

「そうさ！　男ならどーんと、一つの数字に全部のコインをかけてみるっていうのはどうかな？」

「え？」

　一つの数字に全部のコインをかけるってことは……たった一度だけの勝負っていうこと？

　あまりにもリスクの高い提案に戸惑っていると、俺の横で見兼ねた美羽さんが口を開く。

「悠馬さん、それはさすがに────」

「ちょっと黙っててくれるかな？　僕は今、優夜君と会話をしているんだ」

　美羽さんに視線を向けることもなく彼女の言葉を遮った悠馬さんは、ニコリと笑った。

「どうかな？　優夜君。チマチマ遊び続けることなんて誰でもできるからね。ぜひとも君の非凡なところを見せてほしいんだ」

　果たしてこのルーレットで俺の非凡なところとやらが見せられるのかは疑問ではあるが……どうも断り辛づらい雰囲気だ。というより、悠馬さんは俺に断らせるつもりなんてないんだろう。

　まあ、どのみちお金を地球に還元できるわけだし、受けてみるか……。

「……分かりました」

「優夜さん！」

　美羽さんが驚きの声を上げる横で、悠馬さんは笑みを深めた。

「そうか！　君ならそう言ってくれると思っていたよ！　それで、どうする？　何番にかける？」

「……じゃあ、黒の六番で」

　その番号に決めたのは、ふと頭に俺の中にいるクロのことが思い浮かんだからだ。『黒クロ』と『ロク』って具合に。

　つまり、たいして深く考えていないということだ。

　これもスロットと同じで運次第だと思うので、深く考えるだけ無駄だろうしな。実際はそんなことないのかもしれないが、少なくとも素人しろうとの俺からすればそう感じる。

「なるほど、黒の六ね……」

　何やら意味深な表情を浮かべる悠馬さんは、そのままディーラーの人にルーレットをスタートさせた。

「フッ……ただでさえ一つだけの数字を当てるなんてほぼ不可能だというのに……その上、ディーラーに指示して邪魔をすれば、確実にアイツを負かすことができる……俺に恥をかかせるからこうなるんだよ」

　ブツブツと呟きながら笑みを浮かべて、ルーレットを見つめる悠馬さん。

　だが────。




「あ、当たった」




「何いいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　なんと、ルーレットの結果は黒の六番だったのだ。

　いやはや……カイザー・オーガたちを倒してレベルアップした際に、運のステータスに振った１００Ｐが、ここまで効果を発揮するとはな。

「あ、あり得ねぇ！　当たるハズがねぇんだ！　なのにどうして!?」

「悠馬さん？」

「悠馬君、どうかしたのかね」

「ハッ!?　つ、次だ！　まだ他のゲームがある！」

　怒鳴り散らすようにそう言う悠馬さんに連れられ、俺はすべてのゲームを体験することにしたのだが……。

「えっと……」

「すごい……」

「う、ウソだ……何かの間違いだ……」

「……」

　なんと、全部のゲームでボロ勝ちしてしまったのだ。

　例えばポーカーなら最初の手札でロイヤルストレートフラッシュ、ブラックジャックをすれば何度やってもブラックジャック、といった具合でやればやるほど勝ってコインが積まれていくのだ。

「しゃ、社長！　どうしましょう!?」

「だ、大丈夫だ！　次で……！」

「あ、また当たった」

「な、何ぃぃぃいいい!?」

　後ろで悠馬さんと店員さんが何かを話しているのを感じつつゲームを続けるが、やはりそのすべてに勝利してしまう。

「どうなってやがる！　お前ら！　ちゃんと指示通りに動いてるんだろうなぁ!?」

「も、もちろんです！」

　悠馬さんは近くの物を蹴ったりと、どんどん荒々しくなっていく。

　あまりにも勝ててしまうのと、それに合わせて悠馬さんの口調が荒くなっていくので、もう申し訳なさしかなく、居たたまれない。

「あり得ないあり得ないあり得ない！」

　もう悠馬さんは最初の余裕がどこに消えたのか、何かをブツブツ呟いている。本当にすみません……。

　とにかく、ゲームに勝って勝ちまくった結果、コインの枚数はとんでもないことになってしまった。俺の後ろには、大きなコインの山ができている。

「優夜さん、すごすぎます！」

「ううむ……彼は何か特別な力を持っているようだな……少し見直してもいいのかもしれん」

　美羽さんは俺が勝つたびに大きく喜んでくれる。秀幸さんも、俺の快勝劇に、驚きつつも感心していたので、彼氏役としていいところを見せられたのはよかった。

　すると、悠馬さんはついに我慢の限界といった様子で叫んだ。

「い、イカサマだ！　テメェ、イカサマをやってるだろ！」

「ええ!?」

　い、イカサマって言われても……いや、ステータスの運はイカサマ以上に質たちが悪いが……。

　とはいえ、これは目に見えるものでもないし、確かめようもない。

　実際恩恵を受けているはずの俺でさえ、運に関しては目に見えないモノなので何とも言えないのだ。

　すると俺を睨にらみつける悠馬さんに対して、ついに美羽さんが口を開いた。

「イカサマをしているのは貴方あなたたちの方でしょう!?　裏でコソコソと動いていたのは分かってます！」

「な、なんだと……！」

「ここに、貴方とスタッフの方が会話していた内容を録音してあります！」

「ぐっ！」

　なんと、美羽さんは俺がゲームをしていた時にそんなことをしていたらしい。

　確かに悠馬さんは店員さんと裏でよく話していた印象だが、その内容まではゲームに集中していて把握できていなかった。

　もし美羽さんの言葉通りなら、録音されているその内容は恐らくゲームの勝敗を操作するというイカサマなんだろうが……。

　俺たちが言い争っているのを見ていた秀幸さんは、どこか困惑した様子で悠馬さんに声をかけた。

「ゆ、悠馬君？　今の話は本当かね？　まさか君がそんなことをするはずが────」

「────だ」

「え？　ぶっ!?」

「お父さん!?」

　突然、声をかけた秀幸さんを悠馬さんが殴り飛ばした！

「な、何をしてるんですか!?」

　慌てて俺が秀幸さんを助け起こそうとすると、急に周囲に、黒服を着たいかにも荒事専門の風貌をした男たちが現れる。

「これは……」

「ゆ、優夜さん……」

　不安そうな表情を浮かべる美羽さんのために、俺はすぐに美羽さんを庇かばいながら男たちと距離をとると、悠馬さんが大きなため息を吐ついた。

「はぁ〜あ。全部、何もかも、台無しじゃねぇかよぉ……ああ？」

「悠馬さん？」

「気安く呼んでんじゃねぇよ、ガキが」

　俺たちを殺すような視線で睨みつけてくる悠馬さん。

　そのあまりにも急激な雰囲気の変化に、俺も美羽さんも、何より悠馬さんの足元で呆ぼう然ぜんと彼を見上げている秀幸さんも、驚きが隠せなかった。

　そんな俺たちの視線を無視し、悠馬さんは気け怠だるそうに続ける。

「せっかくあと少しで穏便に御堂グループが手に入ったってのによう……」

　悠馬さんの発言に、一番驚いていたのは縁談を進めていた秀幸さんだった。

「な、何!?　悠馬君、これは一体どういう────」

「まだ分からねぇのかよ？　はなから俺は、テメェの娘と結婚して御堂グループをのっとって利用してやることしか考えてなかったんだよ！」

「なっ……」

　悠馬さんの言葉に、秀幸さんは絶句する。

「ど、どういう……」

「おいおい、ここまで見て分からねぇのか？　本当に見る目がねぇクソ親おや父じだなぁ？　俺はまっとうなやり方だけで稼いでるワケじゃねぇんだよ。ほら、その証拠に……！」

　悠馬さんが手を広げると、俺たちを取り囲んでいた黒服たちは、懐ふところから……銃を取り出した!?　ま、マジかよ!?

「見ての通り、俺は裏の世界の人間でねぇ？　こういったイカサマ娯楽施設なんかの他にも色々と稼がせてもらってるわけさ」

　そう言いながらあくどい笑みを浮かべる悠馬さん。

「んで、海外から日本にも進出しようって考えたわけだが……最近の日本は、俺たちみたいな裏稼か業ぎょうの人間が動くには面倒な場所になっちまった。そこで、日本国内で大きな力を持つ御堂グループに取り入ることで、日本で自由に動くための隠れ蓑みのを作ろうと思ったってわけだ。だが、そこのクソ野郎のせいで、計画がすべてパーになっちまった」

「そんな……」

　秀幸さんは、自分が美羽さんの将来を心配して縁談を進めていた相手が、まさか裏の世界の人間だとは思っていなかったようで、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっていた。

　銃を突き付けられた美羽さんは恐怖で震える。

「ゆ、優夜さん……」

「美羽さん。安心してください。貴女あなたのことは、俺が必ず守りますから」

「え？」

　呆然と聞き返す美羽さん。

　俺は彼女を安心させるように、美羽さんの方に振り返り、笑みを浮かべた。

「だって俺は、美羽さんの彼氏でしょう？」

「っ!?」

　俺の言葉に顔を赤く染める美羽さん。よかった、気が紛れたみたいだ。

　すると、そんな俺たちのやり取りが気に入らなかったようで、悠馬さんは叫んだ。

「クソがッ！　もういい、そのガキから始末しろ！」

「優夜さんッ！」

　悠馬さんが指示を出した瞬間、黒服の男の一人が、俺を目掛けて銃を撃った。

　美羽さんの手前、強がってはみたが、当然銃なんて相手にしたこともなければ、見るのも初めてだ。

　異世界で魔物を相手に戦闘はいくらでもしてきたが、果たして銃相手に俺の力が通用するのかは分からない。

　銃を相手に、どう戦えば……そう、思っていたのだが……。

「あ、あら？」

　銃から弾が撃たれた瞬間、一気に周囲の速度が遅くなった。

　そして、俺に向かって飛んでくる銃弾が、スローモーションのようによく見える。

　そこで俺は、美羽さんを軽く抱きかかえると、そのまま引き寄せ、銃弾を躱かわした。

　すると、周囲のスピードが元に戻り、先ほどまで俺と美羽さんがいた位置を銃弾が通り抜け、背後の壁に穴をあけた。

「なっ!?　銃弾を避よけただと!?」

　まさか弾が当たらないとは思わなかったようで、悠馬さんは驚いている。

　よくよく考えれば、銃から弾丸が放たれてしまえば、外部から干渉されない限り、弾丸の進行方向は簡単に予測することができる。

　ユティの矢みたいにいきなり方向が変わったり、『槍そう聖せい』の槍やりのように無数に枝分かれしたりしないだけ対処は簡単だ。

　それに、実際に銃を撃たれて初めて分かったが……ビックリするほど弾丸のスピードが遅い。さすがにこれが異常だってのは俺でも分かるけど、ここまで異世界で身に付けた力がすごいとは思わなかったのだ。

　とはいえ、この場に限っていえば、非常にありがたい。できれば銃を撃たれるなんて経験はしたくなかったけど、こればかりはね。というより、これだけ遅いと、実際に銃弾に当たっても傷すらつきそうにないな……怖いからそんな実験はやらないけどさ。

　────この時までは理解できていなかったが、実はユティやウサギ師匠、イリスさんとの修行だけでなく、【大だい魔ま境きょう】の魔物との戦闘は、音速を超えたスピードで行われていたらしい。俺自身にその自覚はなく、毎日の修行についていくので精いっぱいなので、今さら音速を超えていると言われても、別にどうとも思わない。それでもまだウサギ師匠やイリスさんの速さには【魔ま装そう】や『邪じゃ』の力を使わなければ追いつけないし。もっと精進しないと……。

　それよりも、俺の腕の中で顔を真っ赤にして固まっている美羽さんをゆっくりと地面に降ろし、黒服の男たちを見渡した。

「とりあえず、無力化させてもらいますね」

「ッ!?　お、お前ら！　とにかく撃ちまくれ！」

　すると、黒服たちはいっせいに銃を乱射した。

　だが俺は、俺たちに当たってしまいそうな銃弾だけを素手で摑つかみ取って対処する。

　そして、摑んだ銃弾を足元にばら撒まいた。

　それを見た悠馬さんは、顎が外れるかと思うほどに大きく口を開け、驚く。

　それは黒服たちも同じで、全員呆然と俺を見ていた。
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　うん、本当に人間離れしてるなぁ、俺。それでもウサギ師匠たちにはまだまだ追いつけないんだから、世界って広い。

「じゃあ……行きますね？」

「ひぃ!?」

　ウサギ師匠直伝の踏み込みで一瞬にして黒服の一人の懐に潜り込むと、以前『拳けん聖せい』と戦った際に身に付けた技を使用した。

「『破は天てん衝しょう』！」

　この技は、超至近距離から衝撃を放つ奥おう義ぎであり、普通に使ってしまうと黒服の男たちはひとたまりもないだろう。

　そこで、しっかりと力をセーブしながら、衝撃を突き抜けさせるイメージで技を放つ。

　この『衝撃を突き抜けさせる』という技術は、実はウサギ師匠とイリスさんとの修行の中で、『槍聖』の技を使用するときに意識していたことだった。

『槍聖』の技は、その名の通り槍を使ったものなので、基本的にすべてが『貫く』前提となっている。

　その技術を今回の戦いで活いかすことができたのだ。

「カハッ────」

　俺の攻撃をもろに受けた黒服は、その一撃で気を失い、崩れ落ちた。

「よし、うまくいったな……！」

　その流れで、俺は同じように黒服の男たちを次々と気絶させていった。

　すると、とうとう残るは悠馬さんただ一人になる。

　悠馬さんは、ゆっくりと自分に近づく俺を見て、首を振った。

「……じゅ、銃弾をよけたり、摑んだり、意味が分からねぇよ……何なんだよ、お前は……何なんだよ、お前はあああああああああ！」




「────アナタは美羽さんに相応ふさわしくない」




　それだけ言うと、俺は悠馬さんに対して『破天衝』を発動する。悠馬さんは気を失いながら倒れていくのだった。




　　　　＊＊＊




　その後、悠馬さんはそのまま現地の警察に捕まった。

　ちなみに、警察の人に聞いた話だが、俺がゲームで手に入れたコインは、五億円でやっと買えるくらいの枚数にまで膨れ上がっていたらしい。や、ヤバいな、運のステータスって……。

　そして、帰国の途に就く空港で、美羽さんと秀幸さんの話し合いに、俺も同席することになった。

「美羽……」

「……」

　秀幸さんの声に、美羽さんは何も答えない。

　俺が見た感じ、ふたりの印象は、最初に出会った時とは綺き麗れいに逆転している。

　すると、秀幸さんはとても情けない、困惑した表情を浮かべた。

「わ、私は……」

「──今まで私は、お父さんから何もかもを否定されてきました」

「う……」

「これからはどうしていくべきなのか、今のお父さんの口から聞かせてほしいです」

　今までのことがあるから、美羽さんの言葉は秀幸さんの胸に強く響くのだろう。

　これに関しては、俺は何も口出しすることができなかった。なんせ、家族の問題だからな。部外者の俺が口を出すのはおかしいだろう。

　美羽さんの言葉に、秀幸さんは何かを言おうとするも、やがて項うな垂だれた。

「……すまなかった。私は、何でも分かっていると思っていたが、何も分かっていなかった」

「……」

「彼と結婚すれば、お前の将来は……御堂グループは安泰だと、そう思っていた。だが、何もかも間違いだった。彼の本性を見抜けなかった私も、お前の気持ちを考えなかった私も、すべて……本当に、すまなかった」

「……」

　真剣に頭を下げる秀幸さん。

　それを見て、美羽さんは静かに口を開いた。

「……お父さんが、私のためを思っているというのは分かります。たとえそれが、御堂グループのためだとしても、少しでも私のためにという気持ちがあったのは本当だと思います」

「……」

「でも私は、今の仕事が好きです。好きなんです。私にとって何が幸せなのかは、私が決める……！　それが、私がお父さんに伝えたかったことです」

「……そうか」

　秀幸さんは小さく頷うなずくと、不意に俺の方に顔を向けた。

「優夜君」

「は、はい！」

「……君には散々酷ひどいことを言ったね。本当に……すまなかった」

「い、いえ、そんなことは……」

　急に秀幸さんに頭を下げられて、俺は困ってしまう。俺としては、美羽さんの彼氏役としての役目を果たしただけなのだ。

「美羽のこと、よろしく頼む」

「…………へ？」

「お、お父さん!?」

　秀幸さんの言葉に、俺は呆ぼう然ぜんとする。

　すると、美羽さんが顔を赤くしながら慌てた。

「何をそんなに慌てているんだ？　お前と優夜君は付き合っているのだろう？　いつ結婚してもいいぞ」

「そ、そういうわけじゃ……いや、そうなれたら……」

　何とか言い返そうとする美羽さんに対して、秀幸さんは愉快そうに笑った。

　そんな秀幸さんを見て、美羽さんもからかわれたということに気付くと、秀幸さんと一緒にいて初めて、笑みを浮かべる。

　よかった。まだぎこちなさはあるかもしれないけど、これからこの二人が仲良くなれるといいな。

　何はともあれ、俺のミッションは完了かな？　美羽さんにとって恥ずかしくない彼氏役を演じられていたのならよかったが……。

　すると、秀幸さんが再び俺に顔を向け、ウインクをした。

「結婚が決まった時は、いつでも言いなさい。手助けは惜しまないからな」

「お父さん！」

　……こ、これは、彼氏役としてうまくできた、ってことでいいんだよな？

　最後の最後で、俺はようやく肩の力が抜けたのだった。




　　　　＊＊＊




〈────まさか、あんな辺境の惑星にあったとは……〉

　優夜が海の向こうでトラブルに巻き込まれているころ、地球は遠い宇宙の一つの星から観測されていた。

　ホログラムで映し出された地球の映像を、一人の少女が見つめている。

　彼女は、地球の人間と同じ人型でありながら、髪などから燐りん光こうを散らしている。

　少女は、呟つぶやく。

〈もう一度、あの設計図を我らの星に────〉

　────遠い宇宙のとある星で放たれた少女の願いを……優夜はまだ知る由よしもない……。











第五章　無敵トリオ









「ハアッ！」

《甘いぞ！》

　美み羽うさんの彼氏役を引き受け、無事にその役目を果たした俺は、再びウサギ師匠との修行の日々を過ごしていた。

　もちろん、イリスさんも一緒で、相変わらず二人の『聖』からみっちりしごかれている。まずはふたりとも、アヴィスから受けた攻撃の傷が癒えたようで何よりだ……。特に後遺症などもないらしく、今までと同じように戦うことができているようだ。まあ、そんなことを考えている暇もないくらい、修行は厳しいんだけどね。

　それでも最近は『邪じゃ』の力を安定して使えるようになってきたので、今もクロの力を駆使しながら、ウサギ師匠と修行している。

「ユウヤ君、本当にすごいわね……どんどん私たちの技術を吸収していくし……」

「肯定。ユウヤ、とんでもない。私、絶対に、勝てない」

「あら？　でも、ユティちゃんは『弓きゅう聖せい』からすべての技術を受け継いでいるんでしょ？　それならまだ戦いようがあるんじゃない？」

「否定。今のユウヤ、私の技すらすぐに修得する。それで相そう殺さい。そこに別の『聖』の技が放たれる。ユウヤに、勝つ方法はない」

「なるほどねぇ」

　俺とウサギ師匠が戦っている傍そばでは、イリスさんとユティがその様子を見守っており、ナイトとアカツキたちもそれぞれ修行をしていた。

　ナイトは【魔ま装そう】を纏まとった状態での高速攻撃を、アカツキはスキルをより広範囲に使えるようにと、訓練している。

　オーマさんはいつも通り家の中で寝ているが、今回からはもう一人、新たな修行の見学者がいた。

「ぴぃ、ぴぃ！」

　俺とウサギ師匠の戦闘を見て、目を輝かせているのは、最近俺たちの家族になったシエルだ。

　シエルは小さい体を精いっぱい動かして、俺に向かって『がんばれ〜！』といった感じで応援してくれているのだ。

　そんな応援を受けて、頑張らないわけにはいかない。

「はああああっ！」

《むっ!?》

　俺は『邪』の力を纏った状態で、手と足にだけ【魔装】を展開する。

　そして、ウサギ師匠直伝の踏み込みを駆使しながら、全力で【絶ぜつ槍そう】を投とう擲てきした。

　その威力はすさまじく、風すら置き去りにして、【絶槍】はウサギ師匠へと迫る。

　さすがのウサギ師匠もこの攻撃を避よける余裕はないようで、両足と両耳で【絶槍】の先端を受け止めると、その攻撃の軌道を無理矢理逸そらした。

《ッ！　この俺についに耳を使わせるとは……ずいぶん成長────!?》

「────【三さん神しん歩ほ法ほう】！」

　俺の攻撃は、【絶槍】の投擲だけでは終わっていなかった。

　先ほど【絶槍】を投げた際の踏み込みは、クアロが襲撃してきた際に【鎌れん聖せい】の相手をしていたウサギ師匠が一瞬発動させた技だ。その技を使った俺は、【絶槍】の投擲と同時にウサギ師匠の懐ふところへと肉迫したのだ。

　この戦い方は、【邪じゃ洞どう眼がん】があったからこそ、再現できたモノだ。

　ウサギ師匠の懐に入った俺の次の手は決まっていた。

　俺はウサギ師匠に一瞬の隙も与えず、イリスさん直伝の【一いっ刀とう閃せん】を──【アイテムボックス】を鞘さやの代わりのようにして【全ぜん剣けん】を取り出しながら、全力で放った。

　そして────。

「はぁ……はぁ……」

《……》

　俺の剣先は、ウサギ師匠の首に突き付けられていた。

「一本……ですよね？」

《ああ──お前の勝ちだ》

「ウソ……ウサギが負けた!?」

「驚きょう愕がく。まさか……!?」

　俺はついに、ウサギ師匠から一本とることができたのだ……！

「────よっしゃああああっ！」

　俺は思わず叫びながら、その場に寝転がる。

　ようやく……ようやくウサギ師匠から一本とれた！

　もちろん、次にやっても同じ手は通用しないだろうから、再び勝つことはできないだろう。

　それでも……この一勝は、俺が成長していることの何よりの証あかしだったのだ。

　そんな俺を、ウサギ師匠は呆あきれた様子で見る。

《全く……お前が一本とったというのに……これではどちらが勝ったのか分からんな》

　ウサギ師匠の言う通り、俺は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだが、ウサギ師匠はケロッとしている。や、やっぱりウサギ師匠は強すぎる……。

《まあいい。今日はお前が勝ったのだからな。今日の修行は終わりだ。だが、明日からはより一層厳しくいくぞ？》

「は、はい！」

　寝そべったまま返事をすると、シエルが俺を目掛けて飛んできた。

「ぴぃ！　ぴー！」

「お？　シエル！　ありがとうな、お前の応援、届いてたぞ？」

「ぴぃ、ぴぃ」

　俺の言葉に、シエルは嬉うれしそうに俺の胸に顔を擦り寄せる。か、可か愛わいい。

《……相変わらずお前の家には、不思議な生き物が集まるな》

「そ、そうですかね？」

《そうなんだ》

「そうよね。ユウヤ君の家、普通に考えればおかしいわよねぇ。そもそも家がある場所からして変だし……」

「あ、あははは……」

　家を建てたのは俺じゃなくて、賢者さんですが。

　そんなやり取りをしていた俺は、ふと先日、アヴィスの襲撃の際に手に入れた称号のことを思い出した。

「そういえば、この間、アヴィスが襲撃してきた時、邪じゃ獣じゅうを連続で倒しまくっていたら……【聖王】って称号が手に入っちゃったんですけど……」

《は!?》

「ウソでしょ!?」

　俺の言葉に、ウサギ師匠とイリスさんは目を見開いた。や、やっぱり『聖』でもない俺がこの称号を持ってるのはおかしいよなぁ。

《【聖王】の称号を手にするためには、『聖』そのものでなくても、体に『聖』の魂を宿している必要がある。お前がどうして……》

「ええ……？　そう言われましても……あ！　そういえば、この前、イリスさんにマッサージしてもらったときに【聖せい魂こん】ってスキルを……」

《ん？　マッサージ？》

「ユ、ユウヤ君！　き、きっと何かの拍子に『聖』の魂を手に入れちゃったのね！　あは、あははははは」

《……》

「な、何よ!?　言いたいことがあるんならハッキリ言いなさい！」

《……いや、別にいい》

　ウサギ師匠が気け圧おされてる……！

　珍しい姿に驚いていると、イリスさんが俺の方に視線を向けて何やら訴えてくるが……あのことは黙っていた方がよさそうだ。

　でもやっぱりあの時に手に入れた【聖魂】ってスキルが関係してるんだろうな……。

　自身の成長を実感しながら、のんきにそんなことを考えていると────。




「────さあ、約束を果たしに来たぞ？」




　……〝滅びの神〟の声が、響いた。




　　　　＊＊＊




　突然、空が赤黒く染まった。

「なっ!?」

「わふ!?」

「ふご？」

　急な空の変化に、同じように修行をしていたナイトとアカツキも気が付き、修行を中断して俺の近くに寄ってくる。

　な、何だ？　一体……。

　突然の事態に驚いていると、ウサギ師匠とイリスさんが焦あせった様子で叫んだ。

「どうしてここが!?」

《そんなこと知るかッ！　来るぞ!?》

「え？」

　あまりにも急すぎる展開についていけないでいると、どす黒い力の波動のようなものが、俺たちの家目掛けて迫ってきているのが見えた。

「なっ!?」

「────【聖せい剣けん結けっ界かい】ッ！」

《【聖せい蹴しゅう波は】！　【聖せい耳じ衝しょう】！》

　すると、『聖』の二人は、クアロが襲撃して来た際にも発動した、『聖』として最大の技を躊ちゅう躇ちょなく放った。

　その技は、二人にとっての奥おう義ぎであり、必殺技のようなものでもある。

　つまり、そんな技をいきなり使うということは────。

　二人が放った技は、賢者さんの家の結界の外へと飛び出していき、そのままどす黒い波動とぶつかったが……黒い波動の軌道をわずかに逸らすことしかできなかった。

　そして、軌道がそれた黒い波動は、俺の家の後ろに着弾する。すると……辺り一面にとてつもない轟ごう音おんが鳴り響く。

「な────」

　俺が黒い波動が着弾した場所に目を向けると……思わず絶句してしまった。

　何故なぜなら、俺の家の後ろに広がっていた【大だい魔ま境きょう】の森が────消し飛んでいたのだ。

　草木一本も残らず、残酷なまでに荒涼とした更地が広がっている。

　更地となった場所には、以前俺がウサギ師匠との修行で使用した【黒こっ堅けん樹じゅ】と呼ばれる、とんでもなく硬い特殊な樹きが群生していたはずだ。

　だが、今の俺の目の前には、その樹すらも一切見当たらない。

　ただただ、死の大地が広がっているだけだった。

　何が起きたのか全く理解できず、呆ぼう然ぜんとその大地を眺めていると、イリスさんとウサギ師匠は膝をついた。

「クッ！」

《これほどなのか……！》

「イリスさん、ウサギ師匠!?」

　急いで二人に駆け寄ろうとすると、近くにいたユティが、空を睨にらみながら叫んだ。

「発見。ユウヤ……アイツが、来た！」

「アイツ!?」

『────ったく、ゾッとする気配だなぁ、おい』

　ユティだけでなく、俺の中のクロまで目覚めてそう口にするってことは……！

「────ほう？　あの攻撃に対処したか。予想より力があったようだな。『剣けん聖せい』、『蹴しゅう聖せい』」

　俺たちの家の上空に、悠然と一人の青年が立っていた。

　そう、すべての『邪じゃ』を吸収し、究極完全態へと進化を遂げたという、アヴィスだった。

　そのアヴィスがここに来たということは……前に口にしていた完全なる『邪』の力が、その体に馴な染じんだということだろう。

「ただ、その様子では二度目は防げなさそうだな？　ならば話は早い。死ね」

　アヴィスは、ウサギ師匠たちの様子を確認すると同時に、先ほどと同じ黒い波動をこちらに向けて射出した！

　俺はすぐに、先ほどの技の反動で動けなくなったウサギ師匠とイリスさんのもとに駆け寄る。

　その間にユティが矢を放ち、ナイトは魔法、アカツキは【聖域】スキルで黒い波動を迎撃するも、どれも一瞬にしてのみ込まれてしまう。

「ダメ……間に合わない……！」

　イリスさんたちも無理矢理立ち上がり、もう一度、先ほどと同じ技を放とうとするが、それよりも先に黒い波動が賢者さんの家へと襲い掛かる。

　だが……。




「……ん？」




　なんと……賢者さんの家に張られた結界は、アヴィスの黒い波動でさえ、容易たやすく防いでしまったのだ！

　その光景に、アヴィスだけでなく、俺たちまで驚く。け、賢者さん、あなた……やっぱりとんでもないですね……。

「え……？　私たちが全力を出しても防ぎきれなかった攻撃が、あっけなく弾はじかれた……？」

　イリスさんに至っては、何度も瞬まばたきをして上空を見つめている。まあ信じられないよね。

　しかし、アヴィスはそれで諦めはしない。

「ほう……やるではないか、異分子よ。だが……一度防がれたのなら、通るまで攻撃を続けるだけだ」

　そう言うと、今度は闇の力を凝縮したような黒い塊を大量に周囲に浮遊させ、それを一斉に賢者さんの家に目掛けて射出してきた！

　一発一発の威力や速度はすさまじく、これらも迎撃が間に合わない。

　だが────。

「どうなっている!?」

　やはり賢者さんの家の結界は、それらを簡単に防ぎきってしまったのだ。

　さすがにこれは予想外だったのか、アヴィスが驚きの声を上げていた。ど、どうなっているって言われても……賢者さんがすごいからとしか言いようがないよね。

　賢者さんの家のおかげでちょっとした精神的余裕ができた俺だったが、次のアヴィスの言葉に、そんなものは簡単に吹き飛ばされた。

「……フン。どういう原理でこの俺の攻撃を防いでいるのかは分からないが……そこに籠っているのなら、そうしているがいい」

「え？」

「順序が変わるだけだ────お前たちの代わりに、先にレガル国とアルセリア王国を滅ぼすだけだからな」

「なっ!?」

「そこにいたければ好きにしろ。貴様らの大切な人間どもの国が亡ほろぶ様を、目に焼き付けるがいい。あいつらの国を滅ぼす程度、ここからでも十分できるからな」

「や、やめろ……！」

「そう言われてやめる奴やつがいると思うか？」

　俺のことを心底バカにした様子で見つめたアヴィスは、掌てのひらをアルセリア王国とレガル国のある方に向けた。

　このままじゃ、あの黒い波動が二つの国に放たれてしまう……！

「さあ、よく見ておけ。これが真の『邪』の力だ────！」

「────やめろおおおおおおおおお！」

「ッ!?」

　俺が『聖せい王おう威い』を発動しながら、全力で【絶ぜつ槍そう】を投とう擲てきすると、アヴィスは攻撃の準備を止め、俺の攻撃を受け止めた。

「貴様……その力は……【聖王】だと!?」

　目を見開いて驚いた様子のアヴィスだったが、その表情はすぐに笑みへと変わる。

「ククク……アハハハハハ！　『聖』どもの王となった貴様さえ殺せば、もうこの俺を止められる者はいなくなる！　相手にとって不足はない。かかってくるがいい！」

「言われなくても……！」

　とても勝てるような相手じゃないかもしれないが、ウサギ師匠たちが先ほど放った技の反動で動けない今、戦えるのは俺しかいない。

　俺は手元に帰ってきた【絶槍】を握りしめ、すぐに【魔ま装そう】と『邪』の力を解放すると、アヴィスへと肉迫した。
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「はあああああっ！」

「クハハハハハ！　いいぞ、かかってこい！」

　俺の全力に対して、アヴィスは逃げる素振りも見せず、ただ笑う。

　そして……俺の全力の一撃は、アヴィスの片手で受け止められた。

「ほう？　妙な魔法に、我らと同じ力か……面白いな！」

「っあああああ！」

「ぬ!?」

　俺の攻撃は軽く受け止められてしまったが、それは想定済みだ。すぐさま空いている左手に【全ぜん剣けん】を出現させると、そのまま斬りかかる。

「【一いっ刀とう閃せん】！」

「これは……」

　アヴィスは微かすかに目を見開きながらも、俺の一撃を漆黒の靄もやを纏まとったもう片方の手で受け止めた！

「『剣聖』の技をも使うのか、貴様……！」

「【天てん翔しょう】！」

「!?」

　俺はアヴィスと会話することなく、次々と技を繰り出していく。

　今のアヴィスは俺の【絶槍】と【全剣】を両手で受け止めており、完全に手がふさがっている。

　だからこそ、俺はウサギ師匠の技をアヴィスの胴体に叩たたき込んだ。

　だが、その寸前でアヴィスは黒い靄を体に纏い、俺の蹴りすらも受け止めてしまう。

　しかも、俺の放った蹴りを受け止めた勢いで、その場から大きく飛躍し、距離ができてしまった。

「ククク……ハハハハハ！　『剣聖』の次は『蹴聖』の技とは！　ずいぶんと多才なんだなあ!?」

　あれだけ攻撃したのに、まったく堪えた様子がなく、獰どう猛もうな笑みを浮かべるアヴィス。

　すると、アヴィスは両手を広げ、俺を冷たく見下ろした。

「────次はこちらから行くぞ？」

「ッ!?」

　すると、アヴィスの背後の空間が軋きしみ、まるで黒いシミのように漆黒の靄がいくつも滲にじみ出てくる。

　その無数の黒い靄は、次第に俺を全方位から囲い込むように生み出されていき、そこからすさまじい量の漆黒の槍やりが形成される。

「死ね」

「はああああああっ！」

　短く紡つむがれたアヴィスの一言を合図に、無数の漆黒の槍が俺へと放たれた。

　全方向からの攻撃を、俺は必死に【絶槍】を用いて打ち払う。

　だが、俺が【絶槍】を振るう速度よりも、圧倒的な手数で射出される漆黒の槍を前に、俺は飲み込まれそうになっていた。

　だが……！

「うおおおおおおおおおおっ！」

「ほお！」

　俺は『聖王威』を全力で発動させ、聖なる波動で漆黒の槍を次々と消滅させた。

　とはいえ、今の『聖王威』を使ったことによって、俺は満身創そう痍いになってしまう。

「ハハハ！　これでも死なんか。中々しぶといではないか」

　そんな俺を見つめ、楽しそうに嗤わらうアヴィス。

　……守ってばっかりじゃ確実に死ぬ。でも、アイツにダメージを与えるだけの一手がない。

　一体どうすれば……！

　必死に頭を回転させる俺だったが……その時、不意に何かが俺の耳を引っ張った。

「い、いたっ……って、なんでシエルが肩に!?　危ないから離れてろ！」

「ぴぃ！　ぴー！」

「え!?」

　いつの間にか肩にいたシエルを説得しようとするも、シエルがあのアヴィスを倒すと言ってきた……って！

「いやいやいや！　シエルは生まれたばっかだろ!?　無茶だ！」

「ぴー！」

　俺が必死に説得するが、シエルは『行けます！』と言わんばかりに鳴き続ける。どこからその自信が来てるんですかねぇ!?

「ぴぴぴー！」

　驚く俺をよそに、シエルはナイトとアカツキに対して『先輩たちも行けますよね!?』と言わんばかりに声をかけていた。

　すると、そんなシエルの声を受けてか、ナイトとアカツキも俺に向かって意思表示をしてきた。

「ウォン！」

「ブヒィ！」

「ナイトとアカツキまで!?」

　なんと、二人とも先日のレガル国で、アヴィスに手も足も出なかったのが悔しかったらしく、どうやら、そのリベンジがしたいらしい。

　いや、リベンジをしたいのは分かるけど、アヴィスの強さにはウサギ師匠たちでも敵かなわないわけで……！

　何とかして三人を引き留めようとするところに、家の方からオーマさんがのしのしとやって来た。

『面白い。行かせればいいではないか』

「オーマさん!?」

『我としても、【鸞らん】という種がどこまで戦えるのか気になるのでな』

「そ、そんな理由で……！」

『それだけではないわ。シエルはステータスもスキルも未知数だ。そして、シエル自身がそこまで主張するということは、自分がヤツに勝てると思っているからだろう？』

「ぴっ！」

「シエル……」

　オーマさんの言葉に、シエルは『そうです！』と言わんばかりに胸を張る。

　すると、そんな俺たちの様子を見ていたアヴィスが、バカにした様子で言う。

「ハッ！　そんな小鳥に何ができる？」

「────び？」

　その瞬間、シエルはアヴィスの方に振り返り、今までの可か愛わいらしい様子からうって変わって、ドスの利いた声で答えた。

　その様子はまるで『あ？』とガンつけているかのようにガラが悪い。

「あ、あの……シエル、さん？」

　急に雰囲気が変わったことに驚きつつ、恐る恐る声をかけると、シエルは今まで通りの可愛らしい声で俺に答えた。

「ぴぃ♪」

　それはまるで、『任せてください♪』と言っているようで、シエルは再びアヴィスに向き直ると、そのまま飛び出していった。

「びゅぃぃぃぃいいいい！」

「シエルさああああん!?」

　アヴィス目掛けて飛び出したシエルは、『ぶっ殺すぞボケがああああああ！』とでも叫んでいるかのように鳴いている。ギャップ！　ギャップがすごいことになってますよ！

　そんなシエルの様子を見て、ナイトとアカツキも顔を見合わせると、アヴィスに向かって一斉に走り出した。

「ウォオオン！」

「フゴォォオオ！」

「ナイト!?　アカツキ!?」

　慌てて止めようとするが、まだ『聖王威』の発動から体力が戻っていないので、力が入らず動き出せない。

　すると、オーマさんがそんな俺に近づき、のんびりした様子で言う。

『まあ見ていろ。シエルはともかく、ナイトは我と並ぶ戦闘力を潜在的に秘めているのだ。それにアカツキも【邪じゃ】に対抗できる数少ない存在……心配せずとも大丈夫だ』

「そ、そうは言うけど！　アイツの強さはレガル国で見たでしょう!?」

『あの程度、我の敵ではない。だから大丈夫だ』

「オーマさんからしたらそうかもしれないですけど……！」

　ダメだ、オーマさんが聞く耳を持たない！

　頭を抱える俺をよそに、シエルはついにアヴィスのもとにたどり着いた。

「びゅぃぃいい！」

「ふん。ハエの如ごとく鬱陶しいな────死ね」

「シエルゥゥウウウ！」

　その瞬間、黒い波動が、シエルとナイトたちに降り注いだ。

　ナイトとアカツキは何とかその攻撃を避よけることに成功するも、シエルはその攻撃をもろに受けてしまう。

　攻撃を受けたシエルは塵ちりのように吹き飛ばされ、無む惨ざんにも地面へと墜落する。

「シエルッ！　オーマさんが止めるから……！」

『……いや、まだだ』

「え？」

　オーマさんがどこか興奮した様子でシエルを見つめているので、俺も再びシエルに視線を戻すと────。




「何が……どうなってる……!?」




　地面に転がるシエルの体が青い炎で包まれたかと思うと、次の瞬間には無傷の状態で復活していたのだ。

　さすがのこの光景に、アヴィスも目を見開いている。

「びゅぃぃいい！」

「……どんなスキルを使ったのか知らないが、一度で死なないなら、死ぬまで攻撃を繰り返すだけだ」

　またもや無数の攻撃がシエルやナイトたちに降り注ぐと、今度はナイトたちもダメージを負ってしまう。

「キャン！」

「ぶひぃ！」

「ナイト！　アカツキ！」

　アヴィス……！

　二人を助けるため、必死に体を動かそうとすると、またもや不思議な光景が目に飛び込んできた。

「ぴぃぃぃいいい！」

　シエルがナイトとアカツキの方に、強く鳴き声を放った瞬間……。

「なっ!?」

「──ウォン！」

「──フゴォ！」

　なんと、二人の体が突然青い炎で包まれたかと思えば、再び無傷の状態で動き出したのだ。

「ど、どうなってるんだ!?」

　思わず声を上げてしまう俺と同じように、この光景を見ているウサギ師匠やイリスさんも絶句している。

　そんな中、オーマさんだけが楽しそうに笑っていた。

『どうも何も、考えられる原因はただ一つ。シエルのスキルだろう』

「し、シエルの？」

『見た目だけで考えるならば、【青炎】スキルだろうが、効果だけ見れば【蘇そ生せい】のような気もする。だが、一番の問題はそこではない』

「え？」

『気付いているか？　シエルのヤツ、撃ち落とされた時よりも、復活した時の方が強くなっているぞ』

「は？」

『それはナイトたちも同じだ。何故なぜか、傷を負う前より、回復した後の方が強くなっているのだ』

「そ、そんなまさか……」

　呆ぼう然ぜんとシエルたちの様子を見ていると、シエルもナイトもアカツキも、アヴィスに攻撃を仕掛けては毎回強烈な攻撃を受けて吹き飛ばされる。

　だが、その度に不思議な青い炎で回復を遂げ、何度も何度も向かって行くのだ。

　その結果、不死鳥の如く死んでは蘇よみがえり、蘇るたびに炎の勢いを増していくシエルの姿は、今では小さな太陽と見まがうほどの熱量と輝きになっていた。

「ど、どうなっている!?　何故死なない!?　それにこの熱量はなんだ!?」

　オーマさんの言ったことは当たっていた。何故かシエルたちはやられて復活するたびにどんどん強くなっているのだ。

　ついには、アヴィスの攻撃を食らっても傷一つつかなくなってしまった。

「ぴぃぃぃいいい！」

「ぶふううううううううう！」

　シエルの小さくも、太陽のような熱量を纏まとった翼で頰を打たれたアヴィスは、すさまじい勢いで飛んでいく。

　そんなアヴィスが飛んで行った先には、巨大化したアカツキの姿が。

「フゴオオオオオ！」

「かはっ!?」

　アカツキは飛んできたアヴィスを驚きょう愕がくの威力で叩たたき落とした。

「グルアアアアア！」

「ぐへええええええええええ!?」

　地面に勢いよく叩きつけられたアヴィスに対して、地上で待ち構えていたナイトが嚙かみつくと、そのまま激しく振り回し、高く空へと放り投げる。

　すでに体がボロボロになっているアヴィスは、宙で動くともできず、ただ喚わめくことしかできなかった。

「バカなバカなバカな!?　そんなバカな!?　俺は……俺はすべての『邪』の力を吸収し、完全なる〝滅びの神〟になったのだ！　それをこんな小鳥に────」

「び」

「があああああっ！」

　まるで『うるせぇ』と言わんばかりの鳴き声を吐き捨てたシエルがアヴィスの頭上に到達すると、その小さくも、太陽のような閃せん光こうを放つ脚先でアヴィスを地上まで再び叩き落とした。う、うそぉ……。

「そ、そんな……こ、この、俺が……！」

「──わふぅ」

「──ふごぉ」

「ひっ!?」

　ニタァと笑いながら、ナイトとアカツキが地に墜落したアヴィスに近づく。

　その様子に短い悲鳴を上げたアヴィスは、何とかして逃げようと地面を這はいずるが、その先に、シエルが降り立った。

「びぃ？　び？」

『どこ行くつもりだ？　あ？』と、その道のプロも絶賛しそうなほどドスの利いた声で威圧しながら、シエルは歩み寄る。

「や、やめろ……やめて……や、やめてくださ────」

「グルルルアアアアア！」

「ブヒィィィィイイイ！」

「びぃぃぃいいいいい！」

[image: ]

「ぎゃああああああああああああああああああああああ！」

　文字通り、ぼっこぼこにされたアヴィスは、最後に大きな悲鳴を上げて動かなくなると、アカツキの【聖せい域いき】スキルによって静かに消滅していく。

　呆然とその様子を眺めていると、不意にメッセージが出現した。




『称号【神しん獣じゅうたちの主あるじ】を獲得しました』




　なんというか、お腹なかがいっぱいだった。




　　　　＊＊＊




《冗談だろう？》

　シエルたちがアヴィスを倒した後、ウサギ師匠がそう口を開いたが……残念ながら、すべて現実だった。

《おかしいだろう!?　『邪』だぞ!?　我ら『聖』の宿敵であり、人類全体の敵だ！　しかも、ヤツはそんな他の『邪』たちを吸収し、究極完全態となったとんでもないヤツだったのだ！　それを『聖』でもない存在が滅ぼしただと……？　それがどれだけおかしいことか分かっているのか!?》

「ぴぃ♪」

「わふぅ……」

「ふごぉ……」

　何故かシエルはウサギ師匠の言葉に『照れますなぁ♪』と言わんばかりに俺の手の中で体をくねらせていた。

　ただ、ナイトとアカツキは、どこか申し訳なさそうな様子だ。

《こ、こんな結末……！　しかも、ヤツが完全なる『邪』だったということは!?》

『これから数万年は【邪】は生まれぬだろうな』

《だああああああああ！》

　オーマさんの言葉に、ウサギ師匠は滅多にない乱れっぷりを見せた。なんか、すみません……。

『一体何を嘆く必要があるのだ？　貴様らにとって【邪じゃ】は敵なのだろう？　ならば滅んだことを喜ぶべきではないのか？』

《そんなことは理解している！　だが、そうなると俺たち『聖』の存在意義はどうなる!?》

『知らん。弱い貴様らが悪い』

《ぐぅ……！》

　いや、オーマさん。ウサギ師匠は弱くないですから。めっちゃ強いですから、むしろオーマさんの強さがおかしいわけで……。

　何とも言えない気持ちになっていると、ふとイリスさんが黙ったままでいることに気付く。

「心配。大丈夫？」

「……ええ、大丈夫よ。ちょっと、今までの自分の頑張りは何だったんだろうって……そう思ってるだけだから……」

　大丈夫じゃなかった……！

　イリスさんもまた、ウサギ師匠と同じく、『邪』から人間たちを守るために頑張ってきたのだ。

　それがこんな呆あっ気けない終わり方をしたせいで、心の整理がつかないんだろう。大丈夫、俺も付いていけていませんから！

　だが、当の本人であるシエルは、さっきからずっと俺にべったりで、『褒めて褒めて〜』というように、体を擦り寄せてくるのだ。ハイ可愛い。

　ついシエルを見て、頰を緩めていると、オーマさんが呆あきれた様子で続ける。

『まったく……今代の【聖】たちは情けないな。賢者のヤツを見習え。ヤツは一人ですべての【邪】を滅ぼしたのだぞ？』

　待って。賢者さんの武勇伝に終わりが見えない。

　相変わらず賢者さんって滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ過ぎない？

　すると、オーマさんの『賢者』という言葉に、イリスさんは目を見開いた。

「賢者って……あの賢者？」

『フン。我にとって、賢者などただ一人だ。むしろ、ヤツ以外を賢者と呼ぶ気にもならん。とにかく、ヤツが生きていた時は、ヤツ一人ですべての【聖】を引き受けていたからな』

「一人で全部の『聖』を!?」

　本当に賢者さんって何でもできたんだなぁ。

　ウサギ師匠とイリスさんは絶句しているが、この家が賢者さんのモノであることや、普段使ってる武器も賢者さんのモノだということを知っている俺からすると、今さらではあった。

　賢者さんのすごさを語っていたオーマさんだったが、そこでふとあることに気付いたようだ。

『……ん？　待てよ？　ヤツは確かにすべての【聖】の称号を持っていた。ならば……ヤツもユウヤと同じ【聖王】の称号を持っていたはず。まさか……あの時見かけた【鸞らん】はヤツの……!?』

　オーマさんはその事実に驚きの声を上げ、まじまじとシエルを見ていた。

「ぴ？」

　だが、当のシエルは、よく分かっていないようで、首を傾かしげるだけだった。

　オーマさんの言う通り、賢者さんがすべての『聖』の称号を持っていたということは、当然、今は俺が持っている【聖王】の称号も、持っていたはずだ。

　なるほどなぁ。シエルと別の個体なのか、詳しいことは分からないけど、賢者さんも【鸞】という種族に導かれていたのかもしれないな。

『……まあいい。とにかく、今回の【邪】のような存在が生まれるまで数万年の時がかかるのは間違いないが、それでも世界には日々悪意が生まれ、それによって邪じゃ獣じゅうが姿を現すだろう。まだまだ【聖】としての役目は終わってないはずだぞ。違うか？』

「それは……」

《……創そう世せい竜りゅうの言う通りだな。何はともあれ、『邪』が消えたこと自体はありがたいんだ。これからは邪獣による被害を少しでも抑えるのが、俺たち『聖』の責務というわけだ》

「……そうね。まだまだ私たちの力は必要だものね」

　ようやく元気を取り戻したイリスさんたちは、俺たちを見渡す。

「改めてお礼を言わせてもらうわ。貴方あなたたちのおかげで、『邪』を滅ぼすことができた。ありがとう」

《俺からも礼を言う。ひとまずこれからは、残りの『聖』と協力して、邪獣の駆逐をしていこうと思う》

「そうと決まれば、生き残った『聖』や、その後継者たちに、今回のことを知らせなきゃね」

《……信じてもらえそうにないがな》

「まあねぇ……でも、貴方って普段から冗談は言わないし、大丈夫じゃない？」

《そうであることを祈るさ……というわけで、ユウヤ。俺たちは一旦ここを離れる。『邪』が消えた今、これ以上の力を求める理由はないかもしれないが……それでも、次に俺と会う時まで、修行は続けておくんだぞ。いいな？》

「あ、私の方の修行もよ？　……せっかく見つけた結婚相手なのに……うぅ」

　ウサギ師匠と、何故なぜか泣いているイリスさんの言葉に、俺は頷うなずく。

「もちろんです。せっかく『邪』も消えたので、『聖せい王おう威い』を使いこなせるように、色々と試行錯誤してみますよ」

《うむ……そうだ、レガル国とアルセリア王国のヤツらにはお前の方から伝えておけ》

「分かりました」

《ではな》

「それじゃあね、ユウヤ君！　こっちの用事が終わったら、また顔を見せに来るから！」

　それだけ言うと、ウサギ師匠とイリスさんは、元気に旅立っていくのだった。











エピローグ









　時は少し遡り、邪獣の群れを退けた優ゆう夜やがシエルと出会っていた頃、レガル国に残ったレクシアたちはオルギスと会話をしていた。

「────また、彼に助けられてしまったな……」

「どう？　私の旦那様はすごいでしょ！」

「いつからユウヤはレクシアの旦那になったんだ……」

　優夜のことを褒められ、何故かレクシアが自信満々に胸を張った。

　その様子に、思わずツッコんでしまうルナ。

　しかし、オルギスはそんなレクシアを気にする様子もなく、難しい表情を浮かべる。

「彼は一体何者なのだ？　聞くところによると、『蹴しゅう聖せい』の弟子だということはだが、正式な後継者ではないとも『剣けん聖せい』殿から聞いている。しかも、その『剣聖』殿までユウヤ殿を弟子として迎え入れたらしいではないか……そこに【創世竜】の主とまでなると、もはや何が何だか……」

「もちろん、私の旦那様よ！」

「何の回答にもなってない！　それにお前の旦那じゃないと何度言えば分かるんだッ！」

「何よ、ルナ！　言ったもん勝ちでしょ!?」

「ただただ質たちが悪い……！」

　いっそ清すが々すがしいレクシアの言葉に、ルナは頭を抱えるしかなかった。

　オルギス自身もまともな回答が返ってくるとは思っていなかったので、特に気にしていない。

　すると、一人の兵士がやって来て、オルギスに耳打ちした。

「おお、そうか。では、ここに通してくれ」

「ハッ！」

　命令を受け、兵士が退出すると、オルギスはレクシアたちに目を向ける。

「ユウヤ殿は帰ってしまわれたが、せっかくだ。レクシア殿にも我々が召しょう喚かんした聖女と是非会っていただきたい」

　そんなオルギスの言葉に、先ほどまでの軽い雰囲気から一転し、レクシアは真面目な表情で頷いた。

「……ええ、分かったわ。それに、私としても、その方の力になりたいもの」

「……すまない」

　レクシアとしては、未いまだにオルギスが異世界から聖女を召喚したことについて、やはり否定的だった。

　だが、先のアヴィスの襲撃を受け、手も足も出なかった『聖』たちの様子に、オルギスの考えも理解できてしまった。

　とはいえ、やはり拉致のような形で異世界から聖女を召喚したことは許されることではなく、レクシアもできるだけ、召喚に巻き込まれてしまった聖女に手を貸そうと考えていた。

　すると、オルギスたちの部屋に、恐縮した様子の神楽かぐら坂ざか舞まいが姿を現す。

「あ、あの……私のことをお呼びだとお聞きしたので、やって来たのですが……」

「おお、聖女殿！　戦闘が終わったばかりで疲れているところ、大変申し訳ない。ぜひとも聖女殿に紹介したい方がいてな」

「はあ……」

　オルギスはレクシアの紹介をする。

「こちらの方は、我がレガル国と友好関係にある、アルセリア王国の第一王女。レクシア殿だ」

「レクシア・フォン・アルセリアです。まずは謝罪を……本来ならばこの世界と無関係である貴女あなたに、『邪』の討伐という危険なお願いをしてしまい、大変申し訳ありません」

　レクシアはそう言うと、舞に向かって頭を下げた。

　その様子に、舞は慌てる。

「あ、頭をあげてください！　確かに、最初は色々と戸惑いましたし、正直なところ今も困惑していますが、この国の方々にはとても良くしていただいていますから。それに、私の力が必要だと言うのなら、できる限り皆さんの力になりたいと思います」

「……聖女様に心より感謝を」

　改めて頭を下げるレクシアに対し、舞は恐縮したままだった。

「そ、そんな聖女だなんて……あ、すみません！　名乗ってませんでした。私は神楽坂舞と申します」

「え？」

　レクシアは舞の言葉を聞くと、目を見開いた。

　それはルナも同じで、驚きの表情を浮かべている。

　そんな二人の様子に、舞は首を傾げた。

「あ、あの、どうかしましたか……？」

「あ、ごめんなさい。貴女の名前の雰囲気が、私の知人と似てまして……。それに、よく見てみたら、髪や瞳の色も似ているなと……」

「もしかして、天てん上じょう優夜のことですか？」

「ユウヤ様をご存じなんですか!?」

　舞の言葉に、レクシアは驚きの声を上げた。

　そんなやり取りを見ていたオルギスも、ふと呟つぶやく。

「言われてみれば……ユウヤ殿と聖女殿……どこか似た雰囲気ですな……」

「あ、はい。私と故郷が一緒ですからね」

『え？』

　さらりと告げられた舞の言葉に、その場にいた全員が固まる。

　────優夜の知らないところで、優夜の秘密がついにバレてしまうのだった。




　　　　＊＊＊




「……なんていうか、とんでもない一日だったな」

「同感。驚き疲れた」

　地球の家に戻った俺たちは、今日の出来事を思い出し、ついそんなことを口にしてしまう。

　俺の場合は、体も精神もとことん疲れ切っていた。

「ウサギ師匠にようやく勝てたと思ったら、その力を使うべき相手がいなくなるんだもんなぁ」

「驚きょう愕がく。シエル、とても強かった。あれが【黄泉よみ返りの進撃】のスキル？」

「みたいだな。オーマさんも詳しいことは分からないみたいだけど、見ていた感じ、ダメージを負うたびに回復して、回復するたびに強くなるみたいだな……」

「……反則。強すぎるし、相手から見たら悪夢」

「間違いないな」

　ユティの言う通り、戦う相手からすれば悪夢以外の何物でもないだろう。

　なんせ、攻撃しても即座に回復されて、その上、回復するたびに強化されていくのだ。ゾンビより恐ろしい。

「まあいいや。ようやく『邪じゃ』との戦いにもひと段落付いたんだし、こっちの世界でここからはのんびりと────」




　そこまで言いかけた瞬間だった。




　突如、家全体が大きく揺れ始めたのだ。

「な、何だ!?」

「困惑。全然分からない」

　ユティにも原因が分からないようで、俺たちは必死にその揺れに耐える。

　何て言うか、地震とは違って、空間全体が震動しているように感じたのだ。

「わんわん！」

「ふごぉ……」

「ぴぃ！」

『何やら空間が歪ゆがんでいるようだな……』

　すると、俺たちのもとに、ナイトたちも集まってきたが……。

「オーマさん、この揺れ、何か分かる？」

『さあな。我にも分からん。このチキュウ独自の災害ではないのか？』

「いやいやいや！　地震はあるけど、空間が歪むなんてことはないから！」

　あったら逆に驚きだ。

　しばらくの間、揺れに耐えていた俺たちだが、やがて揺れは徐々に弱まっていき、最終的には完全に収まった。

「お、終わった？」

「多分。もう揺れる気配はない」

　ユティの言葉を聞いて、俺はゆっくりと息を吐きだした。

「ふぅ……まったく、何だったんだ────」

「ッ！　ユウヤ！」

「へ？」

　ユティが鋭い声を出すも、俺はつい気の抜けた返事をしてしまった。

　だが、ユティの表情は険しいままで、その視線は俺の背後に向けられている。

　俺の後ろに何かあるのかと思い、振り向くと……。

「はい？」

　なぜか、天井から光の柱が降り注いでいたのだ。

　しかし、天井に穴が開いている様子もない。

　そんな光の柱を前に、ただただ呆ぼう然ぜんとそれを見つめていると、その柱の上から、何かが降りてきた。

「だ……だれ!?」

『ほう？』

　降りてきたモノを見て、オーマさんは楽しそうに笑うが、俺はそれどころじゃなかった。

　何故なぜなら、空から降ってきたのは、この世界では、いや、向こうの世界でも見たことのないような見た目をした、一人の女の子だったのだ。

　俺と同い年くらいの年齢に見えるが、鮮やかな青色の髪と、同じく青い瞳、そして体の周りには星空を思わせる光が煌きらめいて舞っている。

　不思議な光を纏う女の子は、俺の家の床に静かに着地すると、そのまま俺たちを見渡す。

　そして、ついに口を開いた。

〈ここに設計図があることは分かっています。大人しく渡してください〉

「はい？　設計図？」

「困惑。ユウヤ、彼女の言葉が分かるの？」

「え？　ユティには分からないの？」

「肯定」

　思わずユティの言葉に驚くも、俺はすぐに自分の持っている【言語理解】のスキルのおかげで、この女の子の言葉が理解できるのだと気付いた。

　すると、返答がないことで、焦じれた様子の女の子が再び口を開いた。

〈警告します。大人しく設計図を渡してください。さもなければ、この星を滅ぼします〉

「はあ!?　地球を滅ぼす!?」

　まさかの発言に俺は素っ頓狂な声を上げてしまった。

　だが、女の子はいたって真面目な表情だった。

〈我々は、この星よりもはるかに進んだ文明を有しています。この星を滅ぼすことなど造作もありません〉

「ま、待って！　一つ確認させてもらいたいんだけど……君って、宇宙人、なの？」

　何となく会話から想像できていたが、確認の意味も込めて訊きいてみた。

〈宇宙人……確かに、この星の人々から見れば、そうでしょう。おっと……焦あせるあまり自己紹介がまだでしたね〉

　そう言うと、宇宙人だと名乗る少女は、恭うやうやしく頭を下げる。

〈私は、エイメル星から来ました、メルルと申します。どうか、あの設計図をお返しください〉

　エイメル星から来たという女の子……メルルさんは、頭をあげると、再び俺たちに語りかける。

「い、いや、設計図を返せと言われましても……俺には何のことを言ってるのか、さっぱり分かりませんし、そもそもそれは何の設計図なんですか？」

　俺の問いかけに、メルルさんは何故か腕に装着されている長方形の機械に目を向けていた。

〈……心拍数、脳波、共にウソをついている様子はありませんね。いいでしょう、説明します〉

　どうやらあの手に装着された機械は、相手がウソを言ってるかどうかを確認するためのモノみたいだ、す、すごいな、宇宙。そんなコンパクトなウソ発見器があるのか……。

〈私が探し求めている設計図から造り出されるモノは、私の住む星、エイメル星の悲願でもあります〉

「悲願？」

〈……この平和な星で暮らしている貴方あなたには分からないかもしれませんが、この広大な宇宙では、悲惨な星間戦争がごくごく普通に行われています。かつて、私たちの星も、とある星からの侵略を受け、敗北の危機にありました。そんな中、私たちの星では、その侵略者たちに対抗するため、対天体殲せん滅めつ兵器の開発が進められました〉

　た、対天体殲滅兵器？　何だ、その物騒極まりない名前は……。

〈しかし、とある事故により、敵にその設計図が奪われそうになったため、私たちの祖先は設計図をとあるものに封印し、侵略者たちの手から守るために広大な宇宙へと放流しました〉

　あまりにもスケールの大きい話に、正直今すぐ逃げ出したいところだが、メルルさんは俺に視線を向けたまま語りかけてくるので、それもできそうにない。お、俺はただの小市民なのになんでこんな壮大な話に巻き込まれているんだ？

〈それから……一万年の月日が流れました〉

「一万年!?」

　いちいち規模が大きい！　本当に俺にどうしろと!?

〈その一万年もの間、私たちは何とかその侵略を防いでいたのですが……最近、敵の星で新たな生体兵器が造られ、私たちは再び窮地に立たされています。そんなときです。祖先が作り上げた設計図の封印が解ける気配を、この星のこの地点から察知したのです〉

「え？」

〈先ほども言った通り、祖先たちが遺した兵器は、私たちにとって最後の希望と言えるものですが、敵の手に渡れば、それは一気に絶望へと変わるものです。相手の星にその設計図が渡り、開発が進んでしまえば、私たちの星は滅ぼされてしまうでしょう。だからこそ、祖先たちは封印する際に、とある仕掛けを施しました。設計図の封印を解くためには、数万人分の生命力、または、数万人分にも相当する魔力をぶつける必要があるんです。この星からは魔力が感じられないので、生命力を用意したとも考えられるのですが、見たところ数万人規模の生命体が死んだ形跡もなく、何故設計図が解放されたのか……ともかく、解けるはずのない封印が解けたことを察知したため、急いで回収に来たのです。敵の手に渡っては困りますからね〉

　聞けば聞くほど物騒な話だし、規模も大きすぎてイメージが追いつかない。

〈説明は以上です。直ちにその設計図をお渡しください〉

「んー……そう言われても、その設計図がどんなものか分からないので、お返しのしようがないんですが……それこそメルルさんはこの家のどこに設計図が置いてあるかまで分かってるんじゃないですか？」

〈それが……私たちの求める設計図の電磁波を感じ取ることはできたのですが、何やら一緒に保管されていると考えられるモノの気配、電磁波、いびつに渦巻くあらゆる力に干渉されてしまっているようでして、設計図の詳細な場所が分からないのです〉

「ん？」

　よくは分からないが、そんな場所ってなると……何となく頭に浮かぶのは、あの倉庫だ。

　あそこには、ワケの分からないモノばかり転がっているし、オーマさんは楽しんでいるが、ユティなんかは怖がってあまり入りたがらないのだ。それくらい、あそこはヤバい気配で満ちているらしい。俺にはよく分からないんだけどね。多分、俺が鈍いだけなんだけど。

「ちなみに、その設計図ってどんな形をしてますか？」

〈設計図そのものはホログラムとして残されているので実体を持たないのですが、宇宙で最も硬いと言われている素材【コスモニウム】の石箱に封印されています。サイズとしては……これくらいの立方体でしょうか〉

「……ん？」

『あ』

　メルルさんの言っているものに一つ心当たりがあることに気付いた俺だったが、同時にふとオーマさんが声を上げる。

　その方向に視線を向けると、オーマさんは珍しく冷や汗を顔に浮かべている。

「……オーマさん？　どうしました？」

『どどどどどどうもしておらんぞ!?』

　動揺の仕方がすごい。というより、普段から動揺することがないオーマさんは、こういった時にそれを隠すのが下手だなと思った。

　絶対、オーマさん、何か知ってるじゃん……。そんなことを思っていると、オーマさんは誰も聞いていないのに、自らどんどん墓穴を掘っていく。

『わ、我がほんの暇潰しにあの倉庫で遊んでいた時に、そこに置いてあった謎の物体に魔力をぶつけたりなど……するわけなかろう!?』

「……憐れん憫びん」

「わふぅ……」

「ふご……」

　ユティからは哀れみの目で見られ、ナイトは困惑し、アカツキに至っては呆あきれかえっていた。

　唯一シエルだけが、この状況に動じることなく俺の肩で寝ているが……この子もアカツキと同じように大物の気配がする。実際、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ強いしな。

　それはいいとして……。

「えーっと……」

〈────皆さん、設計図の在り処を知ってるようですね。さあ、直ちに教えてください〉

　真剣な表情でそう言うメルルさんを見て、俺は頭を抱えたくなった。

　────せっかく異世界で、完全なる『邪じゃ』を倒したというのに、またしても何やら壮大な出来事に巻き込まれてしまった……。

　俺がゆっくり休めるのは、まだまだ先の話のようだった。
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　この作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　作者の美み紅くです。

　巻数を重ねるごとに、もう○巻か、と毎度感じております。

　それもこれも、読者の皆様のおかげです。

　本当にありがとうございます。




　さて、今回の内容ですが、七巻目にしてようやく異世界編に一区切りがついたのかなと思います。究極完全態の『邪』であるアヴィスとのバトルの結末には、また私の悪い癖が出てしまったなぁと思いましたが、まあいいでしょう。

　そして、ようやく『邪』たちの脅威から解放され、のんびりと異世界観光でも────と考えていたはずの優ゆう夜やですが、それが許されることもなく、早くも次の事件に巻き込まれてしまいました。

　大変ですね。

　なんでこんなことになったのか、と優夜も頭を抱えているでしょうが……安心してください。




　作者の私も頭を抱えております。




　毎回毎回、何をどうすればそんなことになるのか、次はどうなるのかと、作者である私にも分からないまま筆を走らせていると、いつの間にか原稿が完成しての繰り返しです。

　そろそろ自分で物語の展開を制御した方がいいのかと考えつつも、この暴走に身を任せるのもまた楽しいので、しばらくはこのままでもいいのかなと。

　その代わり、毎回、次回の話を書き始めるときに頭を悩ませるのですが。




　そんな私の作品ですが、明確に一つだけ、私の無意識の欲望が現れている部分があります。

　それは、優夜の家族である動物たちです。

　今回は、また新たな家族として、シエルが登場しました。

　どうやら私はまだまだ動物の家族というものに憧れているようですね。

　いつかはナイトたちのような動物の家族と暮らしてみたいものです。




　さて、今回も一緒に作品をつくってくださった担当編集者様。

　素晴らしいイラストでこの作品をより良くしてくださった桑くわ島しま黎れ音いん様。

　そして、この作品をお手に取っていただき、楽しんでいただいた読者の皆様に、再び心より感謝を申し上げます。

　本当にありがとうございました。

　では、次の機会に。


美紅





















異い世せ界かいでチート能力スキルを手てにした俺おれは、現げん実じつ世せ界かいをも無む双そうする７




～レベルアップは人じん生せいを変かえた～








美み紅く





富士見ファンタジア文庫





令和2年12月19日　発行





ver.002





©Miku, Rein Kuwashima 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『異世界でチート能力を手にした俺は、現実世界をも無双する７　～レベルアップは人生を変えた～』

令和2年12月20日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg





cover.jpeg
TPVIITXE





images/00017.jpeg
RTIFUL. #35
nBELERE TS

A5ZH: BERE
PIFIAY R - B at)

AL N
e

e

T

BN

VAR A L TR LT S L, WL &
MO %o 2o R Bz bhVE [0 A5 Mebe%e
LI L, BRRNTE 5 MEERELTY
BRI STHANHC RIMITI, ALKY SHALE
KNLETW « i‘lﬁlk)l.’ﬁ'ﬂ?’— BlOBE) QWAWADF
= 17 R R ORI R L

FUTHIECR— M " ~E TN 7k
KWL RAIELE: ROOH" #21
e TROEE > T, ABIRRCT 2
AN LR E B2 T, RSB ITIN—,






images/00016.jpeg





images/00018.jpeg
AT

BOOUKY~WALKER





images/00002.jpeg
005
014
055
094
154
215
251
267

P 77;1/—121}7‘
TLEUTEROE LI

o BRAOTLEMREL T
B e \ 5. B EROMNE. AR
wow EWHEY ?\ HREPEBB|ENLBLE

% R
BER %7;67%’]

BT P (R) A
fedory A \
zen—7
blosy





images/00001.jpeg
BERALTVS AT~
NG5S 2  EFLLBA %

ERISHLTED A

V

s rUoY 3






images/00004.jpeg
WS E

RE#RCEH
DB LF b

KEBLTWBDE

RERTEREZE AR
AREFLEBREN T2

3 1!

RO [HR] WIS R0 RIS

10V EERROEHSRRH=LON

WM WO HEH N — w0 [HER] Lo’
WEHHTWIE LB S OIS

TiEHsE)—)

( WOBRE’ [HRE] 20" #6101V EG 0%
A EHCHEBORBRRULN





images/00003.jpeg
. e
J/N\-?/L






images/00006.jpeg
BB b — R A 12 22078 TR 1B 0 BB s
SO ARNINIE L DR L~

[ Lgota cheatability in a different world,

and rnnm::m nxﬁmmo&_:ﬁv\ even in the real world.7
— -





images/00005.jpeg
RURTF—MEDEFICULER.
REHREEENT D7

~URIVP Y T ENEZER e~

ES

O

TPV TN E
3043






images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





